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能 で会 間 
か な い の 

 
 

 
 

学
は
 …
…
教
会
 
史
 た
る
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キリスト   教の木質 を 求めて  
 

 
 

て
 朗
ら
か
な
希
望
と
信
 
 
 

 
 

 
 

填
 り
な
い
尊
敬
 と
壊
 し
 

ュ
 

 
 

 
 

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
⑤
 
 
 

 
 

 
 

の
 困
難
に
も
め
げ
ず
、
 

 
 

 
 

ろ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

る
も
不
屈
の
意
志
を
 

 
 

 
 

筋
 梗
塞
の
発
作
に
襲
わ
 

 
 

 
 

に
し
た
。
主
著
 日
ョ
｜
 

 
 

 
 

七
）
八
五
才
の
時
に
執
 

 
 

 
 

進
ぶ
り
に
つ
い
て
、
 
私
 

 
 

 
 

っ
 づ
け
ら
れ
た
。
夏
の
 

 
 

 
 

不
自
由
な
右
手
を
も
っ
 
 
 

 
 

店
刊
 
「
図
書
ト
一
九
 

七
八
年
一
一
月
号
）
。
 

 
 

 
 

そ
の
方
法
と
を
確
立
 

 
 

 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
，
キ
リ
ス
 

 
 

 
 

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
 

 
 

ト
 教
の
木
質
」
へ
の
問
い
に
答
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 



キリスト教の 本質を求めて 

性 め で 動 と る は 立 し 史た 

四 

へ 松 

ま い 史 る   
ま て の 根 も た の な ひ に ト を 
浅 も 塞 源 の 神 下 い も し 裁 た 
る こ 本 的 は 学 に 。 と よ 史 ど   

  

れ ス 

  
べ 学 
た の 

原 か こ が 。 成 

に程 、 を 

キ す 
リ へ 。 

基 提 た ょ ス く 
本 を 通 っ   ト 試 
的 認 り て か れ で の 正 教 み 

さ 
と 

を 

覚 え 

る 
の 
で、 
あ （ 
るど 
」 
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キリスト教の 本質を求めて 

 
 

 
 

は
か
っ
て
 、
 「
キ
リ
ス
 
 
 

 
 

御
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 
 
 

 
 

私
は
、
博
士
の
 
ロ
キ
 

 
 

 
 

ロ
ッ
 。
 
ハ
史
 ）
と
の
連
関
 

 
 

 
 

は
、
 例
え
ば
 プ
 ロ
ノ
 ブ
 

 
 

 
 

n
0
 
 

ヴ
 め
が
 
い
目
 
㏄
 
ゴ
、
づ
オ
 
の
 

 
 

 
 

二
の
の
神
 

目
が
 
）
 屈
 す
 苗
 
o
q
 
ぜ
の
 

 
 

 
 

１
１
宗
教
と
政
治
、
科
 

 
 

 
 

る
 思
想
の
相
互
作
用
を
⑦
 

 
 

 
 

始
 キ
リ
ス
ト
教
か
ら
 宗
 

1
9
 

 
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
思
想
 ｜
 
 
 

 
 

想
 史
の
性
格
を
も
っ
 

 
 

 
 

）
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
 歴
 

 
 

 
 

の
 ト
ト
 目
臣
 
・
，
の
い
 
隼
 0
 ・
 

 
 

 
 

展
を
追
及
し
、
教
会
 概
 

 
 

 
 

し
て
解
く
こ
と
を
本
書
 

 
 

は
 思
想
史
の
こ
と
で
あ
る
。
 



キリスト教の 本質を求めて 

告
 
す
目
、
一
山
八
二
り
二
一
二
一
山
 

ハ
 ）
。
 

 
 

 
 

見
え
な
い
宗
教
 目
 

 
 

 
 

に
お
い
て
、
次
の
よ
 う
 

 
 

 
 

大
衆
行
動
の
操
作
は
で
 

わ
た
く
し
 

 
 

 
 

ィ
は
 木
質
的
に
は
 
私
 

 
 

 
 

の
 生
き
方
全
体
を
整
序
 

 
 

 
 

」
と
名
づ
け
る
も
の
が
 
 
 

 
 

依
存
で
き
な
く
な
っ
た
 
 
 

 
 

」
で
あ
る
（
一
四
一
歩
 

 
 

 
 

究
極
的
」
意
味
の
組
合
 

 
 

 
 

宗
教
・
教
会
の
提
示
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
 

 
 

 
 

あ
て
は
ま
る
 ｜
く
 
そ
 

 
 

し
 、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
宗
教
が
「
私
事
」
と
な
り
、
 個
人
が
「
聖
な
る
 コ
ス
 

 
 

 
 

際
 、
今
日
わ
が
国
を
動
 

(318) 
 
 

 
 

ハ
的
 世
界
を
形
成
す
る
 

却
 

 
 

 
 

。
」
（
前
掲
「
日
本
の
神
 



キリスト教の 本質を求めて 

証
 

 
 

五
三
年
、
一
九
七
八
）
。
 

 
 

 
 

に
 一
種
の
「
思
想
」
が
 

 
 

 
 

の
ど
の
国
に
も
見
ら
れ
 

 
 

 
 

内
在
的
に
 己
 れ
の
こ
 

 
 

 
 

の
よ
う
な
意
味
に
お
 け
 

 
 

 
 

か
る
現
象
に
も
か
か
わ
 

 
 

、
歴
史
は
神
の
真
理
に
よ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
」
 と
 説
く
。
た
と
い
、
 そ
 

 
 

 
 

信
仰
を
通
じ
て
、
人
間
 

 
 

 
 

が
で
き
な
い
。
 

 
 

 
 

ス
ト
敦
史
学
は
世
俗
 

 
 

 
 

 
 

を
 前
提
し
て
成
り
立
っ
 

 
 

 
 

問
題
と
な
る
。
彼
自
身
 

 
 

 
 

ぅ
 と
し
た
の
で
は
あ
る
 

 
 
 
 

 
 

 
 

う
 に
追
っ
て
い
る
の
で
 

し
な
が
ら
。
石
原
は
生
 

あ
る
。
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キリスト教の 本質を求めて 

  （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ 
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野 （旅大 で 岩 ス   

  

  
、 赤 み 

れ っ   を 

の 一 」 一 
    

  
つ   
い 「 

  
      

九年、 
    

九   五 レ 
波け味   

  
多 たに 東 ル   第 頁 
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キリスト 教 の 本 質 せ 求めて 

 
 

八
 、
一
 0
 、
一
一
月
）
。
 

「
宗
教
改
革
丈
余
談
」
（
大
正
六
年
九
月
）
。
 

 
 

 
 

 
 

一
二
月
）
。
そ
の
他
。
 

 
 

 
 

の
後
数
年
間
 っ
 。
つ
い
た
 

 
 

 
 

た
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

拍
 ・
二
九
頁
以
下
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

ヘ
テ
ロ
か
ら
シ
ュ
ラ
イ
 

 
 

 
 

信
仰
の
 力
 を
概
観
 

 
 

 
 

へ
て
い
る
。
「
 こ
 

 
 

・
一
一
一
 

0
 一
一
一
）
。
 

 
 

 
 

ト
 」
（
Ⅲ
所
収
）
 、
同
 

 
 

 
 

0
 臣
の
の
オ
ロ
 

ヴ
 の
Ⅱ
 
ダ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

史
 
「
石
原
謙
 先
 

 
 

一
九
七
七
年
三
月
）
参
照
。
 

 
 

 
 

ユ
 ー
ベ
ル
ト
先
生
に
つ
 

い
て
」
九
五
頁
（
岩
波
書
店
、
昭
和
六
年
、
一
九
三
一
）
。
 

 
 

 
 

会
 」
、
口
木
 基
 

 
 

督
 教
団
出
版
局
、
一
九
七
六
年
一
一
月
）
参
照
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

般
 史
学
と
キ
リ
ス
ト
教
㏄
 

 
 

九
七
 セ
年
 、
一
二
夫
 ｜
 一
四
三
）
参
照
。
 

 
 

 
 

・
キ
リ
ス
ト
教
 史
 」
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キリスト教の 本質を求めて 

 
 

 
 

め
た
の
で
あ
ろ
 
 
  
 

つ
 。
 

 
  
 

 
  
 



口 Ⅰ毛嚢 上
口
一
の
折
ロ
 

学
 

第
 的
な
相
 

 
 

理
性
の
絶
対
批
判
と
 
繊
悔
 

ナ
隼
サ
 

糸
 

氷
見
 

 
 

宗
教
 哲
 

 
 

宗
教
 牲
 A
 

 
 

ぅ
 ，
哲
学
的
 

 
 

繊
 海
道
と
 

 
 

て
の
理
性
 

 
 

判
に
 曝
す
 

 
 

し
 進
め
る
 

 
 

的
 保
全
の
 

 
 

追
い
込
ま
 

 
 

ん
で
、
 身
 

 
 

う
こ
と
に
 

 
 

ぬ
 哲
学
」
 

 
 

と
し
て
は
 

 
 

繊
悔
 転
換
 

 
 

体
 

 
 

方
 

第
一
部
 ム
刃
 

 
 

 
 

純
 に
同
一
 

 
 

者
が
同
一
 

 
 

の
な
ら
、
 

 
 
 
 

的
 あ
り
方
 

た
ん
に
 田
 

 
 

に
 哲
学
的
 

 
 

と
す
る
 案
 

 
 

考
え
ら
れ
 

 
 

捕
 さ
れ
て
 

 
 

試
み
た
い
。
 

 
 

氏
 に
お
 

 
 

と
い
う
あ
 

 
 

自
己
分
裂
、
 

 
 

点
 な
、
田
 

 
 

理
解
し
よ
 

 
 

即
 A
 ）
」
 

 
 

が
 経
験
的
、
 

 
 

し
な
が
ら
、
 

 
 

こ
に
絶
対
 

 
 

と
こ
ろ
が
 

 
 

知
を
直
接
 

め
 

  

 
 

（
 
3
B
 イ
コ
 

（
 

 
 

 
 

安
住
し
 

 
 
 
 

 
 

可
 避
で
あ
 



 
 

お
い
 

 
 

の
 媒
介
 と
 

 
 

な
ら
な
 

 
 

る
か
」
 

 
 

0
 名
が
 

間
瀬
 
啓
允
 

宗
教
的
信
念
の
論
理
構
造
 

 
 

 
 

 
 

か
た
で
具
体
的
 

 
 

対
象
た
る
 

 
 

定
 的
に
対
 

 
 

に
 「
 B イ
 

 
 

権
利
，
 
を
 

 
 

ル
 A
 」
の
 

 
 

と
が
同
時
 

 
 

遍
の
把
握
 

 
 

、
自
己
 矛
 

 
 

満
足
的
 頽
 

 
 

よ
っ
て
 、
 

 
 

め
ら
れ
た
。
 

 
 

知
 V
 が
 

2
6
 

 
 

し
て
ト
マ
 

 
 

の
道
」
）
 
 
 

 
 

 
 

 
 

論
証
に
は
、
 

 
 

乙
は
第
一
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
世
界
 

 
 

。
つ
ま
り
 

 
 

い
て
、
 

 
 

の
侍
 
0
 Ⅱ
 
ら
 ㍉
 
い
 

 
 

市
正
字
）
 

 
 

ト
マ
ス
 自
 

 
 

証
さ
れ
る
 

 
 

。
は
、
あ
る
 

 
 

ン
 神
父
の
 

 
 

信
は
 形
而
 

 
 

も
の
だ
」
 

 
 

よ
う
な
 論
 

 
 

み
る
べ
き
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

Ⅱ
 
0
 せ
の
 
・
 

 
 

体
が
 啓
示
 

 
 

と
し
て
 啓
 



 
 

ぃ
ヰ
 

w
 
ソ
 
@
 
）
山
の
 

u
 
レ
 

 
 

て
 被
造
物
 

 
 

造
物
と
し
 

 
 

ら
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ぅ
 ・
考
え
が
 

 
 

は
さ
ら
に
 

 
 

ね
 ち
、
 

 
 

に
 判
断
 

 
 

な
が
ら
こ
 

 
 

あ
る
。
 こ
 

 
 

に
一
般
的
 

 
 

論
理
は
 、
 

 
 

先
取
っ
た
 

 
 

め
の
も
の
 

 
 

と
し
て
で
 

 
 

在
 に
対
す
 

 
 

た
 さ
ら
に
 

 
 

す
る
認
定
 

 
 

た
，
り
 
き
だ
 

 
 

と
っ
て
の
 

 
 

も
な
く
、
 

 
 

生
迫
 
は
は
で
の
（
 

黒
 ）
。
 

 
 

ッ
 ト
メ
ン
ト
が
  

 

を
 見
せ
て
 

 
 
 
 

 
 

園
 大
筈
 の
 

西
村
志
信
 

 
 

場
 に
立
 

 
 

な
る
が
ゆ
 

 
 

れ
て
か
ら
 

 
 

て
き
た
の
 

 
 

、
そ
の
 代
 

 
 

教
学
の
あ
 

 
 

に
 見
ら
れ
 

 
 

は
 、
こ
れ
 

 
 

仰
 を
も
っ
 

 
 

少
 化
し
た
 

 
 

な
   

 
 

 
 

な
 世
界
的
 

ぴ
 

キ
リ
ス
ト
教
理
解
の
一
側
面
 

 
 

確
認
さ
れ
、
 

 
 

と
思
 う
 。
 

 
 

念
の
正
当
 

ポ
ジ
デ
イ
 

ブ
 

 
 

さ
れ
る
べ
 

ぎ
 も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 



第一部会  
 

 
 

的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
 

 
 

て
い
る
。
  

 

る
か
ど
う
 

 
 

 
 

全
 な
理
解
と
い
わ
ざ
る
 

 
 

 
 

っ
て
比
較
宗
教
学
の
人
格
 

 
 

 
 

 
 

と
す
る
限
り
、
真
実
の
 

ア
イ
 ブ
 

が
あ
る
こ
と
に
開
眼
さ
せ
ら
れ
た
点
を
述
べ
た
 
い
 。
 

 
 

 
 

簡
単
に
理
解
で
き
る
 
道
 

 
 

 
 

場
合
に
お
い
て
す
ら
容
易
 

 
 

あ
る
が
、
 

に
 閑
却
さ
れ
が
ち
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

い
る
点
で
 

 
 

 
 

ク
ト
大
修
道
院
の
ク
ラ
ウ
 

 
 

 
 

共
 住
を
許
さ
れ
 
一
ケ
 月
迫
 
 
 

 
 

ス
ト
教
は
、
比
較
宗
教
学
 

 
 

 
 

以
前
」
の
キ
リ
ス
ト
教
で
 

 
 

 
 

子
 」
と
考
え
て
い
て
も
 

 
 

 
 

な
 い
 の
を
確
認
し
た
。
 異
 

子
も
充
分
に
存
在
す
る
も
の
に
価
す
る
の
え
ん
で
あ
る
。
 

 
 

峰
 対
し
特
 

 
 

 
 

、
た
だ
わ
れ
わ
れ
を
 
自
 

 
 

 
 

れ
 だ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
 
と
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

を
 通
し
て
 

 
 

り
 、
い
わ
 

 
 

い
 。
し
た
 

 
 
 
 

性
が
 志
向
 

そ
れ
に
 対
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第一部会 

 
 

し
て
み
 よ
 

 
 

訳
と
チ
 

 
 

 
 

 
 

。
ヘ
ッ
ト
 調
 

玉
城
 
康
 四
郎
 

 
 

つ
い
て
 述
 

 
 

 
 

、
以
ニ
 無
住
 -
 
穂
 レ
住
、
 

 
 

 
 

ぅ
 如
く
、
従
来
の
術
語
を
 

 
 

 
 

概
念
と
す
れ
ば
こ
れ
も
 理
 

 
 

 
 

は
ど
う
か
。
一
念
三
千
の
 

 
 

 
 

心
具
 二
十
法
界
 -
 
、
一
法
界
 

 
 

 
 

一
念
三
千
の
形
成
さ
れ
て
 

 
 

 
 

る
 。
し
か
し
真
の
境
地
に
 

 
 

 
 

、
 井
ニ
甘
ロ
 
所
 ㌧
二
三
ロ
」
と
し
て
 
 
 

 
 

放
棄
し
た
と
い
う
外
は
な
 

 
 

 
 

「
 ス
シ
 マ
・
コ
ン
ト
ラ
・
 ゲ
 

 
 

 
 

一
節
を
見
る
と
論
旨
は
ぎ
 

 
 

 
 

存
在
と
本
質
と
の
同
一
性
 

 
 

 
 

関
係
か
ら
推
論
し
て
い
る
 

 
 

 
 

能
 で
あ
る
と
い
う
の
は
、
 

 
 

 
 

れ
わ
れ
自
身
に
通
ず
る
論
 

 
 

 
 

と
っ
て
い
理
か
ら
の
推
論
の
た
め
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

そ
こ
で
㏄
 

 
 

本
質
に
つ
  

 

 
 

 
 

Ⅰ
 
こ
 
-
 
@
 
Ⅰ
 
@
 

 
 

 
 

 
 

元
独
自
の
中
世
譜
と
現
 

2
 

封
相
心
ム
珊
 

「良 目 

蔵 
fc@ 

文   
上声 

の 

比
較
 思
 



 
 

 
 

 
 

一
人
で
あ
 

 
 

と
ウ
ヱ
｜
 

 
 

る
と
、
 
こ
 

北
川
直
 利
 

ワ
ッ
ハ
 
の
ウ
ェ
ー
バ
土
塚
 

 
 

 
 

 
 

根
拠
の
本
質
に
 

 
 

孔
の
基
本
 

 
 

し
め
る
面
 

 
 

る
と
い
う
 

 
 

ぅ
 。
そ
の
 

 
 

デ
ガ
｜
 

 
 

に
 理
解
 可
 

 
 

坐
禅
 哉
 」
 

 
 

な
か
ら
ん
 

 
 

く
 理
解
 不
 

 
 

・
西
田
と
 

 
 

こ
と
が
 

も
っ
と
も
興
味
深
い
所
で
あ
る
。
 

 
 

問
題
点
を
 、
 
0
 
 
 

 
 

す
る
。
 

 
 

験
 的
な
の
 

 
 

こ
と
を
 提
 

㏄
 

 
 

学
 」
（
「
 
経
 

 
 

引
用
し
て
 

 
 

定
義
は
 

 
 

も
 知
れ
 

 
 

 
 

 
 

自
身
の
主
 

張
 と
は
異
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 

仕
 レ
ム
ム
学
 

 
 

の
 
「
宗
教
 

 
 

「
現
象
 

 
 

何
ら
決
定
 

 
 

ノ
カ
 

 
 

打
ち
出
す
 

 
 

え
た
も
の
 

を
 宗
教
の
本
質
と
見
 敵
 し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

宗
教
観
 

 
 

あ
る
宗
教
 

 
 

的
な
も
の
 

 
 

働
き
の
中
 



第一部会 

  
見 の ハ 

  
（ 者 
曲 の レ 一 -- 日 

目ッつ 岸ドの 
目 フ 異 

） 0 曲億 ） 臣 レノ 々 ー 皆貝 な十人 このな 救め と   
る 
  

考 類の的 l ッい 「 ぐで， 

察 

      
三笠を 、 隆   

人類兄 でよ 一 化 愛 
そ容学   
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第一部会  
 

 
 

明
確
な
意
図
の
も
と
に
 
士
 
 
 
 
 

 
 

 
 

又
 、
こ
こ
で
は
仏
教
と
土
 

の
 接
触
、
変
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。
 

 
 

も
 仏
教
 優
 

）
 

 
 

 
 

 
 

0
 局
面
は
 、
 例
え
ば
、
 

ゆ
 

 
 

 
 

（
ブ
ッ
ダ
Ⅱ
覚
者
）
が
 、
 

 
 

 
 

震
死
者
を
意
味
す
る
 
よ
う
 

 
 

 
 

が
 我
が
国
固
有
の
祖
霊
 
観
 

 
 

 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
 

い
く
つ
か
の
局
面
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
 

 
 

教
 と
は
ま
 

 
 

 
 

も
 顕
著
な
現
わ
れ
と
 見
 

 
 

 
 

主
体
は
 、
 我
が
国
固
有
の
 

 
 

面
、
ニ
、
  
 

仏
教
を
受
 
 
 

 
 

や
 意
図
を
無
視
し
、
そ
れ
 

 
 

 
 

そ
っ
た
形
で
仏
教
を
再
 
解
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
第
三
の
局
面
は
 
、
 

 
 

 
 

的
 要
素
と
土
着
宗
教
的
要
 

 
 

 
 

性
格
を
も
つ
宗
教
へ
と
 
転
 

 
 

 
 

考
も
、
修
験
者
と
い
う
 第
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

我
々
は
 仏
 

 
 

下
降
と
 

 
 

 
 

き
る
。
土
着
宗
教
が
仏
教
 

 
 

 
 

昇
 運
動
で
お
り
、
逆
に
 
、
 

 
 

 
 

れ
る
過
程
は
下
降
運
動
で
 

 
 

教
 を
担
 う
  

 

生
 は
そ
の
 



第一部会 

 
 

 
 

と
 土
着
 宗
 

 
 

動
を
通
じ
 

 
 

一
年
に
 

 
 

 
 

ィ
 リ
ピ
ン
教
会
の
独
立
運
 

 
 

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

堂
区
 主
任
司
祭
 職
を
、
フ
 

 
 

本
数
と
文
 

 
 

命
 勢
力
 側
 

宗
教
と
文
化
摩
擦
 

 
 

お
け
ば
、
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
ア
ク
リ
パ
イ
ア
ニ
ズ
ム
 

 
 

革
命
前
 ｜
 

の
 成
立
を
め
ぐ
っ
て
１
 
l
 

 
 

革
命
直
前
 

赤
池
憲
昭
  

 

政
府
へ
の
 

 
 

 
 

ヘ
 イ
ン
の
 

 
 

レ
ヴ
ェ
  

 

四
 、
革
命
 
 
 

 
 

治
権
力
お
よ
び
ロ
ー
マ
 
教
 
 
 

 
 

会
 と
し
て
の
自
立
、
五
、
 

 
 

 
 

傾
斜
、
以
上
で
あ
る
。
論
 

題
の
中
心
と
な
る
の
は
、
三
の
革
命
時
の
問
題
で
あ
る
。
 

 
 

で
あ
る
。
 

皿
 

 
 

岐
 に
わ
た
 

 
 

の
 論
旨
に
 

 
 

に
さ
い
 

 
 

 
 

っ
 た
こ
と
が
象
徴
し
て
い
 

 
 

 
 

中
心
の
座
を
占
め
て
い
る
。
 

 
 

で
あ
る
。
）
 

 
 

ブ
イ
り
 

 
 
 
 

 
 

 
 

イ
ソ
は
、
地
域
の
統
治
 
方
 

㈹
 

 
 

 
 

た
 。
一
村
を
支
配
す
る
に
 

 
 
 
 

 
 

 
 

」
の
よ
 う
 



第一部会  
 

 
 

浮
 き
 彫
り
す
る
働
き
を
つ
 

3
4
 

 
 

"
 政
教
命
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

を
 放
棄
）
 

 
 

総
代
理
に
 

 
 

 
 

織
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
停
滞
㈹
 

・
減
退
の
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

の
 柱
は
 、
 

 
 

シ
ズ
ム
は
 

 
 

イ
ン
人
の
 

 
 

 
 

で
 フ
ィ
リ
 

 
 

 
 

 
 

ィ
リ
ピ
ソ
 

展
開
す
る
。
そ
し
て
、
 
二
 

柴
田
史
子
 

 
 

う
な
 ブ
イ
 

 
 

ハ
イ
を
 破
 

 
 

ア
メ
リ
 
 
 

だ
カ
ソ
リ
  
 

ほ
 、
そ
の
 
 
 

 
 

、
こ
こ
で
は
、
彼
の
 
ア
メ
 
 
 

 
 

派
的
 精
神
の
社
会
的
源
泉
」
 

 
 

 
 

0
 コ
笘
コ
の
ヨ
，
ト
の
お
 

）
に
 着
 

る
 発
想
で
あ
っ
た
。
 

目
す
る
。
 

 
 

出
さ
れ
 

Ⅴ
 

 
 

 
 

る
と
考
え
る
。
し
が
し
、
 

 
 

い
 う
ア
グ
  

 

し
て
制
度
 

 
 

 
 

新
た
に
運
動
を
起
こ
す
。
 

 
 

し
 、
フ
ィ
  

 

お
い
て
は
 

 
 

 
 

は
、
 
「
デ
ノ
ミ
 不
｜
シ
ョ
 

ン
 」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
独
特
の
形
態
を
と
る
。
 

 
 

し
い
 ブ
イ
 



第一部会 

 
 

 
 

的
 改
革
の
原
理
と
し
て
 

 
 

 
 

つ
ま
り
、
彼
は
、
社
会
 改
 

 
 

 
 

ら
も
、
個
人
主
義
の
枠
内
 

 
 

 
 

い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
 

 
 

 
 

・
 ホ
 フ
ス
タ
ッ
 タ
 ー
が
 
（
 4
 
描
 ）
 

 
 

 
 

つ
 げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

批
判
し
 

 
 

参
与
す
る
  

 

態
を
是
認
 

際
の
主
要
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

値
 観
を
非
常
に
重
視
し
 

 
 

 
 

ば
 批
判
さ
れ
る
彼
の
思
想
 

 
 

 
 

思
想
体
系
が
一
般
に
も
つ
 

 
 

 
 

軟
 に
対
処
し
ょ
う
と
す
る
 

 
 

て
い
る
。
  
 

主
義
、
任
 

 
 

 
 

し
て
、
ニ
ー
バ
ー
の
類
型
 

 
 

 
 

様
式
を
反
映
す
る
も
の
と
 

 
 

し
て
理
解
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

に
お
い
 

 
 

囚
は
  

 

教
会
の
改
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

、
個
人
を
越
え
た
力
の
 
導
 

く
ま
で
も
個
人
主
義
の
立
③
 

の
 「
革
新
主
義
的
」
姿
勢
（
 

・
キ
リ
ス
ト
教
 ふ
ム
 
の
特
質
 

 
 

 
 

教
会
組
織
が
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

ゴ
 Ⅱ
 
e
 二
 %
 の
 Ⅱ
の
 
プ
 Ⅰ
 
ロ
の
 

ヰ
目
の
 

ゴ
 の
 臣
 



第一部会 

ど
 r
e
 
ゴ
 0
%
 
 

口
口
ロ
 

の
 Ⅱ
口
せ
Ⅰ
 

り
こ
ト
 の
）
 
ト
 

 
 

が
 多
く
な
 

 
 

で
り
 

3
6
 

 
 

の
 賜
物
も
 

は
 0
 １
 
の
 
。
 

 
 

考
え
ら
れ
）
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
ゴ
 「
 
ぽ
 （
㍗
目
の
の
目
付
 

仁
 Ⅱ
 
ぺ
 ・
 ト
 
の
の
 
9
 
 ド
 
ド
 
㌧
・
 
め
ヘ
 
の
 

 
 

か
ら
の
み
 

 
 

 
 

ま
う
 危
険
性
が
生
ず
る
。
 

 
 

 
 

、
つ
ま
り
 

 
 

 
 

 
 

後
の
カ
リ
 

%
 

ス
マ
論
に
と
っ
て
一
層
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

 
 

ず
 第
一
 

カ
リ
ス
マ
的
宗
教
指
導
者
の
一
考
察
 

 
 

価
さ
れ
て
 

 
 

的
 権
威
が
 

川
村
邦
 光
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ウ
 
ニ
  

 

の
よ
う
な
 

 
 

 
 

嬰
 が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
 

 
 

 
 

 
 

の
 故
に
 、
 つ
ね
に
潜
在
的
 

 
 

 
 

ス
マ
性
を
認
め
ら
れ
な
い
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
第
三
に
 、
ヵ
リ
 

 
 

 
 

価
 も
し
く
は
規
定
し
て
い
 

 
 

ま
り
、
 
力
 

る
の
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

が
 カ
リ
 

 
 

す
る
。
 
け
 

 
 

 
 

考
察
し
て
み
る
。
な
お
は
 

 
 

 
 

ぐ
ち
 な
 を
の
み
た
ま
に
な
 

 
 

 
 

十
五
ね
ん
か
ら
で
あ
る
な
 



 
 

年
の
年
号
 

 
 

て
 記
し
て
 

 
 

り
 、
な
お
 

 
 

は
 、
い
つ
 

 
 

ね
 ん
か
ら
、
 

 
 

の
ざ
 」
 

 
 

い
 V
 と
 

 
 

ウ
 近
所
の
 

 
 

諭
ヒ
 ）
 と
 

 
 

排
除
さ
れ
 

 
 

中
で
「
 二
 

 
 

周
囲
の
人
 

 
 

そ
の
意
味
 

 
 

は
れ
て
も
、
 

 
 

、
 き
に
さ
 

 
 

ふ
で
さ
 

 
 

き
 ち
が
 

 
 

冬
 す
に
 至
 

 
 

は
 社
会
の
 

 
 

社
会
的
に
 

 
 
 
 

歴
の
中
に
 、
社
 

 
 

 
 

諸
宗
教
の
協
力
 

宗
教
社
会
学
的
一
考
察
 

ヤ
ン
・
 
ス
イ
 ン
 ゲ
ド
｜
 

 
 

い
る
 現
 

 
 

研
究
は
案
 

 
 

運
動
を
取
 

 
 

与
え
て
い
 

 
 

り
 わ
 け
日
 

本
に
お
け
る
宗
教
対
話
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 
 

主
要
な
 

 
 

様
 性
と
 、
 

 
 

が
あ
げ
ら
 

 
 

強
い
も
の
 

 
 

は
 思
わ
れ
 

 
 

も
あ
る
 

 
 

在
の
宗
教
 

 
 

分
離
が
 徹
 

 
 

た
 宗
教
界
 

 
 

よ
り
、
 
出
 
示
教
 

 
 

 
 

れ
ば
な
ら
 

 
 

メ
カ
ニ
ズ
 

37 (333) 

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 



第一部会  
 

 
 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
保
持
 

 
 

 
 

そ
れ
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
 

 
 

 
 

行
 な
い
、
普
遍
性
を
目
ざ
 

 
 

ぅ
 現
実
 課
 

取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
 

 
 

 
 

緊
張
関
係
が
存
在
し
、
 

 
 

 
 

題
 点
と
し
て
出
て
く
る
。
 

 
 

 
 

進
展
が
な
い
と
舌
口
わ
れ
る
 

 
 

 
 

ィ
の
 限
界
を
わ
 ぎ
 ま
え
る
 

 
 

 
 

識
か
ら
き
て
い
る
か
も
し
 

 
 

可
能
に
す
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

の
 他
に
 、
 

 
 

る
 。
積
極
 

 
 

い
る
共
通
 

恩
霊
宜
音
 き
で
 0
 の
の
の
 

隊
ざ
 こ
の
概
念
に
つ
い
て
 

 
 

存
の
現
代
 

 
 

こ
と
を
 指
 

佐
々
木
 

宏
幹
 

 
 

も
の
は
 ァ
 

 
 

く
に
 

 
 

お
い
て
 寛
 

 
 

 
 

り
 、
従
来
内
外
の
研
究
者
 

 
 

 
 

規
定
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
 

 
 

 
 

と
 見
て
、
そ
の
人
間
の
 

 
 

 
 

を
お
い
た
心
理
学
的
規
定
、
 

 
 

 
 

を
 志
向
し
た
社
会
（
 人
 

 
 

 
 

礼
的
 ・
象
徴
的
役
割
の
解
 

(336) 38 



第一部会  
 

で
あ
る
。
 

 
 

こ
の
 

 
 

ア
ジ
ア
の
 

 
 

0
 間
 題
を
 

 
 

類
 学
的
な
 

 
 

の
に
依
拠
 

す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

現
象
を
 

 
 

リ
ア
極
北
 

 
 

と
 呼
ば
れ
 

（
 
1
 ）
 

 
 

る
 人
物
の
 

 
 

ロ
ー
ル
 ど
 
*
 

（
Ⅰ
 
乙
 
）
 

 
 

文
化
的
 評
 

 
 

現
す
る
と
 

へ
 
3
 ）
 

 
 

に
な
さ
れ
 

 
 

決
し
て
 

 
 

は
人
間
に
 

 
 

者
の
原
動
 

 
 

る
 。
 セ
ジ
 

 
 

し
て
い
る
 

 
 

さ
せ
た
 再
 

検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

が
 多
 い
 

 
 

ぅ
 心
的
 分
  
 

で
き
な
い
 

 
 

ン
に
 富
ん
 

 
 

あ
る
。
 し
 

 
 

援
交
流
」
 

 
 

い
う
こ
と
 

に
な
ろ
 う
 。
 

 
 

体
へ
の
 

 
 

二
の
事
柄
 

 
 

お
い
て
は
 

 
 

ヘ
ケ
 

 
 

侵
入
よ
り
 

 
 

こ
と
が
、
 

強
く
見
ら
れ
る
。
 

 
 

シ
ョ
ン
 

 
 

舞
 い
が
見
 

 
 

よ
 う
 に
 な
 

 
 

に
よ
り
 役
 

 
 

二
 ・
第
二
一
 

 
 

ベ
テ
ラ
 ソ
 

 
 

圭
一
正
に
は
 

 
 

ト
ヰ
 
の
の
円
目
 

0
 下
 

 
 

 
 

シ
ヤ
ー
 マ
 

㏄
 

 
 

て
 第
一
人
 

 
 
 
 

 
 

ィ
に
 富
ん
 



 
 

る
こ
と
、
 

 
 

が
 顔
を
出
 

 
 

る
 。
既
成
 

 
 

近
代
化
が
 

 
 

か
 、
ま
す
 

 
 

の
で
あ
ろ
 

桜
井
徳
太
郎
 

民
衆
の
宗
教
的
ニ
ー
ズ
 
と
 、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
 

呪
術
宗
教
職
能
者
創
出
の
社
会
的
契
機
 

第一部会 

る で 
( 「 コ ) (4)  く 3) (2) (1) とお 

考 え り   

  究 
明 

括 
的 
な 
概 

づト 

    

日ヰ 必 

八ロ㏄ ゴ Ⅱ O 
要 

        あ 

 
 

ズ
 と
の
 関
 
 
 
 
 

連
 で
考
え
て
み
た
い
。
 

 
 

東
北
地
）
 
 
 

 
 

業
 教
育
型
㈹
 

 
 

絶
滅
が
予
 

 
 

、
さ
ら
に
 

 
 

術
 宗
教
職
 

 
 

る
 。
前
者
 

 
 

心
と
す
る
 

 
 

ト
ク
 な
ど
 

 
 

た
こ
と
を
 

 
 

そ
し
て
 新
 

 
 

間
 シ
ャ
 マ
 

 
 

術
 宗
教
 

 
 

 
 

・
経
済
 

 
 

る
 国
内
の
 

 
 

関
係
の
 ス
 

 
 

と
 成
就
 し
 

 
 

0
%
 新
に
 

 
 

数
を
列
挙
 

 
 

病
 ・
 争
 

 
 

い
る
と
い
 

 
 

す
る
漁
村
 



第一部会  
 

 
 

し
て
い
る
。
し
か
し
、
 
成
 

 
 

 
 

マ
ニ
ズ
ム
に
お
き
、
伝
統
 

 
 

 
 

と
を
知
る
。
 

 
 

不
満
・
 不
 

 
 

ア
イ
 ソ
 

 
 

 
 

を
 向
け
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

る
 よ
 う
 に
  

 

果
た
す
 成
 

 
 

れ
な
い
。
  

 

礼
化
 を
目
 

 
 

 
 

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
 

 
 

げ
こ
む
。
  

 

れ
な
い
 け
 

 
 

う
と
こ
こ
  

 

得
な
い
 結
 

 
 

 
 

新
 こ
の
か
た
体
制
を
整
理
 

 
 

 
 

っ
て
形
式
は
整
序
さ
れ
た
 
 
 

 
 

気
持
は
逆
に
神
職
か
ら
 
離
 

し
て
掛
け
合
っ
て
く
れ
な
い
。
 

 
 

祀
の
中
核
 

 
 

 
 

政
策
に
よ
っ
て
官
僚
 体
 

 
 

 
 

て
 民
衆
の
心
か
ら
離
れ
、
 

 
 

 
 

め
る
た
め
に
、
民
衆
の
ぬ
 不
 

 
 

 
 

へ
 集
中
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

宗
教
職
能
者
が
民
衆
に
歓
 

 
 

 
 

祖
が
 シ
ャ
マ
ン
性
を
不
可
 

 
 

創
出
さ
れ
 

欠
 と
す
る
理
由
で
も
あ
ろ
う
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

様
な
こ
と
 

 
 

 
 

ヤ
 と
よ
。
は
 

 
  
 

 
 

教
会
に
所
 



 
 

仁
 コ
目
目
 

～
 

Ⅰ
 

 
 

0
 の
 ト
 
ゆ
 り
ミ
 
）
 

会
 

 
 

第
 

住
 戸
田
六
三
郎
 

 
 

に
 宗
教
 

 
 

る
か
も
し
 

 
 

る
が
、
 端
 

 
 

よ
 う
と
し
 

 
 

は
へ
 ブ
ラ
 

 
 

ぅ
 ま
で
も
 

 
 

示
教
 が
基
 

 
 

も
の
で
な
 

 
 

定
 的
で
あ
 

 
 

。
は
 
へ
｜
ゲ
 

 
 

と
い
う
よ
 

 
 

ま
た
パ
ス
 

 
 

コ
 の
し
）
の
 
偉
 

 
 

そ
し
て
後
 

 
 

日
出
の
か
（
の
）
 

 
 

田
口
Ⅱ
二
の
 

ゴ
 の
 

 
 

ヰ
む
 
Ⅱ
二
の
 

す
 の
・
 
 
 

い
る
。
 先
 
 
 
 
 

 
 

論
じ
て
い
 

 
 

を
 発
し
た
の
 
 
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

の
 よ
 う
 

 
 

て
み
る
 な
 

 
 

よ
う
な
 場
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

若
と
論
じ
 

 
 

て
い
な
い
 

 
 

の
へ
｜
ゲ
 

 
 

路
 綜
に
お
 

 
 

ぎ
ば
り
さ
 

 
 

ヘ
ブ
ラ
イ
 

 
 

て
は
 歩
 く
 

 
 

ろ
が
出
て
 

 
 

提
 と
し
て
 

 
 

5
 点
か
ら
 

 
 

な
な
ら
ず
 

 
 

あ
ら
ず
で
 

あ
る
。
 

 
 

立
脚
し
 

 
 

ブ
ラ
イ
 糸
 



第一部会 

 
 

間
 が
有
 

 
 

た
も
の
に
 

 
 

れ
た
。
 
一
 

 
 

「
知
育
 偏
 

 
 

育
 基
本
法
 

 
 

の
 宗
教
教
 

 
 

宗
教
の
社
 

宗
教
的
情
操
教
育
の
展
開
と
矛
盾
 山

口
和
孝
 

 
 

者
 択
一
の
 

 
 

在
り
方
は
 

 
 

が
 多
か
っ
 

 
 

み
る
と
、
 

 
 

。
ま
た
 仏
 

 
 

は
 自
然
に
 

 
 

然
 と
い
う
 

 
 

」
と
に
も
 

 
 

格
を
附
与
 

 
 

当
然
で
あ
 

 
 

虚
心
に
考
 

え
 直
す
こ
と
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

ば
な
ら
な
 

 
 

育
 Ⅱ
宗
教
 

 
 

奨
励
さ
れ
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
論
が
多
い
。
 

 
 

離
 規
定
 

 
 

で
 同
様
の
 

 
 

間
の
全
人
 

 
 

す
る
見
解
 

も
 広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

存
在
を
 

 
 

よ
り
は
 
一
 

 
 

離
し
た
め
 不
 

 
 

力
を
趨
え
 

 
 

射
的
な
も
 

 
 

よ
う
と
す
 

 
 

尊
重
な
ど
 

 
 

、
人
問
 生
 

 
 

的
 価
値
等
 

 
 

る
 。
 

 
 

践
 的
に
 

   
 
 
 

 
 

る
 。
 

 
 

教
 教
育
 

ぴ
 

 
 

九
年
）
の
 

 
 
 
 

 
 

る
 %
 分
 と
 



第一部会  
 

に
よ
 る
 祭
 

 
 

育
 政
策
で
 

現
存
在
と
時
 熟
 

 
 

国
体
」
に
 

 
 

l
 的
 機
能
 

は
 

木
靖
 
晴
 

 
 

名
 の
も
と
 

け
 現
存
在
 

 
 

教
育
が
広
 

く
 学
校
教
育
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
 

 
 

在
 を
探
 

 
 

 
 

っ
て
 、
 問
 う
己
れ
 自
身
を
 

 
 

 
 

在
を
現
存
在
（
ロ
ロ
 沼
ざ
 ）
 

 
 

 
 

で
も
な
け
れ
ば
、
 又
 生
命
 

 
 

 
 

己
 自
身
に
め
ざ
め
る
も
の
 

 
 

 
 

て
、
 常
に
 己
 れ
を
問
題
と
 

 
 

 
 

存
在
で
あ
る
。
独
り
 、
 

 
 

な
み
の
 主
 

が
 宗
教
的
情
操
教
育
の
基
盤
と
さ
れ
た
。
 

 
 

 
 

の
た
 い
己
れ
 自
身
を
 

 
 

 
 

に
お
い
て
、
世
代
の
交
代
 

 
 

 
 

人
人
間
の
み
が
 己
 れ
の
 花
 

 
 

 
 

 
 

死
ぬ
よ
 う
 

要
領
で
政
策
化
さ
れ
た
。
 

 
 

 
 

な
い
。
現
存
在
は
現
に
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

㈲
関
心
と
死
 

 
 

精
神
を
養
 

 
 

 
 

を
 関
心
 

 
 

産
 活
動
を
 

 
 

を
 示
す
も
 

(342) 44 



第一部会 

りる 、 と駒 極 な 現こ壊 う破 （ りはれてで 死 そっの 

  
  

る 。 すぅ てこいなす死と 、 0 、 怪死   
新 
ら宗ま 

西   

し い界が 教え 洋 
@   
於 、   

現東 ナ @ ・ @ 
わ洋 る 
ねめ 

仏 様 ムに 0 
  教   

@  イ ヒ ネ ，よ の 

使 
/ ふ   

ま洋 だ Ⅰ・ 。 @- し ヴ 
ほ進   
と 人   
ん し   

ど 六合 
  

    
研 ぅ   

45 (343) 



 
 

、
仏
教
 

 
 

西
洋
へ
の
 

進
出
は
仏
教
の
東
洋
的
性
質
を
問
題
に
す
る
。
 

㈱
西
洋
に
と
っ
て
仏
教
の
進
入
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
 

 
 

方
 、
仏
 

 
 

数
 に
対
し
 

 
 

示
教
問
対
 

 
 

コ
 
カ
 O
 

 
 

人
の
人
 

 
 

的
 触
れ
合
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

救
 い
 を
永
 

め
る
よ
さ
に
な
っ
た
の
か
。
 

 
 

自
分
の
 

 
 

な
ど
の
 対
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

 
 

に
価
す
る
。
 

 
 

使
命
が
 

 
 

仏
教
の
 メ
 

 
 

教
は
西
洋
 

第一部会 

と 究 
円いの 
る東 5 対 
の洋著象 

かに作に 。 とをさ 
っ 参れ 
て 老て 
仏 にい 
裁 しな 
の て い 

  
  
は味お 

どにぜ 

  
ちい知 得。 R 

橋
本
芳
契
 

 
 

す
の
叶
が
日
ツ
 

 
 

）
に
よ
る
 

 
 

別
 
（
 
&
 ㌃
 

 
 

江
口
の
㎝
の
Ⅱ
～
 

 
 

る
こ
と
 u
 

 
 

0
 比
珪
ゴ
の
 

 
 

る
と
す
る
。
 

 
 

す
る
。
 本
 

 
 

期
中
国
華
 

 
 

実
な
流
露
 

 
 

単
に
原
始
 

 
 

ヒ
 と
「
 根
 

 
 

た
が
、
 そ
 

 
 

小
乗
の
仏
 

 
 

月
 、
肌
寒
 

 
 

の
 一
階
の
 

 
 

圧
肌
 
り
つ
つ
 

授
記
と
本
願
 

(344) 

 
 

ぎ
る
と
 思
 
 
 
 
 

わ
れ
る
。
 



 
 

文
に
弥
勒
 

 
 

「
如
を
体
 

 
 

行
 あ
り
て
 

 
 

 
 

に
こ
れ
（
聴
訴
 者
 ）
 を
 

合
成
す
る
も
の
、
 

 
 

）
」
と
 述
 

 
 

土
圭
復
 阿
 

 
 

つ
き
、
 声
 

 
 

無
上
正
 遍
 

 
 

生
で
あ
る
と
 註
 

 
 

受
記
恭
生
、
㈲
 

 
 

。
其
の
親
 

 
 

 
 

に
 在
る
べ
 
  

 
 

っ
た
 0
 
 
い
 

 
 

多
く
現
 

 
 

善
 
の
 要
 

 
 

の
と
考
え
 

 
 

、
弥
勒
 

 
 

つ
ま
 

 
 

時
 白
川
 
に
も
 
め
 

る
も
の
と
す
る
予
言
記
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
 

 
 

に
は
井
立
 

口
 

 
 

て
 と
く
に
 

 
 

り
 、
兜
率
 

田
丸
 
徳
善
 
 
 
 
 

 
 

二
九
 

(345) 

宗
教
彰
 能
伏
珊
 
に
つ
い
て
 

 
 

す
べ
て
 経
 

 
 

V
 
帝
こ
ま
 

、
 一
 

 
 

邪
知
也
」
 

 
 

も
の
が
、
 

 
 

。
こ
れ
や
 

 
 

ね
 、
 
一
 

 
 

の
 浄
土
 和
 

 
 

こ
と
の
 信
 

 
 

が
あ
る
 

 
 

え
 に
わ
れ
 

 
 

の
如
理
 

 
 

と
し
な
く
 

 
 

ヤ
ょ
、
あ
 

 
 

な
浬
磐
下
 

 
 

来
も
完
全
 

 
 

願
中
 と
同
 

 
 

0
 本
意
 の
 

把
握
に
も
と
づ
 け
 て
な
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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史
学
者
」
 

 
 

レ
 l
 ウ
 

 
 

ぽ
 0
 ～
 
0
 幅
せ
 
）
 

 
 

み
を
 行
 

 
 

に
 先
立
つ
 

 
 

聖
な
る
 

 
 

知
の
ヒ
ヱ
 

 
 

ば
、
 彼
は
 

 
 

と
の
 総
 ム
口
 

 
 

的
 観
念
の
 

 
 

家
学
と
宗
 

 
 

ヘ
ッ
タ
ツ
 

 
 

を
め
ぐ
る
 

 
 

で
浮
び
上
 

 
 

で
は
、
 そ
 

 
 

ァ
の
 立
場
 

に
 対
す
る
解
釈
に
も
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 

そ
の
 植
 

 
 

り
 、
も
と
 

 
 

。
し
か
も
、
 

 
 

る
も
の
で
 

 
 

生
物
器
官
 

 
 

至
り
、
 そ
 

 
 

化
 論
の
 出
  
 

問
題
に
新
 

 
 
 
 

 
 

初
期
の
研
 

 
 

か
ら
複
雑
の
 

 
 

は
い
わ
ば
㏄
 

 
 

な
る
本
質
 

 
 

か
ら
複
雑
 

へ
の
系
列
を
発
達
の
結
果
と
み
な
し
て
、
そ
の
事
実
の
立
証
、
 

そ
の
メ
カ
 

 
 

味
 で
は
、
 

 
 

よ
う
 0
 こ
 

 
 

堂
，
 
w
 
ン
、
ニ
 
二
口
 

 
 

世
界
史
の
 

 
 

、
宗
教
学
 

と
の
関
係
に
目
を
向
け
よ
う
。
 

 
 

0
 例
は
 、
 

 
 

本
質
論
」
 

 
 

そ
の
 法
 

 
 

た
 発
展
が
 

 
 

学
が
、
そ
 

 
 

と
し
た
こ
 

 
 

場
 ム
ロ
も
 
そ
 

 
 

レ
ー
ク
）
 

 
 

れ
た
が
、
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
 

 
 

る
 ）
。
 し
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題
 点
を
整
理
し
て
お
ぎ
た
 

 
 

 
 

良
心
の
自
由
の
一
種
で
あ
 

 
 

 
 

物
論
の
立
場
か
ら
ど
ん
な
 

 
 

と
 言
 う
 0
  

 

の
も
の
と
 

 
 

エ
ロ
フ
 ァ
  

 

の
 自
由
が
 

 
 

 
 

教
団
形
成
だ
け
で
な
く
 布
 

 
 

 
 

が
 要
請
さ
れ
る
。
 

 
 

（
可
能
な
 

 
 

存
立
し
 

 
 

 
 

が
 形
成
さ
れ
て
、
宗
教
の
 

 
 

て
は
改
め
て
取
扱
 う
 こ
と
に
す
る
。
 

信
教
の
自
由
の
史
的
条
件
の
現
段
階
  

 

 
 

 
 

の
な
か
で
自
分
た
ち
の
信
仰
の
自
由
を
守
る
 
斗
 

 
 

れ
ど
も
、
そ
の
半
面
、
資
本
 

抵
抗
や
反
乱
が
生
じ
、
 
そ
 

ぃ
が
 発
展
す
る
。
 

 
 

自
由
の
 

桂
木
秋
夫
  

 

宝
主
義
を
 

 
 

 
 

は
 認
め
ら
れ
て
も
実
質
 

 
 

そ
れ
は
、
  

 

段
階
に
入
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

世
界
人
類
 

 
 

ヘ
ル
で
 

 
 

 
 

使
命
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
 

ハ
 

 
 

 
 

0
 打
破
な
ど
巨
大
な
前
進
は
 

し
 つ
っ
あ
る
。
 

 
 

し
つ
つ
 基
 
 
 
 
 

 
 

 
 

定
の
制
約
は
不
可
避
だ
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宝
主
義
が
提
起
さ
れ
て
 
ぃ
 

 
 

 
 

様
の
政
策
を
提
示
し
て
 
ぃ
 

5
 

 
 

か
で
、
 

布
る
 
。
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 

い
る
。
 漏
 

 
 

と
も
ど
も
 

 
 

国
 に
お
 け
 

 
 

の
 政
教
関
 

 
 

か
ら
も
、
 

す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

戦
列
の
 

 
 

生
れ
 、
信
 

 
 

ぬ
 0
 目
的
 

 
 

社
会
主
義
 

 
 

と
し
て
 成
 

 
 

が
っ
て
 い
 

 
 

脱
 宗
教
化
 

 
 

 
 

的
な
か
た
 

ら
 づ
 け
と
 

 
 

」
れ
ら
は
、
 

 
 

な
る
。
 

 
 

 
 

と
 、
そ
の
 

義
者
と
 

 
 

を
 確
約
し
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柳
田
の
生
 

第
二
部
会
 

 
 

て
 柳
田
の
 

 
 

評
す
る
と
 

宗
教
の
伝
承
 

 
 

用
 さ
れ
、
 

 
 

め
る
思
想
 

｜
 柳
田
ブ
ー
ム
を
ふ
り
か
え
る
 

 
 

の
 立
場
は
 

一
存
 

林
 

 
 

「
天
才
的
 

 
 

 
 

俗
学
者
に
よ
っ
て
 
し
 。
 
は
 

 
 

 
 

天
才
を
前
提
と
し
な
い
も
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
る
。
柳
田
鶴
 

 
 

 
 

ち
 、
柳
田
と
い
う
歴
史
に
 

 
 

 
 

と
い
う
巨
大
な
変
化
を
見
 
 
 

 
 

を
 持
た
な
い
常
民
の
生
活
 
 
 

 
 

歴
史
観
は
直
接
に
っ
 
な
 が
 

 
 

 
 

り
 投
映
さ
れ
る
。
成
立
 
宗
 

 
 

 
 

は
空
白
に
置
か
れ
た
ま
ま
 

 
 

 
 

は
 拡
大
を
続
け
た
。
矛
盾
 

 
 

 
 

す
も
の
で
あ
っ
た
。
 

 
 

信
仰
要
素
 

 
 

え
る
こ
 

 
 

 
 

日
本
の
宗
教
史
の
全
体
像
 

に
 膨
張
・
拡
散
す
る
弱
点
を
も
っ
 

 
 

、
対
象
・
の
 

 
 

 
 

よ
っ
て
研
究
を
公
表
す
㏄
 

 
 

 
 

の
時
代
 V
 は
宗
教
理
論
の
 

 
 
 
 

 
 

 
 

共
通
に
了
解
さ
れ
る
理
論
 



 
 

 
 

 
 

価
す
る
見
方
で
 

 
 

見
方
を
さ
 

 
 

れ
が
八
宗
 

 
 

も
 、
個
人
 

の
 研
究
領
域
を
い
く
ら
 押
 

し
 進
め
て
も
宗
教
史
の
全
 

体
 像
に
は
 迫
 さ
る
こ
と
は
 

で
き
な
い
。
ど
の
領
域
に
観
）
 
男
 

ね
ら
い
を
つ
け
た
ら
 よ
い
 

国
 
 
 

か
を
定
め
に
く
く
な
っ
た
 

わ
 げ
で
あ
る
。
も
う
一
つ
㊦
 
｜
 

の
 新
し
い
事
態
は
宗
教
規
 

 
 

象
の
八
実
感
Ⅴ
が
強
調
さ
 

観
 

 
 

い
が
深
ま
り
、
そ
の
脆
弱
 

 
 

教
 

的
 態
度
を
 う
 ち
捨
て
る
こ
 

十
一
下
 

 
 

と
で
宗
教
現
象
が
全
体
と
 

し
て
蘇
る
こ
と
を
希
求
す
 

が
 不
分
明
に
な
ら
ざ
る
を
 

る
が
、
信
州
者
と
の
境
界
 

修   験 
師 で福 一低せ民求そ 、 陰お 道 咀 

  
陰 式 

け @   首 咀 

  

に陽 よ師て って 両道 陽   余 くあ で 者ど 、 こ 同官 令制 
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でて さ Ⅰ 場 え 
き 、 れ 経を宗 な   
者数 え的の 項議 、 し完 そ な 
ら 復関思 れさ 
れ 令孫 想 の ら   
やめ民 庶展 
八る 俗を さ   
の あ 立紙 め 
宗 る京 ぐに 
教 。 教 こ 

ま、 十 

学そ を 3 / 基が八 と   
  
と よ 対 天の 
が つ 直方立 
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53             

    

    
  



第二部会 

 
 

を
 中
核
と
 

 
 

 
 

 
 

能
 
で
あ
 

古
代
日
本
人
と
「
自
然
」
の
問
題
 

 
 

る
 。
 

 
 
 
 

 
 

す
る
㏄
 

大
西
 

昇
 

 
 

性
を
持
っ
 

 
 

 
 

日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
こ
 

 
 

 
 

す
る
。
 

 
 

祖
 と
表
 

こ
っ
て
来
る
。
 

 
 

 
 

に
 開
け
て
、
 二
霊
群
品
 

 
 

 
 

キ
 ・
イ
ザ
ナ
ミ
二
神
を
指
 
 
 

 
 

物
 と
解
さ
れ
て
い
る
。
 
こ
 

 
 

 
 

 
 

親
を
意
味
し
て
お
り
、
 
具
 
 
 

 
 

。
氏
族
の
祖
神
と
し
て
 

 
 

は
な
く
・
 

宜
 的
に
 、
 従
 う
 こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 

 
 

心
情
が
含
ま
れ
て
お
 

 
 

 
 

 
 

い
る
・
と
解
釈
し
得
る
一
 

 
 

 
 

て
い
る
根
源
的
存
在
、
 
そ
 

 
 

 
 

 
 

の
神
、
野
の
神
と
言
わ
れ
 

 
 

 
 

ク
ソ
 チ
 、
 草
の
祖
ノ
ッ
チ
 

 
 

 
 

い
る
。
一
方
で
は
水
や
 草
 

 
 

 
 

な
が
ら
、
  

 

こ
と
は
・
 

 
 

 
 

ヒ
ト
 と
草
木
が
同
じ
水
準
 

 
 

な
 Ⅱ
 
リ
し
 は
に
四
店
 
耳
 
か
れ
て
Ⅱ
 リ
 る
と
舌
口
 
え
よ
う
 。
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理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
 

 
 

る
 時
代
の
る
。
 

 
 

カ
プ
，
 

O
 
 
て
 

 
 

神
名
と
人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
 く
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
  

 

 
 

 
 

罪
と
 罪
を
除
去
す
る
文
化
と
祈
り
の
構
造
平
野
孝
 

 
 

象
 と
自
然
な
す
か
。
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
位
置
を
占
め
る
も
の
と
す
る
と
、
儀
礼
・
修
行
 

一
定
の
社
会
的
条
件
反
応
を
起
し
 

3
6
 

文
化
 

自
然
事
象
・
シ
ン
ボ
ル
 

行
動
若
と
単
一
 
被
 行
動
者
 

界
 に
あ
る
。
ま
た
当
為
で
 

そ
れ
と
も
特
異
な
類
型
を
 

。
 両
 界
の
交
わ
る
核
心
的
 

者
 自
身
の
意
志
に
基
き
、
 

）
の
人
間
関
係
を
、
 n
I
 

）
で
あ
り
う
る
。
こ
の
 
二
 

O
T
.
,
A
 
 

㈲
 O
;
 丁
 A
 

に
 ち
 、
ど
の
よ
う
な
構
造
 

T
.
 
｜
 は
行
動
対
象
の
意
 

・
御
大
・
タ
ブ
ー
な
ど
を
 

 
 三

七
回
大
会
発
表
）
。
 

い
 時
は
省
 

 
 

0
 八
八
 
類
 

 
 

見
 」
ヴ
ん
 

"
0
 
。
 

55 (353) 



 
 

れ
も
 対
 

 
 

い
る
関
係
 

 
 

 
 

）
を
営
ん
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
 
但
 

 
 

 
 

れ
る
。
Ⅱ
 

 
 

や
 小
説
の
 

 
 

九
 住
民
の
 

 
 

仇
討
・
 
首
 

 
 

Ⅰ
 "
 
ノ
 

㈲
 企
 
@
 
曲
 @ 
小
 
｜
，
 ）
 
 
 

々
 ぜ
 "
 
2
 
0
 

小
 ，
 
ノ
一
，
 

小
 
ノ
案
 

@
 
A
 
・
 
@
 
Ⅰ
 

 
 

の
仲
 

 
 

四
四
、
五
 

 
 

え
 た
。
 

 
 

関
係
、
㈲
㈹
は
 

一
 

 
 

 
 

 
 

 
 

諜
者
・
血
盟
集
団
な
ど
。
 

 
 
 
 

 
 

ま
れ
る
 

 
 

う
る
か
。
 

の
 

 
 
 
  
 

そ
れ
と
も
発
見
し
え
な
い
か
が
問
題
の
焦
点
と
な
る
。
 

 
 

 
 

ね
だ
り
 行
 

 
 為
 」
が
こ
れ
に
 当
る
 。
 

 
 

お
だ
て
 行
 

為
 」
。
 

 
 

6
 行
動
 類
 

型
 。
「
饗
応
行
為
」
。
 

 
 

為
 を
す
る
 

行
動
類
型
。
「
お
ど
し
行
為
」
。
 

 
 

者
の
行
動
 

 
 

 
 

 
 

行
動
 類
 

型
 。
「
内
意
尊
重
行
為
」
。
 

 
 

 
 

制
 の
 話
類
 

型
 。
「
御
機
嫌
と
り
行
為
」
。
 

 
 

敬
 ま
い
 行
 

為
 」
。
 

 
 

よ
り
、
 
祈
 

願
 対
象
者
の
同
情
を
求
め
る
型
。
「
泣
き
落
し
行
為
」
。
 

 
 

の
 絶
対
的
 

 
 

㈲
謝
罪
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し
て
 辛
 -
-
,
 

㈲
打
開
 け
 行
為
」
。
 

 
 

 
 

。
こ
の
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
 

 
 

繋
 が
っ
 ま
 

辞
 ・
挨
拶
交
換
行
為
」
。
 

 
 

 
 

大
の
行
事
と
も
い
 
う
べ
 

 
 

 
 

中
で
悠
紀
殿
・
主
基
殿
 の
 

 
 

 
 

神
々
と
の
共
食
を
そ
の
 
ピ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
り
・
 践
昨
 
・
即
位
に
つ
 

て
 形
式
化
し
、
事
実
上
は
 

 
 

 
 

の
 秘
奥
に
か
く
さ
れ
た
 
秘
 

 
 

 
 

来
 、
口
伝
に
よ
っ
て
承
継
 

 
 

こ
と
 白
 

さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

陽
道
の
 

 
 

象
の
理
念
 

 
 

 
 

性
の
天
皇
即
位
の
際
の
天
 

 
 

て
 天
公
開
 
 
 

こ
と
は
、
  
 

ま
り
・
 名
 

芸
術
至
上
主
義
と
同
一
の
心
理
構
造
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

祭
の
秘
儀
 

 
 

影
を
没
し
 

土
御
門
 衆
 秘
儀
と
改
元
の
神
事
 

 
 

れ
て
 h
o
 
好
 

 
 

部
は
 上
側
 

岩
佐
貫
 三
 

 
 

道
師
儀
礼
 

 
 

 
 

。
こ
の
祭
事
の
名
は
既
 

 
 

 
 

れ
が
徳
川
 期
 に
入
る
や
歴
の
 
 
 

 
 

 
 

皇
 に
い
た
る
十
二
代
）
の
㏄
 

 
 

 
 

秘
儀
と
な
っ
た
。
今
上
帝
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天
曹
 地
府
 

 
 

終
 の
十
脚
 

 
 

し
て
 残
倖
 

 
 

蔵
さ
れ
る
 

 
 

関
す
る
 天
 

 
 

二
十
一
 

 
 

よ
り
 家
定
 

 
 

都
状
を
基
 

 
 

て
 茜
染
紙
 

 
 

道
 独
自
の
 

 
 

容
 の
も
っ
 

 
 

門
 、
桜
 

 
 

代
の
天
子
 

 
 

儀
に
 明
白
 

 
 

都
状
を
捧
 

 
 

幣
 、
銀
幣
 

 
 

、
人
型
と
 

 
 

斗
 、
六
道
 

 
 

は
 否
定
す
 

べ
く
も
な
い
。
 

鈴
木
正
宗
 

 
 

来
か
ら
 

 
 

朝
 と
深
い
 

 
 

き
た
大
高
 

 
 

｜
 と
い
う
 

 
 

こ
れ
に
 関
 

 
 

錯
綜
し
た
 

 
 

分
析
す
る
 

試
み
の
一
端
で
あ
る
。
 

 
 

の
 一
一
種
 

 
 

は
 ア
マ
、
 、
、
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

ぬ
め
 民
間
 

 
 

海
上
遥
か
 

 
 

ハ
 タ
ス
 と
 

 
 

源
 神
話
 

 
 

此
な
聖
な
 

 
 

、
穀
物
 起
 

 
 

の
方
向
を
 

大
高
島
の
神
話
と
儀
礼
 

(356) 58 
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が
あ
る
 

 
 

へ
と
移
動
 

 
 

 
 

る
 儀
礼
が
重
視
さ
れ
て
い
 

 
 

 
 

、
テ
ィ
ー
ダ
ー
ガ
ー
ミ
 
｜
 

 
 

 
 

性
別
に
 よ
 る
分
業
が
成
立
 

 
 

 
 

ず
さ
わ
っ
て
い
る
が
、
 
儀
 

る
 。
 

 
 

り
し
き
っ
 

 
 

｜
プ
 
に
て
い
る
。
 

 
 

Ⅰ
 カ
 

分
け
て
み
た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

 
 

系
か
ら
 逸
 

㈲
ユ
ニ
ー
の
神
へ
の
儀
礼
 

 
 

十
二
年
ご
 

一
一
月
二
 
ニ
ャ
 ウ
フ
ァ
シ
 ス
ウ
ガ
ソ
ダ
テ
 
（
願
主
）
 

 
 

と
 対
を
な
 

四
月
二
レ
ー
カ
ン
シ
ャ
ナ
シ
ー
（
農
耕
終
了
時
）
 

 
 

で
あ
る
。
 

九
月
二
レ
ー
カ
ン
ジ
ャ
ナ
シ
ー
（
農
耕
開
始
時
）
 

 
 

し
 合
体
に
 

十
二
月
 

ウ
ブ
ク
イ
 
（
 願
解
 ）
 

 
 

神
女
 加
 

㈲
太
陽
と
月
へ
の
儀
礼
 

八
月
 
テ
 ：
 ｜
ダ
 ー
ガ
ー
ミ
 ｜
 

 
 

何
段
階
 

 
 

れ
に
 伴
な
 

㈲
農
耕
儀
礼
 

 
 

げ
ら
れ
 

一
月
シ
ョ
ウ
 ジ
 ウ
マ
チ
ー
（
 麦
 ・
 男
 ）
 

る
 。
 

三
月
ウ
マ
チ
ー
（
 麦
 ・
 女
 ）
 

五
月
シ
ョ
ウ
 ジ
 ウ
マ
チ
ー
（
 莱
 ・
 男
 ）
 

士
 八
月
ウ
マ
チ
ー
（
 粟
 ・
 女
 ）
 

ぬ
想
的
 文
学
の
宗
教
性
 

 
 

八
月
 
ゥ
マ
チ
 ー
（
す
べ
て
・
 男
 と
女
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 

㈲
 漁
拶
 儀
礼
 

中
村
恭
子
 

セ
月
ウ
プ
マ
 ー
 ミ
キ
 
（
大
漁
祈
願
）
 

 
 
 
 

 
 

い
 わ
 ゆ
 

十
月
マ
ー
 ミ
キ
グ
 
"
 ｜
 
（
大
漁
感
謝
）
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F
 黄
金
時
 

 
 

日
 、
そ
の
 

 
 

ら
 ソ
フ
ト
 

 
 

は
人
間
学
 

的
 、
宗
教
的
、
幻
想
的
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

C
 
.
S
 

 
 

げ
 、
幻
想
 

 
 

の
 作
中
世
 

 
 

あ
る
と
 

 
 

と
し
て
 児
 

 
 

１
ム
の
中
 

 
 

に
 送
り
、
 

 
 

の
略
で
あ
 

 
 

よ
り
五
六
 

 
 

大
河
フ
ァ
 

 
 

九
八
 ｜
一
 

 
 

文
学
教
授
 

 
 

金
蔵
で
回
 

 
 

八
 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

文
学
形
体
 

 
 

物
語
を
自
 

 
 

0
 年
代
読
 

を
 構
成
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

ア
 国
の
 

6
0
 

 
 

喰
い
違
 う
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

想
 が
初
め
⑧
 

。
最
初
に
 

ぬ
 へ
い
の
の
 

0
 ）
 

が
 鮮
明
に
 

シ
が
 先
に
 

た
ど
る
と
 

り
 、
感
銘
 

 
 
 
 

 
 

動
物
た
ち
 

 
 

り
 、
ア
ス
 

 
 

」
こ
で
 著
 

 
 

イ
メ
ー
ジ
 

 
 

刊
行
さ
れ
 

 
 

テ
ー
マ
に
 

 
 

か
れ
た
 第
 

 
 

に
 依
存
す
 

 
 

の
国
に
対
 

 
 

あ
る
と
す
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

し
て
で
は
 

 
 

さ
れ
た
も
 

 
 

 
 

 
 

や
 モ
ノ
 



 
 

し
 、
著
者
 

 
 

鞭
刑
で
あ
 

 
 

ン
タ
ジ
ー
 

 
 

惨
み
 出
て
 

 
 

ソ
タ
 

 
 

り
を
与
え
 

 
 
 
 

和
訳
本
瀬
田
真
二
 課
 

岩
波
書
店
一
九
六
六
 

 
 
 
 
 
 

Ⅱ
い
お
の
 コ
ら
さ
 
舛
田
 
驚
さ
ぉ
 
。
 
b
 
 
レ
ン
㏄
や
か
。
 

S
.
 
 

民
 
0
 り
 切
 

「
魔
術
師
の
・
お
い
」
 

久
安
ぬ
ま
。
 タ 
～
か
ぬ
 薫
 ～
～
。
 

か
 ：
 隠
 ～
 
か
 。
 ミ
ぶ
 「
も
：
 驚
 、
 H
 の
の
。
 
(
1
)
 

「
ラ
イ
オ
ン
と
魔
女
 ヒ
 

 
 
 
 
 
 

ふ
 

～
」
 
ギ
ぬ
主
 。
 コ
 n
 
n
S
 
隠
江
 音
 
㏄
。
 鮭
 
い
 0
 印
か
 

「
 馬
 と
少
年
ヒ
 

 
 
 
 
 
 

屯
 

㍉
 こ
さ
 心
の
 Q
w
 

や
～
 

Q
x
.
 
 

ト
の
 
Ⅰ
 ぃ
 

「
カ
ス
ピ
ア
ン
王
子
の
つ
の
 ぶ
え
ヒ
 

臥
れ
が
の
 
ぷ
 Q
 ㎏
 さ
咬
 n
 
Q
 
Ⅰ
 れ
か
 
㏄
 目
 り
さ
い
 

乞
お
 
～
」
無
口
 
隠
 ㏄
「
 
，
レ
 の
の
㎏
 

 
 

「
 朝
 び
ら
 き
 丸
東
の
海
へ
」
 

 
 
 
 
 
 

c
o
 
 わ
 が
の
め
 む
 心
ぬ
「
の
 か
 Ⅰ
 や
、
ド
 0
%
 
㏄
 

「
銀
の
 
い
 す
」
 

 
  
 

絵
 
%
 
 
安
ぬ
い
き
㏄
 爵
 
・
 P
o
 

銅
の
 

 
 

「
さ
い
ご
の
戦
い
 L
 

一
 

（
刊
 @
 
順
 ）
 

第
 

（
年
代
順
）
 

 
 

あ
る
 

 
 

%
 ）
。
 
そ
 

 
 

れ
 変
り
・
 

 
 

例
 （
 中
巧
 ・
 

 
 

夢
 が
二
例
 

 
 

れ
る
 夢
 

 
 

（
 
中
 M
 ）
 
、
 

 
 

公
ト
お
 
）
 

と
な
る
。
 

 
 

 
 

「
日
本
霊
異
記
 L
 
の
夢
に
つ
い
て
 

中
村
生
 雄
 

 
 

え
ら
れ
 

た
か
 
{
 う
 じ
 

 
 

の
 高
倉
 下
 

 
 

れ
を
「
 祭
 

 
 

ま
た
「
 沐
 

 
 

る
 
（
「
古
代
 

 
 

の
 意
を
問
 

 
 

ケ
ヒ
 等
と
 

 
 

し
て
い
 

た
 

61 (359) 



 
 

真
人
店
主
 

 
 

見
、
そ
の
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

は
 、
仮
死
 

 
 

庄
七
 
明
 の
 義
目
 

 
 

る
 話
が
数
 

 
 

下
乃
 ・
 
下
 

 
 

呂
 の
 著
 

 
 

歴
薄
 
（
 
中
 

 
 

さ
な
い
 期
 

 
 

に
さ
れ
 地
 

 
 

、
彼
女
の
 

 
 

が
 、
そ
れ
 

 
 

げ
で
、
 構
 

 
 

、
と
も
に
 

 
 

。
し
た
が
 

 
 

必
須
の
要
 

 
 

る
も
の
で
 

 
 

後
半
に
展
 

 
 

ら
に
ほ
か
 

 
 

状
態
に
置
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

交
渉
を
 

 
 

そ
れ
ゆ
え
  
 

 
 

蘇
生
説
話
の
一
変
種
だ
と
想
定
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
 

 
 

畜
生
 界
 

⑪
 

 
 

 
 

 
 

信
 経
路
を
 

 
 

現
世
に
向
 

 
 

が
ひ
と
し
 

 
 

対
照
的
で
 

 
 

厄
 予
告
の
 

 
 

世
界
と
 冥
 

 
 

・
 中
 7
 
.
 

 
 

た
り
と
も
 

 
 

が
 伝
え
る
 

 
 

ふ
め
 
つ
ザ
、
は
 

 
 

と
に
も
な
 

る
は
ず
で
あ
る
。
 

 
 

他
界
 通
 

 
 

的
 V
 傾
向
 

 
 

受
動
的
な
 

 
 

い
ろ
。
 そ
 

 
 

専
制
 期
と
、
 

 
 

沓
手
・
 石
 

 
 

し
て
い
る
 

こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
 



第二部会 

進
 

島
薗
 

 
 

ズ
ム
 克
 

 
 

た
っ
て
き
 

 
 

察
 は
な
さ
 

 
 

て
 恰
好
の
 

 
 

統
合
の
可
 

能
 陸
を
探
り
た
い
。
 

 
 

柄
 方
位
 

 
 

の
折
 、
神
 

 
 

理
的
 近
代
 

 
 

に
ょ
 れ
ば
、
 

 
 

定
し
 排
除
 

 
 

い
う
こ
と
 

に
な
ろ
 う
 。
 

 
 

し
た
 見
 

 
 

は
 当
時
の
 

 
 

で
は
な
い
。
 

 
 

は
ほ
と
ん
 

 
 

ム
的
な
 宗
 

 
 

を
 深
く
 敬
 

新
宗
教
の
発
生
と
ア
ニ
ミ
ズ
ム
 

宗
教
と
民
俗
Ⅳ
 

 
 

っ
て
い
た
 

 
 

的
 体
験
を
 、
 

 
 

た
 過
程
と
 

 
 

の
 活
性
化
 

 
 

 
 
 
 

ね
 え
た
の
 

ズ
ム
 に
 導
 

れ
る
の
だ
 

 
 

桂
を
 、
ァ
 

 
 

し
い
 め
 
本
名
私
 

 
 

対
す
る
 信
 

 
 

5
 点
で
は
 

 
 

い
て
い
る
 

 
 

い
で
い
る
。
 

 
 

も
た
ら
さ
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

ム
 克
服
 

 
 

ニ
ミ
Ⅱ
 
ズ
ム
 

 
 

世
界
像
の
 

 
 

ア
ニ
 ミ
ズ
 

 
 

び
つ
い
て
 

 
 

%
 宗
教
の
り
 
 
 
 
 

発
生
に
つ
い
て
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

会
 に
社
 

 
 

 
 

る
か
を
 三
 

6
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眉 Ⅱ 

日日Ⅰ 

卒中 

- 一 口 一 一 正時 @ 

  
たのとか 押ょ こな 中 
話 う ら古 
をなが 代 

創創 唱唱う こか ら 實 
ネ中ラ夫 しの 

 
 

ズ
ム
活
性
 

 
 

流
行
神
 や
 

 
 

ム
 活
性
化
 

 
 

門
の
日
柄
 

 
 

ス
ム
 活
性
 
 
 

 
 

さ
ら
に
 C
l
 

 
 

 
 

 
 

化
が
先
行
 

 
 

 
 

て
 、
外
来
 

 
 

 
 

る
よ
う
な
 

 
 

む
 幕
末
以
 

 
 

後
の
類
型
 

 
 

ら
 、
宗
教
 

 
 

が
 好
条
件
 

 
 

成
し
て
い
 

た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

誰
か
が
 語
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 始
ま
り
 
 
 

 
 

伝
 に
は
、
㏄
 

 
 

の
 常
に
 

 
 

る
 。
人
間
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

念
 に
よ
っ
 

 
 

そ
し
て
、
 

そ
の
神
話
を
 
"
 神
の
舌
口
業
 
"
 と
し
て
解
釈
す
る
。
」
と
あ
る
。
 

 
 

、
創
唱
 

 
 

機
が
熟
す
 

 
 

て
 語
り
出
 

 
 

在
の
深
み
 

を
 尋
ね
、
宇
宙
と
人
間
に
関
す
る
理
解
に
達
し
て
い
る
。
 

 
 

方
 の
 正
 

 
 

認
は
確
信
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

神
話
 A
 

ま
ず
創
唱
者
 A
 に
つ
い
て
の
事
項
 

先
祖
の
地
福
井
県
大
聖
寺
 

 
 

進
出
 

女
 姉
妹
の
長
女
、
婿
養
子
縁
組
の
失
敗
か
ら
 A を
私
生
子
と
 

母
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す
る
。
 

生
年
月
日
 

A
 
（
女
性
）
は
、
明
治
四
十
年
十
二
月
六
日
、
 

生
地
神
戸
で
生
ま
れ
た
。
 

略
歴
 

 
 

齢
前
ま
 

 
 

余
情
勢
の
 

 
 

心
痛
し
 

 
 

大
 で
き
た
 

 
 

で
ひ
と
り
 

暮
し
、
事
情
あ
っ
て
か
商
売
替
が
多
か
っ
 

 
 

伸
一
 
p
 に
 

 
 

Ⅰ
 
Ⅴ
 ヰ
ハ
 

@
 
Ⅰ
。
 

神
話
 A
 の
ポ
イ
ン
ト
 

 
 

つ
ム
 
に
 

 
 

っ
た
 A
 が
 

 
 

心
 に
通
い
 

始
め
・
信
仰
へ
の
 急
 傾
斜
で
あ
っ
た
。
 

神
話
 A
 の
主
役
の
神
々
 

口
切
り
応
神
天
皇
、
八
幡
大
菩
薩
 

叱
 
仰
せ
 

呉
仙
侠
天
昭
 川
上
人
 

ぬ
 Ⅱ
（
 
ぬ
 排
土
日
笠
 

口
 
%
 
一
 ）
 

主
 ム
ロ
 
後
 
出
雲
大
神
（
大
国
主
命
）
 

主
神
宇
宙
自
然
の
神
 ｜
 大
国
主
命
 

表
役
 

皇
室
先
祖
 ｜
 皇
室
八
代
代
表
明
治
 

裏
 後
出
雲
先
祖
 ｜ 出
雲
 セ
 代
代
表
大
国
主
 

 
 

 
 

教
祖
と
そ
の
 
口
臼
ず
曲
 0
 コ
 
0
 
現
象
学
的
意
味
 

荒
木
美
智
雄
 

 
 

取
次
 

 
 

と
い
う
古
本
 

教
 現
象
が
共
有
す
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

65 (363) 

備考仏教 

1859  祝 
f  言 司 

心 

経 
同 格   

1892  仏 

? 教 

も 

含 

む   
1948. 一 
? 部 
1968  経 

  

実 
現 

粗 玉   
祖 皇 

老 士 

（中 先 ネ 

功 

白玉 

祖 ㊤   
先 皇 

祖 室 

代 先 

々 祖 

家
来
復
勇
士
の
面
々
 

1
 代
表
楠
木
正
成
 

脇
役
古
 い
 
神
々
や
仏
菩
薩
 

脇
絵
 
去
 代
表
猿
田
彦
 

命
 

叔
父
上
代
表
須
佐
野
 

男
命
 
（
釈
尊
）
 

金
光
・
大
本
神
話
と
神
話
 

A
 
比
較
表
 

金
光
神
話
一
大
本
神
話
神
話
  
 

  

 
 



 
 

そ
の
他
 

 
 

る
 。
し
か
 

 
 

ぇ
 な
い
。
 

 
 

な
人
格
を
 

 
 

し
 、
人
間
 

 
 

か
ら
す
れ
 

 
 

 
 
 
 

組
を
支
え
 

よ
り
 ト
｜
 

と
が
 要
 

 
 

ハ
も
ヴ
ァ
 

 
 

拘
 わ
ら
 

 
 

位
置
づ
 け
 

 
 

れ
わ
れ
 

 
 

 
 

人
類
の
宗
 

 
 

教
 現
象
と
 

の
 公
平
な
比
較
研
究
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
 

う
 。
 

 
 

教
 的
実
 

 
 

新
し
い
 意
 

 
 

は
 、
金
光
 

 
 

、
 彼
ら
の
 

 
 

覚
え
」
 そ
 

 
 

流
 に
よ
る
、
 

 
 

示
教
体
験
 

 
 

光
 大
神
賀
  
 

と
で
あ
る
 0
6
  
 

 
 

、
金
神
 

 
 

シ
ャ
ル
 た
 

の
 

 
 

 
 

か
 な
神
で
㏄
 

 
 

自
分
の
 カ
 

 
 

と
が
あ
る
。
 

 
 

象
徴
的
 

 
 

み
留
 っ
て
 

 
 

カ
ル
ト
の
 

 
 

祖
は
社
会
 

 
 

代
り
」
で
 

 
 

e
r
 
Ⅱ
 ヴ
 0
 の
 せ
 

 
 

の
 す
 。
申
せ
）
 

 
 

祖
の
存
在
 

 
 

あ
る
。
 し
 

 
 

一
大
矛
盾
 

で
あ
り
、
人
間
の
破
壊
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

先
立
っ
 

 
 

剖
別
壮
坦
で
十
め
 

 
 

問
題
を
把
 

 
 

ネ
 
L
 、
甘
口
薬
 

 
 

宗
教
が
 既
 

成
 化
す
る
時
に
は
抽
象
的
普
遍
と
な
る
。
 

 
 

文
明
社
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浅
原
寸
 市
 
（
一
八
五
 01
 
一
九
 

も
の
で
は
、
約
五
千
首
余
の
詩
を
 

本
に
所
収
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
 

拙
論
参
照
）
。
オ
面
研
究
は
今
後
の
 

ら
 考
察
が
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
 

先
す
 、
真
仮
の
け
じ
め
自
他
力
 

「
聞
く
人
は
他
力
自
力
の
み
す
ぎ
 

き
の
前
な
り
」
「
蓮
如
 様
 と
は
な
 

が
す
る
」
「
御
恩
 う
 れ
し
や
信
行
 

な
む
も
 

闇
の
闇
、
御
恩
 う
 れ
し
や
南
無
阿
 

え
て
も
他
力
な
い
人
 
文
 迷
 う
 」
「
 

わ
が
身
の
損
 ょ
 。
な
か
を
好
 う
し
 

え
が
知
れ
る
」
「
お
な
じ
迷
い
 
迷
 

お
る
と
、
法
が
迷
い
に
お
る
と
の
 

三
 二
）
は
、
今
日
見
る
こ
と
の
出
来
る
 

残
し
た
（
鈴
木
大
拙
 
編
と
楠
恭
編
 の
 二
 

て
は
「
宗
教
研
究
口
笛
 
巳
巻
 第
 3
 輯
の
 

真
宗
研
究
の
た
め
に
、
種
々
の
角
度
か
 

と
 思
 う
 。
 

の
け
じ
め
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
 
う
 。
 

ね
 た
て
て
聞
け
ば
、
聞
け
ば
六
字
の
声
 

市
座
が
な
い
な
ら
ば
、
わ
し
の
後
生
は
 

ふ
 だ
ぶ
っ
 

弥
陀
仏
」
「
け
さ
 衣
 か
け
て
念
仏
と
な
 

じ
ゆ
 
@
@
 

十
八
願
は
じ
き
の
 法
 、
十
九
二
十
は
じ
 

か
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
な
か
が
違
え
ば
 

て
 御
 綾
 に
あ
え
ば
、
自
力
他
力
の
さ
か
 

い
と
 い
 い
ま
し
て
も
、
迷
 い
が
 迷
い
に
 

ち
が
い
が
し
て
お
り
ま
す
。
自
力
他
力
 

浅
原
寸
 市
 研
究
 

五
十
嵐
大
衆
 

 
 

っ
て
 、
人
 

 
 

を
 批
判
 

 
 

か
ら
の
 人
 

 
 

祖
の
死
で
 

あ
る
。
 

 
 

識
 
（
私
注
 

 
 

ぶ
つ
に
 

 
 

つ
け
る
こ
 

 
 

て
い
た
 真
 

 
 

え
る
。
 

 
 
 
 
 
 

 
 

、
こ
れ
が
 

 
 

用
語
が
 

の
 願
行
 

 
 

阿
弥
陀
 

 
 

る
 」
「
 ま
 

 
 

も
ら
い
ま
 

 
 

あ
み
だ
ぶ
 

 
 

。
 才
市
は
 

 
 

の
さ
か
え
 

 
 

心
 は
わ
し
 

 
 

ぅ
 。
信
の
 

 
 

を
 用
い
て
 

 
 

己
の
領
解
 

 
 

み
る
と
、
 

「
真
俗
二
諦
」
 托
首
 

「
願
行
具
足
」
ェ
百
 

「
機
法
一
体
」
 琳
首
 

「
 名
体
 不
二
」
 毬
首
 

67 (365) 
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「
一
一
種
一
目
（
」
 

5
 首
 

 
 

た
は
「
 お
 
  

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

に
 、
古
兵
衛
の
領
解
と
し
て
、
信
行
商
 座の
 

 
 
 
 
 
 

須
弥
山
の
構
造
に
つ
い
て
 

 
 

話
 が
一
つ
出
て
く
る
。
 

 
 

本
願
 

そ
の
水
平
面
よ
り
の
考
察
 

寺
の
宗
門
を
ゆ
る
が
し
た
信
仰
騒
動
。
 

春
日
井
真
 
英
 

 
 

伝
 砂
や
 蓮
 

 
 

象
徴
的
 

 
 

言
わ
な
 げ
 

（
 
l
 ）
 

れ
ば
な
ら
な
い
か
り
 不
 
し
あ
る
う
 

 
 

教
的
 宇
宙
 

 
 

徴
 解
釈
 と
 

 
 

な
 

 
 

 
 

あ
る
。
す
で
に
須
弥
山
の
 

 
 

 
 

は
 須
弥
山
を
と
り
ま
く
 
諸
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
フ
 群
 

 
 

や
わ
か
り
 

（
 
3
 ）
 

さ
 ん
 ぎ
 

 
 

 
 

致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
 

 
 

 
 

、
断
片
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
 

 
 

 
 

る
 。
こ
こ
で
は
各
貸
料
の
 

 
 

 
 

の
 内
容
に
従
っ
て
 七
 ?
 八
 

 
 

 
 

毎
に
象
徴
の
比
較
、
解
釈
 

 
 

 
 

る
 。
全
体
か
ら
モ
テ
ィ
ー
 

 
 

 
 

占
 が
お
か
れ
て
い
る
 
よ
う
 

 
 

 
 

次
の
機
会
に
譲
る
。
 

第
一
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
 

 
 

れ
が
証
拠
、
 

 
 

１
 
%
 Ⅱ
 く
が
 
 
 

 
 

れ
る
。
 
オ
 



第二部会  
 

ど
の
四
洲
 

 
 

淫
忙
 
（
 
ハ
 
り
江
 
甲
 

 
 

樹
 が
そ
び
 

 
 

と
い
う
い
 

 
 

木
は
各
々
 

 
 

十
 由
旬
 と
 

 
 

樹
が
 須
弥
 

 
 

千
 由
旬
 と
 

 
 

る
と
考
え
 

 
 

今
 で
は
な
 

 
 

た
り
、
 特
 

 
 

ム
 と
し
て
 

 
 

問
題
は
須
 

 
 

る
 。
 

 
 

る
 。
 こ
 

 
 

四
倒
と
は
 

 
 

は
 龍
三
と
 

 
 

ぅ
 。
こ
れ
 

 
 

で
 閻
羅
王
 

 
 

敵
対
す
 

 
 

永
 の
 シ
ソ
 

 
 

ン
ボ
リ
ズ
 

 
 

を
 与
え
て
 

く
れ
る
。
 

  

倉姉   
  鼠ぺ 降人 E-l 巻 ら木るはの三あ もの 三、 で干 るく し 資 は   料木 見逃 寿が 界説 ぞの あろ 三天 こと は度 

す 全を宿 ぅ のが 昼 足   
鮮 降     なにも の仝と る 。 機 

% 超 が ロロ㏄ 

いな合綴 後い 。 掛 金 
問 るみ能の う し で に 

も て     世 題 と大 か 誤記かあ 委 

き 
た社 
民会 地 
間の 
信め 

域 
Ⅲ 口ま 社 令 
も く     

ム 蚕 
様る   と 

つ 
  ュざ 

で化 
著に 

も 

し卸 : 
の 

いい 変 " 
貌我 

信仰 

をが   
  
ニ軒ヌ官用 

69 (367) 



 
 

 
 

 
 

つ
け
て
い
る
。
 

 
 

つ
き
 

 
 

で
は
な
 

 
 

て
一
般
的
 

 
 

象
 と
相
対
 

化
さ
せ
な
が
ら
素
因
を
抽
出
し
た
い
と
考
え
る
。
 

 
 

つ
こ
 
申
ぃ
 

 
 

が
 独
立
 

 
 

付
 し
つ
つ
 

 
 

範
か
ら
は
 

 
 

彼
ら
に
 精
 

 
 

観
 化
で
あ
 

 
 

ば
つ
き
も
 

の
筋
の
再
生
産
へ
と
っ
な
が
る
訳
で
あ
る
。
 

 
 

カ
テ
 。
 
コ
 

 
 

出
す
る
 糸
 

口
を
模
索
し
て
ゆ
き
た
 い
 。
 

㈲
）
 P
 
ヴ
 ①
 
目
ぎ
抽
ヰ
ゴ
 

の
 
0
 Ⅱ
 
せ
 

 
 

て
な
さ
 

 
 

用
の
所
産
 

と
 一
般
に
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

リ
ソ
グ
 

 
 

  

  

   
 

 
 

仰
領
域
 

8
 倍
 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
 

つ
 
き
も
の
に
 
対
 

も
の
 

 
 

 
 

 
 

す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
通
社
会
 

 
 

 
 

的
に
一
定
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

理
由
と
か
 

 
 

を
 付
与
す
 

 
 

オ
 ー
マ
ル
 

 
 

性
 、
永
続
 

性
 を
も
ち
や
す
い
。
 

㈲
基
本
的
逸
脱
 
｜
 
Ⅰ
派
生
的
逸
脱
 

 
 

接
 的
基
 

 
 

よ
っ
て
間
 

接
的
 
派
生
的
に
逸
脱
し
て
ゆ
く
ケ
ー
ス
。
 

 
 

も
つ
よ
 

 
 

グ
 さ
れ
 

る
 。
従
っ
て
ラ
ベ
ル
の
永
続
性
固
定
性
が
更
に
強
ま
る
。
 

(368) 70 



第二部会 

 
 

的
 結
合
 

 
 

」
・
 
ケ
 」
「
 
同
 

 
 

意
味
を
も
 

 
 

が
 発
生
す
 

 
 

な
し
て
い
 

 
 

後
、
 つ
 ぎ
 

 
 

ら
か
の
形
 

 
 

る
 。
 

㈹
社
会
秩
序
の
バ
ラ
ン
ス
維
持
上
の
潜
在
的
機
能
 

 
 

見
解
も
 

 
 

問
題
と
し
 

 
 

も
 適
当
で
 

 
 

そ
れ
は
 目
 

 
 

て
 潜
在
的
 

 
 

者
に
と
っ
 

 
 

対
し
て
 諸
 

 
 

税
 し
、
 自
 

 
 

ニ
ザ
 
ハ
ム
を
 

有
す
る
と
い
え
 
よ
う
 。
 

小
池
良
之
 

 
 

る
 超
能
 

 
 

い
 う
 記
録
 

 
 

っ
て
修
行
 

 
 

し
は
い
た
 

よ
 う
 で
あ
る
。
 

 
 

て
い
 

 
 

に
ュ
 
ぼ
っ
て
 

 
 

の
 内
容
を
 

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

 
 

ま
っ
て
 

 
 

生
け
る
 人
 

 
 

 
 

 
 

神
仙
の
類
 

 
 

に
 
「
い
き
 

 
 

を
 仏
と
同
 

税
 し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
 

 
 

霊
魂
が
 

 
 

、
白
昼
に
 

 
 

さ
し
て
い
 

る
 。
 日

本
の
仙
人
 

71 (369) 



 
 

 
 

い
っ
て
、
仙
人
に
は
な
 

 
 

 
 

八
尺
し
か
飛
べ
ず
子
供
が
竿
を
 

 
 

 
 

」
で
は
あ
き
ら
か
に
仙
人
が
軽
蔑
 

 
 

と
 、
人
間
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

、
 加
王
 
L
 し
 

 
 

れ
た
あ
た
り
に
人
間
く
さ
い
面
を
残
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

島
 に
流
さ
 

 
 

 
 

呼
ば
れ
、
俗
界
に
戻
っ
て
、
病
気
の
原
因
に
な
 

、
俗
界
に
戻
っ
て
世
の
た
な
わ
ち
自
行
の
み
で
、
化
 

6
 人
に
患
い
た
悪
霊
を
 、
 

受
け
て
い
た
。
日
本
の
 

 
 

 
 

め
が
な
い
。
僅
か
に
久
米
 

 
 

 
 

を
 飛
ば
し
て
運
ん
で
見
せ
 
 
 

 
 

の
 出
来
そ
こ
な
い
の
形
 
 
 

 
 

い
る
の
は
、
道
教
が
宗
教
 
 
 

 
 

、
仏
教
と
供
に
伝
え
ら
れ
 

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

に
な
 

 
 

師
 、
 慈
党
 

新
古
今
集
に
み
ら
れ
る
宗
教
意
識
 

 
 

伝
記
の
中
 

 
 

し
 、
仙
人
 

高
木
き
よ
子
 

 
 

フ
 で
、
 第
 

 
 

た
か
わ
か
 

 
 

る
 「
 
信
 

 
 

 
 

察
す
る
。
 

 
 

仙
人
を
尊
 

 
 

い
 て
 そ
 

 
 

 
 

そ
し
て
無
常
意
識
を
解
決
 

(370) 72 



 
 

上
に
立
っ
 

 
 

よ
ル
 

 
 

集
 の
 量
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

院
政
開
始
 

 
 

に
 藤
原
俊
 

 
 

た
 。
 華
註
体
 

 
 

歌
所
 寄
人
 

 
 

族
 の
土
中
 

 
 

省
し
 、
そ
 

 
 

 
 

今
集
か
 

 
 

や
が
て
そ
 

 
 

幕
府
の
成
 

 
 

は
 、
ほ
と
 

 
 

る
 。
そ
の
 

 
 

気
力
で
消
 

 
 

会
の
危
機
 

 
 

え
る
。
 

 
 

。
ま
ず
 

 
 

要
集
 以
来
 

 
 

 
 

 
 

い
っ
た
。
無
常
 

      
73 (371) 



第二部会  
 

 
 

ラ
マ
仏
教
の
赤
（
 

幅
 ）
 派
 

 
 

 
 

信
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ラ
マ
僻
の
数
が
増
え
 

 
 

百
以
上
に
 

 
 

の
 ば
っ
た
 

モ
ン
ゴ
ル
革
命
と
ラ
マ
仏
教
 

 
 

ハ
ト
 
l
 

 
 

西
頭
で
あ
 

中
機
 
教
篤
 
 
 

二
千
五
百
 

 
 

 
 

同
時
に
 
、
廟
 （
僧
院
）
 

 
 

 
 

大
な
耕
作
地
を
所
有
し
、
 

 
 

 
 

な
ど
、
そ
の
収
入
を
著
る
 

 
 

い
る
。
 こ
 

 
 

る
も
の
は
 

 
 

フ
％
仏
教
 

 
 

の
 歴
史
に
 

 
 

 
 

否
定
の
余
地
が
な
い
。
 

と
 

 
 

 
 

革
命
を
逃
れ
て
モ
ン
ゴ
ル
 

 
 

 
 

た
ち
が
、
モ
ン
ゴ
人
民
 

 
 

 
 

「
モ
ン
ゴ
ル
の
 
廟
 （
 
僧
 

 
 

 
 

遇
し
た
。
中
国
の
搾
取
者
 

 
 

 
 

ン
バ
・
 ボ
グ
ド
 （
 
ボ
グ
 

 
 

 
 

て
た
と
い
う
口
実
の
も
と
 

(372) 74 



第二部会  
 

抑
圧
さ
 

 
 

に
 従
属
 

 
 

と
さ
れ
、
 

 
 

か
ら
 

 
 

、
外
国
 侵
 

解
放
さ
れ
 

 
 

析
 さ
れ
て
 

 
 

廟
 
（
 僧
 

 
 

両
性
を
見
 

 
 

む
と
い
 

 
 

て
 、
今
日
 

ぅ
廟
 
（
僧
院
）
の
在
り
方
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
 

 
 

 
 

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
 

 
 

一
九
二
 

 
 

ン
バ
 活
 

医
療
の
神
話
学
 

 
 

し
た
占
に
 

 
 

ラ
マ
の
 あ
 

島
田
裕
巳
 
 
 

反
革
命
の
 
 
 

の
 三
つ
 

 
 

し
て
）
 
一
 

 
 

 
 

0
 社
ム
ム
で
は
、
西
洋
の
近
 

 
 

 
 

な
り
、
さ
ら
に
は
心
の
救
 

 
 

 
 

学
の
発
達
で
あ
る
。
と
こ
 

 
 

 
 

れ
る
よ
 う
 に
な
り
、
救
済
 

 
 

 
 

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
 

 
 

 
 

は
 治
療
効
果
を
持
た
ず
、
 

 
 

 
 

十
九
世
紀
に
猛
威
を
ふ
る
 

 
 

者
数
は
減
）
 

体
的
 現
実
を
生
ん
だ
。
 

  

 
 

 
 

 
 

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
㎝
 

 
 

 
 

よ
 う
 に
考
え
ら
れ
て
 

 
 
 
 

い
る
。
 

停
止
し
、
 



 
 

 
 

 
 

宗
教
で
よ
く
 見
 

 
 

る
 症
状
の
 

 
 

的
に
は
 維
 

 
 

の
 自
律
的
 

 
 

さ
れ
、
 

 
 

因
 を
な
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

し
て
考
え
 

 
 

指
さ
れ
、
 

 
 

式
 化
す
れ
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

が
っ
て
 、
 

 
 

た
 形
が
と
 

 
 

、
そ
の
 異
 

物
の
除
去
が
治
療
だ
と
い
う
点
に
両
者
の
共
通
性
が
あ
る
。
 

 
 

え
 ら
 

 
 

。
肺
炎
な
 

 
 

、
結
核
に
 

 
 

物
質
の
登
 

 
 

常
に
微
生
 

 
 

の
 置
か
れ
 

 
 

る
 。
つ
ま
  
 

で
あ
る
か
 

7
6
 

 
 

、
実
際
の
 

 
 

こ
と
を
神
の
 
 
 
 
  
 

話
 的
に
保
証
す
る
も
の
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

る
よ
う
 

 
 

る
 。
医
学
 

 
 

る
 介
入
に
 

 
 

期
間
の
間
 

 
 

い
る
か
ら
 

 
 

ば
 、
偽
薬
 

 
 

、
医
学
の
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

な
 条
件
で
 

 
 

わ
り
を
 持
 

 
 

の
っ
と
っ
 

 
 

い
る
。
 儀
 

 
 

な
 、
扁
桃
 

 
 

、
手
術
は
 

 
 

て
し
ま
う
 

 
 

の
 救
済
の
 

 
 

 
 



第二部会 

 
 

｜
 ラ
ン
タ
ー
ズ
の
宗
教
的
急
進
思
想
を
中
心
と
し
て
 
｜
 

木
田
理
 文
 

 
 

年
 ）
 の
 

 
 

八
｜
 五
八
 

 
 

を
 支
持
し
 

 
 

日
雇
農
 

 
 

ク
ト
運
動
 

 
 

か
れ
た
 民
 

衆
の
人
間
的
解
放
を
行
っ
た
。
 

 
 

称
 で
あ
 

 
 

」
と
 見
倣
 

 
 

忌
日
に
居
 

 
 

な
 行
っ
 

 
 

は
神
秘
的
 

 
 

思
想
に
見
 

 
 

見
徹
 さ
れ
 

る
 。
 

 
 

て
ュ
ぎ
 

 
 

た
 宗
教
 運
 

 
 

え
た
。
 次
 

 
 

進
運
動
  
 

義
と
担
 え
 

こ
 
ヰ
ハ
 
。
 

 
 

神
 が
内
 

 
 

主
張
１
を
 

 
 

。
そ
こ
で
 

 
 

土
日
 

ゅ
丑
襄
撰
を
オ
ハ
 

 
 

か
ら
論
ず
 

る
 。
 

 
 

フ
日
 燃
 

 
 

一
な
る
 

 
 

学
的
、
社
 

 
 

想
 と
そ
の
 

特
質
を
解
明
す
る
。
 

 
 

深
層
 心
 

 
 

理
 に
基
 く
 

 
 

教
 的
経
験
 

 
 

M
 、
外
的
 

 
 

程
を
明
確
 

に
し
た
。
 

 
 

文
化
人
 

 
 

に
塞
 く
せ
 

り
 

 
 

 
 

的
 構
想
と
㏄
 

 
 

水
平
化
に
 

 
 

 
 

礎
 づ
け
る
 

7
 



余
 

れ
た
関
係
化
の
過
程
を
明
確
に
し
た
。
 

民
間
念
仏
に
み
る
祖
先
信
仰
の
 一
 形
態
 

 
 

 
 

｜
 会
津
大
念
仏
に
 ょ
 せ
て
 ｜
 

 
 

人
間
の
心
 

渡
辺
壺
ロ
 
勝
 

 
 

教
 運
動
の
 

 
 

津
人
 念
 

 
 

運
動
の
中
 

 
 

 
 

信
仰
形
態
を
手
掛
り
に
、
 

 
 

ら
か
に
し
 

し
た
占
に
意
義
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

能
面
の
基
調
は
、
各
誌
 

 
 

 
 

る
が
、
形
式
的
に
は
、
 先
 

 
 

 
 

家
集
団
と
、
何
々
 組
 と
よ
 
 
 

 
 

念
仏
集
団
の
信
仰
的
要
素
 

る
 。
 

 
 

に
 、
後
者
 

 
 

 
 

従
っ
て
両
者
は
、
勤
行
 

 
 

 
 

が
ら
、
信
仰
の
構
造
面
で
 

 
 

 
 

え
ば
、
後
者
は
ま
ず
第
一
 

 
 

 
 

だ
ち
の
修
行
的
要
素
が
極
 

 
 

 
 

浄
土
宗
の
僧
侶
を
導
師
と
 

 
 

、
当
然
宗
 

つ
こ
 
。
十
八
 

 
 

先
 す
素
 

 
 

信
仰
的
 要
 

 
 

に
 過
ぎ
 

 
 

仮
 り
に
 

 
 

も
よ
 

(376) 78 



第二部会  
 

式
 な
り
は
 

 
 

あ
る
。
 そ
 

 
 

を
と
る
に
 

 
 

岸
 念
仏
を
 

 
 

以
下
こ
れ
 

 
 

察
を
加
え
 

て
み
た
い
。
 

 
 

い
 わ
 ゆ
 

 
 

如
き
信
仰
 

 
 

い
、
こ
れ
 

 
 

も
家
長
や
 

 
 

抹
 す
る
わ
 

 
 

か
ら
知
ら
 

 
 

の
 性
格
を
 

 
 

ら
も
窺
え
 

 
 

単
に
そ
の
 

 
 

度
の
音
式
体
 

 
 

の
 祖
先
 観
 

 
 

忠
誠
構
造
 

 
 

な
く
、
 む
 

 
 

本
人
と
世
 

 
 

 
 

 
 

い
 う
 
（
 
社
 

 
 

し
か
し
 当
  
 

の
 態
度
で
 

 
 

匂
 さ
れ
て
 

存
在
し
 ぅ
る
 個
人
の
態
度
で
あ
り
、
信
仰
で
あ
る
。
 

 
 

、
様
式
 

 
 

あ
っ
て
 

 
 

か
し
い
」
 

 
 

性
的
な
 

 
 

は
 割
愛
せ
 

 
 

と
も
無
関
 

 
 

レ
ベ
ル
で
 

 
 

里
 則
っ
て
 

 
 

仏
 に
限
っ
 

 
 

策
 が
直
ち
 

 
 

い
 。
こ
の
 

 
 

無
形
文
化
 

 
 

退
潮
し
て
 

 
 

に
せ
よ
、
 

無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
 
う
 。
 

79 (377) 



第三部会 

佐
々
木
 

一
 
元
 

 
 

親
す
 

 
 

し
の
下
オ
 

の
臣
 

 
 

か
も
互
い
 

 
 

る
こ
と
を
 

考
察
し
て
み
た
い
。
 

ハ
イ
デ
 ガ
 ー
の
木
の
手
の
は
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
 

有
へ
の
 

 
 

転
回
で
あ
 

 
 

の
方
向
性
 

 
 

一
貫
性
が
 

 
 

そ
れ
は
 本
 

 
 

領
域
、
即
 

 
 

事
で
あ
 

 
 

住
む
。
 
こ
言
 

わ
れ
る
。
こ
の
住
む
者
が
脱
 
存
と
 名
づ
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

軸
 し
ハ
，
 

ハ
レ
 

Ⅰ
 @
 

 
 

脱
去
）
 と
 

第
三
部
ム
五
 

思
惟
の
道
と
信
仰
 

 
 

ハ
イ
デ
 ガ
｜
 
の
道
 

を
 巡
っ
て
 

 
 

、
形
而
上
 

 
 
 
 

 
 

る
 
（
無
の
 

 
 

。
こ
の
故
の
 
 
 

 
 

の
 保
持
者
は
 

 
 

真
理
と
非
 

 
 

同
時
に
お
 

 
 

と
、
 有
の
 

 
 

口
の
 ・
 
う
 ち
 

 
 

と
 甘
口
わ
れ
 

 
 

右
 の
勤
仕
 

 
 

つ
っ
言
わ
 

 
 

域
 で
は
 中
 

間
者
で
あ
る
こ
と
を
忍
耐
し
っ
づ
 
け
 ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

と
 （
 
ノ
て
 

 
 

で
も
、
 オ
 

 
 

神
学
と
近
 

 
 

を
 
ハ
イ
デ
 

 
 

間
 の
こ
と
 

ば
 と
が
出
合
う
場
で
あ
る
。
 

 
 

る
 。
 即
 

 
 

。
し
か
も
 

 
 

つ
も
迷
い
 

 
 

し
か
し
、
 

あ
く
ま
で
聖
な
る
も
の
の
命
名
に
与
る
の
で
あ
る
か
。
 



第三部会 

 
 

論
 ）
で
 

 
 

の
 語
り
は
、
 

 
 

に
 執
す
る
。
 

 
 

に
 用
い
ら
 

 
 

消
息
を
も
 

 
 

ね
ば
な
ら
 

 
 

っ
て
い
る
 

 
 

の
 r
 
（
の
 現
 

 
 

の
友
｜
 

 
 

を
 総
合
 

 
 

が
あ
る
」
 

 
 

。
あ
る
 意
 

 
 

た
と
。
 
至
舌
 

い
 う
る
 。
 

 
 

さ
れ
ず
 

 
 

新
た
な
 思
 

 
 

が
 有
と
し
 

 
 

語
ら
れ
れ
 

 
 

の
も
の
で
 

 
 

カ
ヰ
ハ
 

Ⅰ
 つ
こ
 。
 

 
 

れ
る
。
 唯
 

 
 

に
 比
さ
れ
 

ぅ
 る
で
あ
ろ
う
。
 

偲、 がゆは え も 境離 と離らすのる 三にの 

  
はり 以 と 「 な 係 はをととり   余志 五通   

」 あ 底離的脱 謂れ常事所 りは 島 

  

エ 

  

ク 
  
/L, 

@ 

の 

離 
脱 
と 

仏 
教 
の       

昧 
， 思 、 
木目 '@ 二 @" 

81 (379) 



第三部会  
 

 
 

事
が
 、
「
離
脱
」
の
語
る
 

 
 

蛙
 諸
法
の
意
味
と
み
な
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

ん
だ
。
 

 
 

る
の
 境
位
 

 
 

 
 

八
が
 挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

三
昧
 と
 呼
ば
れ
、
一
切
の
 

 
 

 
 

い
る
。
一
万
 ヱ
ッ
 ク
ハ
ル
 

 
 

 
 

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
 以
 

 
 

 
 

っ
て
到
達
す
る
三
昧
の
境
 

 
 

 
 

ぅ
 事
で
説
示
し
た
も
の
と
 

 
 

 
 

る
の
で
あ
る
。
 尚
 ・
道
元
 

 
 

 
 

成
 な
り
」
、
「
 道
得
 な
り
」
 
 
 

 
 

三
 恒
の
全
機
 現
 と
い
う
・
 
 
 

し
む
」
花
に
即
し
て
語
ら
れ
た
花
の
恒
常
な
る
姿
は
・
 エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
於
て
は
 
 
 

 
 

」
と
は
徹
底
し
て
「
神
と
 

 
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

離
脱
」
の
 

底
行
 な
り
 

底
迄
 踏
み
 

あ
る
。
 

 
 

り
 ・
打
碑
 

と
 見
る
事
み
た
い
。
 

の
 嘆
き
を
 

な
ら
ず
 

も
の
に
な
る
か
、
考
え
て
 

仏
教
倫
理
学
の
明
Ⅲ
 賄
熔
 

伊
東
洋
一
 

 
 

こ
に
 

 
 

で
あ
る
 

(380) 82 



第三部会  
 

 
 

ま
た
教
理
的
に
、
釈
尊
の
 

 
 

 
 

の
 解
決
如
何
と
か
 ぅ
 こ
と
 

 
 

 
 

。
等
々
。
 

 
 

時
に
そ
 

 
 

の
 、
と
の
 

 
 

 
 

示
唆
し
て
い
る
と
も
見
ら
 

 
 

 
 

 
 

 
 

哲
学
に
接
近
す
る
。
仏
教
 

）
は
解
脱
（
宗
教
）
の
た
 

 
 

 
 

る
 。
倫
理
は
宗
教
に
従
属
 

 
 

 
 

合
の
原
理
を
目
的
・
手
段
 

 
 

 
 

。
仏
教
（
宗
教
）
の
目
的
 

 
 

る
 階
梯
に
 

 
 

 
 

 
 

ら
れ
る
。
事
実
釈
尊
に
 

 
 

，
え
 
 
 

色
彩
の
濃
 

 
 

 
 

離
 の
み
が
際
立
ち
、
お
 
ょ
 

ク
サ
ヲ
 

 
 

 
 

」
も
宗
教
的
善
で
あ
っ
て
 
、
 

 
 

 
 

る
 。
し
か
し
ま
た
解
脱
の
 

 
 

を
 清
浄
に
  

 

す
る
と
 ぃ
 

 
 

 
 

れ
に
し
て
も
次
元
の
異
な
 

 
 

 
 

（
が
）
仏
道
と
は
・
こ
の
 

 
 

と
が
で
 き
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ね
 ち
そ
れ
は
倫
理
的
宗
教
 

 
 

 
 

が
っ
て
そ
の
底
の
全
機
 

現
り
 

 
 

 
 

釈
尊
の
問
題
が
苦
と
そ
の
㏄
 

 
 

 
 

る
こ
と
。
つ
ま
り
玉
綿
 
六
 

 
  
 



第三部会  
 

 
 

の
で
あ
る
。
 
4
 

 
 

 
 

 
 

で
そ
の
個
物
を
直
観
に
 

 
 

な
い
こ
と
 

簗
 

 
 

慮
 さ
れ
、
 

 
 

 
 

 
 

に
お
い
て
知
識
的
対
象
と
（
 

で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

ス
ト
テ
レ
 

 
 
 
 

 
 
 
 

枠
か
ら
は
 

所
の
考
え
 

主
語
は
判
 

の
で
あ
る
 

「
場
所
」
に
お
け
る
個
物
の
意
義
 

高
坂
史
朗
  

 

て
 超
越
す
 

 
 

 
 

あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
 

 
 

 
 

よ
う
 に
主
語
面
に
求
め
る
 

 
 

 
 

こ
れ
は
彼
が
そ
の
判
断
の
 

 
 

 
 

礎
 付
け
る
か
ら
な
い
で
あ
 

 
 

 
 

が
 私
を
知
る
」
と
い
う
 
単
 

 
 

 
 

が
 私
に
お
い
て
私
を
知
る
」
 

 
 

お
い
て
」
 

な
る
 働
 ぎ
を
な
す
か
を
考
察
し
ょ
う
。
 

 
 

 
 

か
も
超
越
的
述
語
と
考
え
 

 
 

 
 

お
い
て
」
は
・
判
断
形
式
 

 
 

 
 

な
っ
て
述
語
と
な
ら
な
い
」
 

 
 

 
 

た
が
っ
て
判
断
は
真
の
意
 

 
 

 
 

成
立
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

判
断
 形
 

 
 

体
の
定
義
 

 
 

 
 

定
式
化
し
敷
桁
し
て
い
く
 



第三部会  
 

判
断
的
 
一
 

「
出
合
い
」
の
問
題
が
捉
え
ら
れ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。
 

 
 

者
の
立
場
 

 
 

「
 
甜
魑
 

 
 

 
 

そ
れ
の
自
覚
が
唯
一
の
 
哲
 

 
 

 
 

行
じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
 

 
 

 
 

基
づ
く
の
で
な
く
、
他
力
 

 
 

 
 

来
 真
宗
的
概
念
で
あ
る
が
・
 

 
 

 
 

は
 自
己
の
行
で
あ
り
な
が
 

 
 

 
 

あ
り
、
 繊
 悔
の
否
定
的
側
 

 
 

 
 

す
る
。
博
士
は
糊
 悔
 そ
の
 

 
 

 
 

こ
に
絶
対
転
換
の
他
力
的
 

 
 

 
 

る
 。
そ
こ
に
絶
対
転
換
と
 
 
 

 
 

を
 承
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
 

 
 

 
 

定
 、
他
力
の
絶
対
主
体
は
 
 
 

 
 

已
 に
媒
介
せ
ら
れ
た
も
の
 

 
 

 
 

は
な
く
、
自
己
の
死
復
活
 

 
 

 
 

ば
 絶
対
軸
 

と
は
い
え
な
い
 

@
 

 
 

 
 

 
 

の
 批
判
が
あ
る
。
）
 

 
 

の
で
あ
る
。
  

 

わ
ゆ
る
 

 
 

ぅ
か
 。
 

 
 

ハ
 
ツ
刊
我
 

絶
対
無
と
出
会
い
 

 
 

存
在
し
え
）
 
 
 

 
 

に
お
け
る
㏄
 

し
 @ 
8
 

田
辺
正
英
  

 

わ
す
場
合
 

 
 

 
 

 
 

る
 。
「
 汝
 」
の
中
で
絶
 
8
 



 
 

（
 
無
 ）
 よ
 

 
 

格
を
否
定
 

 
 

り
遠
 ざ
か
 

 
 

海
道
と
し
 

て
 必
然
的
な
帰
結
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

な
お
か
 

 
 

著
 の
円
教
 

 
 

主
体
的
山
 

 
 

と
に
な
る
。
 

 
 

可
能
と
な
 

 
 

済
へ
の
 会
 

概
念
に
つ
い
て
 

坂
本
 

こ
の
発
表
は
前
回
に
お
け
る
発
表
「
純
粋
経
験
の
思
想
と
 

足
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ⅰ
善
の
研
究
 L
 に
お
け
る
 

の
 純
粋
経
験
の
考
え
方
は
 、
 少
く
と
も
そ
の
当
初
・
 W
.
 ジ
 

純
 純
粋
経
験
二
万
唆
を
得
て
形
成
さ
れ
た
関
係
上
。
両
者
の
 

は
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
没
我
的
な
 

反
省
意
識
の
加
わ
ら
な
い
意
識
状
態
を
純
粋
経
験
と
考
え
た
 

な
 状
態
は
長
く
持
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
後
に
動
 

移
の
過
程
が
や
っ
て
く
る
。
し
か
し
・
や
が
て
ま
た
新
し
い
 

弘
 

宗
教
」
を
 補
 

西
田
幾
多
郎
 

ヱ
 ー
ム
ズ
の
 

一
応
の
比
較
 

、
充
実
し
た
・
 

。
こ
の
よ
う
 

き
の
多
い
 転
 

没
我
的
な
経
 

 
 

相
対
と
の
 

 
 

な
る
が
、
 

「
善
の
研
究
」
に
お
け
る
「
統
一
」
 の
 

 
 

 
 

 
 

の
 現
在
か
ら
未
来
へ
の
道
 
 
 

 
 

 
 

来
す
る
道
と
道
交
感
応
す
る
と
 

 
 

ぃ
が
 、
 繊
悔
 

）
 

 
 

 
 

済
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
㏄
 
 
 
 
 

 
 

 
 

い
て
は
・
よ
り
真
宗
的
に
 

 
 

 
 

形
に
お
い
て
始
ま
る
。
 従
 

 
 

 
 

深
信
と
し
て
、
法
の
深
信
 

 
 

 
 

に
 我
々
は
念
仏
の
信
心
を
 

 
 

 
 

自
覚
せ
ず
、
仏
に
と
ら
え
 

 
 

 
 

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
 真
 

 
 

 
 

ろ
 う
か
 。
（
以
上
）
 



第三部会  
 

 
 

げ
そ
の
独
創
的
な
哲
学
の
 

 
 

 
 

そ
の
考
え
方
の
基
軸
を
な
 

 
 

 
 

ど
め
た
い
。
そ
の
論
理
は
 

 
 

 
 

神
 的
な
も
の
は
、
自
己
の
 

 
 

 
 

と
に
よ
っ
て
 、
 自
ら
を
 知
 

 
 

 
 

と
は
知
る
こ
と
で
あ
り
・
 

 
 

 
 

的
な
る
も
の
が
自
己
白
身
 

 
 

 
 

の
よ
う
な
考
え
方
は
西
田
 

 
 

 
 

え
て
中
世
の
「
原
因
論
 

 
 

 
 

エ
イ
 ク
ハ
ル
ト
に
ま
で
 

 
 

 
 

者
の
自
覚
的
自
己
限
定
の
 

 
 

 
 

定
の
作
用
は
す
で
に
感
性
 

 
 

は
っ
き
り
 

二
頁
）
 

 
 

。
叡
知
的
 
 
 

れ
を
 ・
 

 
 

 
 

行
く
こ
と
を
通
じ
て
自
ら
 

 
 

 
 

く
し
て
自
覚
的
に
自
己
を
 

 
 

と
い
う
よ
限
定
し
て
行
く
。
 

 
 

値
へ
の
 

 
 

の
 自
己
な
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

見
ら
れ
ず
、
 

 
 

 
 

ね
 管
的
自
己
の
 
ノ
ェ
シ
 

 
 

 
 

る
 叡
智
的
自
己
を
 
ノ
ェ
シ
 

 
 
 
 

 
 

 
 

と
す
る
困
難
に
み
ち
た
努
は
 

お
さ
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
 

 
 

教
的
 生
な
 

 
 

 
 

 
 

性
的
世
界
か
ら
叡
智
 約
 

8
 



第三部会 

 
 

て
 内
容
的
 

 
 

で
あ
る
。
  

 

か
ら
 ギ
リ
 

阿
弥
陀
仏
と
自
然
神
学
 

 
 

の
 信
仰
を
 

 
 

、
そ
の
中
 

仏
教
に
お
け
る
・
「
神
学
」
の
可
能
性
 

 
 

し
て
き
た
 

高
田
信
良
  

 

「
 学
 」
 要
 

 
 

、
近
代
的
 

T
l
l
 
入
仏
教
Ⅴ
に
お
け
る
「
神
学
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
 

 
 

状
況
に
お
 

2
 
 人
自
然
神
学
Ⅴ
の
意
味
 

 
 

た
な
る
 

一
 

「
神
学
」
の
確
立
 ｜
 啓示
神
学
と
自
然
神
学
 

 
 

考
え
れ
 

二
 
近
代
形
而
上
学
の
入
自
然
神
学
Ⅴ
性
 

ば
 、
当
然
な
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

三
 

「
宗
教
の
出
会
い
」
の
場
に
お
け
る
 八
 自
然
神
学
Ⅴ
 

 
 

力
 の
 歴
 

3
 
 
「
阿
弥
陀
仏
」
の
 入
 自
然
神
学
Ⅴ
的
理
解
 

 
 

、
現
代
的
 

 
 

 
 

だ
 緒
に
つ
 

二
八
根
源
性
Ⅴ
の
神
学
 

 
 

か
 。
現
代
 

 
 

れ
る
。
 

 
 

 
 

し
 、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
 

 
 

 
 

に
 科
学
的
理
性
の
一
側
面
 

 
 

 
 

の
 認
識
論
的
存
在
論
的
 根
 

 
 

 
 

数
 に
お
け
る
宗
教
的
真
理
 

 
 

 
 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

 
 

 
 

解
ぎ
 （
の
 
ニ
 黄
の
「
の
し
よ
う
 

 
 

 
 

て
 
「
知
解
を
求
め
る
信
仰
 

 
 

 
 

的
 意
味
が
十
分
込
め
ら
れ
 

 
 

 
 

が
コ
 コ
 0
 目
」
求
め
る
（
 カ
 

(386) 88 



第三部会 

 
 

て
 

そ
の
「
 神
 」
概
念
の
位
置
 

菱
木
政
情
 

 
 

つ
の
類
 

 
 

三
年
、
第
 

 
 

約
 主
義
 説
 

 
 

な
ん
ら
か
 

 
 

対
し
て
、
 

 
 

に
よ
る
 規
 

 
 

礎
 を
間
 ぅ
 

 
 

ト
 ヘ
ッ
ド
 

 
 

で
は
な
か
 

ろ
 う
か
 。
 

 
 

状
況
に
 

 
 

の
 展
開
の
 

 
 

得
る
場
の
 

 
 

の
 凡
夫
」
 

 
 

げ
る
人
間
 

 
 

認
識
論
的
 

 
 

は
な
い
だ
 

ろ
 う
か
 。
 

 
 

的
 構
図
を
 

 
 

真
理
を
認
 

め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
 

 
 

｜
ジ
の
 

 
 

は
 
「
な
ぜ
、
 

 
 

か
 」
の
 理
 

 
 

し
た
現
実
 

 
 

い
に
よ
っ
 

 
 

な
い
と
す
 

（
 
1
 ）
 

 
 

い
 う
 永
遠
 

 
 

」
で
あ
る
。
 

 
 

第
一
に
 

（
 
2
 ）
 

 
 

よ
っ
て
 

 
 

ぞ
れ
の
 現
 

 
 

遠
的
対
象
 

 
 

て
 実
現
 

 
 

す
る
）
 こ
 

 
 

を
抱
握
す
 

 
 

こ
と
」
と
 

 
 

そ
れ
へ
 向
 

 
 

う
な
い
こ
 

り
 

 
 

現
実
的
 
有
は
 

 
 

美
的
有
に
 

 
 
 
 

 
 

あ
っ
た
 水
 



 
 

を
 混
成
的
 

 
 

の
に
対
し
 

 
 

同
じ
で
、
 

 
 

ら
わ
れ
る
 

 
 

因
 あ
る
 

ぃ
 は
説
得
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

時
間
的
 

 
 

 
 

概
念
の
 

 
 

な
ら
な
い
 

 
 

の
 若
干
の
 

考
察
を
試
み
て
み
た
い
。
 

 
 

、
現
実
 

 
 

、
な
お
か
 

 
 

と
い
う
 信
 

 
 

特
別
の
現
 

 
 

合
理
的
な
 

 
 

6
 世
界
）
 

 
 

る
 。
 

 
 

臣
 ）
）
）
（
 

0
 目
 

n
o
 

 
 

目
 （
 
く
 

㌧
「
の
の
の
 

山
巨
 
山
山
口
㏄
の
 

ぬ
 

山
幸
彦
 

 
 

て
と
し
 

 
 

激
し
く
 美
 

 
 

へ
 
%
 セ
漠
 
Ⅰ
へ
 

%
 

 
 

は
ま
た
 不
 

 
 

す
る
者
と
 

 
 

か
 さ
ら
に
 

 
 

め
る
者
と
 

 
 

弄
 へ
上
昇
 

 
 

り
こ
そ
が
 

 
 

を
 求
め
る
 

 
 

な
ん
と
な
 

 
 

わ
れ
わ
れ
 

の
 魂
に
強
く
呼
び
か
け
ろ
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

ま
 聚
で
 

 
 

し
た
。
 そ
 

 
 

さ
 ）
で
あ
 

 
 

活
 に
影
 饗
目
 

 
 

て
よ
い
。
 

 
 

て
 ぺ
ノ
こ
へ
 

@
 Ⅰ
 

 
 

た
 。
美
し
 

  

フ
ラ
ト
ン
に
お
け
る
美
と
救
済
の
論
理
 

(388) 90 



 
 

陳
ね
も
で
と
 

 
 

い
も
の
と
 

 
 

く
 ・
実
は
 

 
 

の
 深
い
 把
 

 
 

イ
デ
ア
 り
 

 
 

理
性
に
 ょ
 

 
 

ア
の
 分
有
 

 
 

ゆ
く
他
は
 

 
 

日
常
宮
 

 
 

っ
て
美
の
 

 
 

美
へ
の
 執
 

 
 

つ
ら
な
る
 

 
 

そ
し
て
 唯
 

一
の
人
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
 

 
 

（
代
表
 

 
 

の
 精
神
を
 

 
 

っ
て
し
ま
 

 
 

さ
る
こ
と
 

 
 

さ
れ
た
。
 

 
 

い
の
 
も
仁
い
宙
 

・
 

 
 

純
化
を
忘
 

 
 

ら
の
堕
落
で
あ
 

 
 

さ
れ
た
国
家
、
 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
 

哲
学
と
神
学
の
問
題
 

川
村
求
子
 

 
 

方
法
の
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

お
 げ
る
 如
 

 
 

の
 西
欧
の
 

 
 

る
と
考
え
 

 
 

を
 追
放
す
 

 
 

学
 と
対
抗
 

 
 

。
 乙
 、
し
て
 

 
 

刺
激
す
る
 

 
 

に
 則
す
る
 

 
 

を
 唯
一
の
 

 
 

張
 関
係
に
 

 
 

思
弁
的
 概
 

 
 

し
て
構
想
 

 
 

と
す
る
 魂
 

 
 

か
に
悲
劇
 

的
な
も
の
か
を
見
据
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

れ
に
 伝
 

え
る
も
の
で
あ
る
。
 

91 (389) 



 
 

 
 

 
 

 
 

と
 神
学
の
問
題
を
考
察
し
た
 
い
 。
 

 
 

を
 脱
却
 

 
 

く
 影
響
 さ
 

 
 

無
の
場
所
 

 
 

考
察
す
る
 

 
 

い
 示
唆
を
 

 
 

以
来
二
 ｜
 

 
 

の
の
存
在
、
 

 
 

て
 ぎ
た
の
 

 
 

い
る
 有
 

 
 

寧
ろ
 形
 

 
 

し
そ
の
場
 

 
 

必
然
性
が
 、
 

 
 

し
て
そ
こ
 

 
 

永
 さ
れ
る
。
 

 
 

欧
の
形
面
 

 
 

割
 を
果
た
 

 
 

自
己
同
化
 

 
 

こ
ろ
で
 真
 

 
 

質
直
を
へ
  
 

て
 、
人
間
 

 
 
 
 

 
 

の
 関
係
か
 

 
 

思
惟
形
式
の
 

 
 

更
に
両
者
㏄
 

 
 

る
虹
 や
小
 

 
 

存
す
る
。
 

 
 

篆
字
 に
ょ
 

 
 

実
存
弁
証
 

法
 に
よ
っ
て
専
ら
実
存
に
迫
る
。
 

 
 

と
し
て
、
 

 
 

理
 に
貫
か
 

 
 

と
を
通
し
 

 
 

と
 考
え
 ろ
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

す
る
人
 

 
 

し
て
い
る
。
 

 
 

お
り
、
 こ
 

 
 

な
 問
題
を
 

 
 

学
は
、
存
 

 
 

が
 有
を
顕
 

 
 

る
 思
惟
は
 、
 

 
 

し
か
し
 両
 

 
 

い
 洞
察
に
 

 
 

を
 得
ぬ
と
 



第三部会 

ヘ
ル
ジ
ャ
 

ロ
シ
ア
の
亡
命
 

一
九
四
八
）
は
 
、
 

た
が
、
い
わ
ゆ
る
 

「
わ
た
し
の
哲
学
 

る
 」
と
、
云
っ
た
 

諸
諸
の
世
界
与
件
 

の
人
格
は
疎
外
さ
 

に
解
放
す
る
こ
と
 

こ
う
し
て
、
か
 

て
い
た
マ
ル
キ
シ
 

根
拠
で
あ
る
唯
物
 

あ
り
、
そ
れ
に
 ょ
 

ス
ト
教
に
転
向
し
 エ

 フ
の
社
会
観
 

の
思
想
家
ニ
コ
ラ
イ
 

す
で
に
少
年
の
頃
 
か
 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
講
 

は
人
間
と
こ
の
世
界
 

。
社
会
観
に
お
い
て
 

に
よ
り
客
体
化
さ
れ
 

れ
て
い
る
と
し
、
か
 

を
生
涯
の
課
題
と
し
 

ズ
ム
 に
求
め
た
。
 だ
 

れ
は
大
学
生
時
代
に
 

論
は
・
人
間
精
神
を
 

っ
て
人
間
精
神
の
自
 

た
 。
の
ち
に
、
か
れ
 

田
口
貞
夫
 

・
ベ
ル
ジ
ャ
 エ
 フ
（
一
八
セ
匹
 ｜
 

ら
 哲
学
研
究
を
天
職
と
感
じ
て
い
 

壇
 哲
学
に
は
全
く
関
心
が
な
く
、
 

を
 解
放
す
る
た
め
の
闘
争
で
あ
 

も
 ・
か
れ
は
、
現
実
の
社
会
は
 、
 

て
お
り
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
人
間
 

か
る
社
会
を
変
革
し
て
人
間
を
真
 

ヰ
ハ
こ
 

。
 

・
ま
ず
社
会
変
革
を
当
時
普
及
し
 

が
 ・
や
が
て
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
 

も
 物
質
と
み
た
す
非
人
格
主
義
で
 

由
は
う
 ば
わ
れ
る
と
し
て
、
キ
リ
 

は
 マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
評
し
て
・
 そ
 

考
察
し
て
い
る
点
に
於
て
、
一
致
し
て
い
る
。
 

 
 

と
な
っ
 

 
 

の
 立
場
を
 

 
 

て
く
る
よ
 

 
 

と
 考
え
 ろ
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ど
は
社
会
 

 
 

・
そ
れ
は
、
 

 
 

て
一
切
の
 

 
 

れ
は
 マ
ル
 

 
 

ロ
シ
ア
 

 
 

ハ
ヘ
 追放
 

 
 

か
れ
に
と
 

 
 

た
 状
況
に
 

 
 

反
映
し
て
、
 

 
 

 
 

た
 。
 神
 

 
 

の
 、
正
教
 

 
 

す
な
ね
 ち
、
 

 
 

仲
保
者
 と
 

 
 

が
出
現
し
、
 

 
 

み
、
真
の
 

 
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

が
 強
く
 、
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

お
こ
す
 可
 

 
 

ク
ス
 か
ら
 

 
 

つ
こ
 
幸
ハ
 
。
 

）
 
 
 

 
 

た
 、
か
れ
㏄
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す
な
わ
ち
・
 
初
期
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
に
お
け
る
 

 
 

エ
 
フ
の
 
キ
 

信
仰
 と
学
 

 
 

ャ
エ
 
フ
は
 
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

容
 、
独
善
、
 

 
 

 
 

長
江
 
弘
晃
 

 
 

入
社
会
と
 

 
 

れ
の
社
会
 

 
 

代
 に
お
 

 
 

に
よ
り
、
 

 
 

す
る
。
 

こ
 

 
 

 
 

学
問
と
い
う
意
味
で
忙
な
 

 
 

 
 

ク
ラ
ブ
」
に
お
け
る
啓
蒙
 

 
 

 
 

味
 で
の
学
を
 

、
 彼
が
根
本
 
 
 

ブ
 イ
 ヨ
 
。
 
ト
 

 
 

題
 が
生
じ
、
 

 
 

 
 

の
 
・
 
援
巨
 
・
 
H
.
 
 

一
一
八
頁
）
・
 

と
 

 
 

 
 

こ
の
こ
と
は
、
彼
が
軸
 

神
 

 
 

 
 

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

郎
 コ
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
 

ッ
マ
 

 
 

 
 

が
 、
再
度
、
神
学
的
問
題
 

基
 ず
く
反
体
制
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
 

 
 

何
が
付
加
 

さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
 

 
 

の
 
最
初
 

 
 

は
 直
接
的
 

 
 

れ
た
。
 

彼
 

 
 

は
 敬
虔
 
主
 (392) 94 
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派 生験き催採                       

， ト 対 り るの ぬ 円 ） 

  

）目と 懐 

  

95 

  
  
  
  

付 
力 
  

れ 
ナ - し 
  
居 、 
わ 
れ 

る 。 

(393) 

 
 

由
 に
よ
り
 

 
 

"
 （
 
"
 一
 
。
 

 
 

贈
罪
 」
 

 
 

か
っ
た
こ
 

 
 

て
 、
水
調
 
を
 

与
え
る
筈
が
な
い
」
（
 
甲
 ・
四
二
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

信
ず
る
 

 
 

（
 
し
 「
・
 五
 

 
 

（
カ
ン
ト
 

 
 

の
 努
力
を
 

 
 

ば
、
 彼
は
 

 
 

神
を
捉
え
 

 
 

～
 
e
 目
れ
目
の
Ⅱ
 

 
 

に
 対
し
 

 
 

ル
ビ
 

 
 

派
の
信
仰
 

 
 

面
的
に
は
 

 
 

て
お
り
、
 

 
 

性
を
求
め
 

 
 

と
い
う
 イ
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了
解
す
る
と
い
う
こ
と
 1
 １
・
 

築
山
修
道
 

 
 

の
ま
 
ザ
 、
 

 
 

的
 且
 つ
一
 

 
 

味
解
釈
学
 

 
 

下
目
 拍
の
，
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

課
題
は
了
 

 
 

は
 テ
キ
ス
 

 
 

軸
 と
な
る
 

 
 

イ
エ
 ル
 マ
 

 
 

り
 、
ま
た
 

 
 

に
あ
る
。
 

 
 

く
 了
解
 

 
 

ゴ
 「
 笘
侍
 
）
 を
 

 
 

じ
げ
 
片
口
目
 

抽
 ）
 

 
 

巨
守
）
を
 

 
 

ハ
 ー
の
 解
 

 
 

了
解
の
技
 

 
 

本
 的
に
性
 

 
 

れ
て
い
る
   

と成考 語学 " 顕現 乃 了を人法に国（方法解 三ス と 「 つ 

  

にき ろぽ、 り理ッ 問に性 く験 ・丈草外的の 方 了かキ 物の 

(394) 96 



第三部会 

 
 

課
題
で
あ
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

よ
り
よ
く
了
解
す
る
」
と
 

 
 

 
 

れ
る
こ
の
よ
う
な
根
本
的
 

 
 

 
 

そ
し
て
了
解
の
問
題
は
 

 
 

 
 

的
 展
開
を
通
し
て
一
層
 
根
 

 
 

話
し
或
は
源
的
に
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

く
 ・
話
者
 

へ
｜
 
ゲ
ル
に
お
け
る
宗
教
の
問
題
 

 
 

小
 せ
し
め
 

 
 

を
も
っ
た
 

「
初
期
神
学
論
文
集
」
を
中
心
に
 

 
 

者
の
内
的
 

八
田
，
隆
司
 

 
 

る
と
い
う
 

 
 

象
 認
識
と
 
 
 

唆
 を
与
 
 
 

 
 

神
学
論
文
集
 ヒ
 で
あ
る
。
 
 
 

 
 

「
初
期
神
学
論
文
集
 ヒ
を
 

中
心
に
考
え
て
い
 き
 た
 い
 。
 

 
 

る
 。
シ
ュ
 

 
 

と
の
「
 同
 

 
 

そ
の
手
 

 
 

 
 

実
 定
性
」
（
㌧
。
 
乱
 （
 
才
ざ
ゅ
 
（
）
 

 
 

 
 

実
 定
性
の
意
味
を
と
り
あ
 

 
 

 
 

な
い
も
の
へ
の
服
従
と
い
 

 
 

 
 

て
 ・
こ
の
よ
う
な
実
定
性
 

 
 

 
 

宗
教
に
対
す
る
重
要
な
 
テ
 

 
 

「
生
の
了
１
％
 の
 一
つ
で
あ
っ
た
。
 

 
 

フ
ン
ク
 

 
 

了
解
と
が
 

 
 

 
 

。
ベ
ル
ン
時
代
の
へ
 
｜
ゲ
 

97 (395) 
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・
イ
デ
ア
ー
ル
な
も
の
が
 

 
  
 

 
 

 
 

そ
れ
は
主
体
に
よ
っ
て
 
条
 

 
 

 
 

な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
 
 
 

 
 

 
 

主
体
に
と
っ
て
絶
対
的
に
㏄
 

 
 

 
 

る
 。
こ
の
こ
と
か
ら
め
か
 

 
 

 
 

て
た
意
志
の
自
律
そ
の
も
 

 
 

的
 精
神
は
の
が
、
実
定
性
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

ト
 時
代
 

 
 

ユ
ダ
ヤ
 民
  

 

影
響
下
で
 

族
の
危
機
に
登
場
し
た
の
が
イ
ェ
ス
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

在
し
て
い
る
イ
デ
ア
 
｜
 

 
 

 
 

え
ら
れ
な
い
が
、
同
時
に
 
 
 

 
 

在
し
 ぅ
 る
の
だ
、
と
い
う
 
 
 

 
 

｜
か
 な
も
の
が
実
定
的
で
 

 
 

 
 

イ
デ
ア
ー
ル
な
も
の
は
 
主
 

 
 

 
 

イ
デ
ア
ー
ル
 な
 客
体
に
一
 

 
 

た
の
で
あ
  

 

に
 イ
デ
ア
 

 
 

っ
て
存
在
 

 
 

に
な
る
。
 

 
 

解
釈
を
  

 

な
い
こ
と
 

 
 

な
 対
立
で
 

 
 

 
 

よ
う
な
 主
 １
審
と
の
一
致
 

 
 

 
 

よ
ぶ
。
 生
 と
愛
と
い
う
 概
 

 
 

 
 

ネ
 
Ⅰ
あ
り
、
 へ
 @
,
 
Ⅰ
 
ノ
か
 か
り
古
本
 

 
 

 
 

よ
 う
 。
 

 
 

限
的
 主
体
 



 
 

非
存
在
が
 

 
 

滅
 ）
す
る
 

へ
｜
 ゲ
ル
と
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
 

か
ぎ
り
で
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

。
ゲ
ル
の
 

国
井
 
哲
義
 

 
 

い
 か
な
る
 

 
 

 
 

だ
 有
の
み
で
あ
る
」
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
が
ら
・
そ
れ
を
論
理
学
 

と
り
ひ
と
り
の
人
間
の
在
 

 
 

 
 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
 

 
 

 
 

念
 に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

ち
 「
 
始
 

「
後
書
」
の
な
か
で
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
「
 
a
 論
理
的
体
系
は
あ
り
 
ぅ
る
、
 

 
 

 
 

あ
り
え
な
い
」
と
い
う
 
主
 
 
 

 
 

「
現
存
在
」
と
い
う
概
念
 
 
 

 
 

の
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
 

 
 

 
 

す
る
と
こ
ろ
が
決
定
的
に
 

 
 

 
 

な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
 

 
 

 
 

の
な
か
で
扱
 う
 と
い
う
こ
 

 
 

 
 

す
こ
と
で
あ
り
・
あ
る
 
意
 

 
 

 
 

し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
、
 

 
 

 
 

。
彼
に
と
っ
て
現
存
在
の
 

部
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

0
 間
題
を
論
理
学
の
な
か
 

ム
ム
 

 
 

向
け
ら
れ
 

 
 

よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

ら
へ
｜
 

 
 

に
 有
と
無
を
と
 

99 (397) 



 
 

性
 の
 究
 

 
 

う
と
い
う
 

 
 

そ
れ
は
ま
 

た
 フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
「
哲
学
」
で
も
あ
っ
 

 
 

統
一
的
 

 
 

題
の
核
心
 

岡
田
勝
 明
 

 
 

者
 

 
 

 
 

 
 

化
し
、
そ
れ
を
 

 
 

い
で
あ
ろ
 

 
 

省
は
体
系
 

 
 

れ
は
 ・
 虹
 

 
 

意
味
す
る
。
 

 
 

捉
 が
あ
る
。
 

 
 

ト
 教
の
真
 

 
 

主
体
的
問
 

 
 

と
す
る
こ
 

 
 

て
し
ま
う
 

 
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

て
も
捉
え
 

 
 
1
0
 

え
な
い
絶
対
者
と
、
 
知
 と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

人
間
の
知
 

う
 な
士
・
 

の
 知
に
お
㎝
 

の
 意
識
」
 

自
我
に
 

 
 

 
 

根
差
す
。
 

か
か
る
知
の
契
機
が
 、
 
「
Ⅱ
 
む
 Ⅱ
」
で
あ
る
。
 

 
 

。
こ
の
 

 
 

絶
対
者
を
 

 
 

は
 、
認
識
 

主
観
の
さ
ら
に
根
底
に
ま
で
立
ち
到
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

力
、
 
O
 
 
一
 

 
 

旨
い
 う
る
 

 
 

の
 ）
」
に
 

u
u
 

 
 

々
は
非
我
 

 
 

認
め
ざ
る
 

 
 

の
こ
と
を
 

 
 

自
覚
は
・
 

 
 

を
 介
す
る
 

 
 

我
 ・
あ
る
 

 
 

に
お
い
て
、
 

 
 

の
 ・
 い
 わ
 



 
 

書
を
例
に
ひ
き
 

 
 

と
し
て
示
さ
れ
 

 
 

的
と
い
う
 

 
 

を
 超
え
出
 

 
 

の
 成
立
の
 

 
 

ゴ
レ
 

ま
 、
 H
n
 

 
 

口
の
中
に
 

 
 

知
の
根
源
 

 
 

事
態
に
対
 

 
 

と
し
て
 成
 

立
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

に
 存
す
 

 
 

る
 。
す
な
 

 
 

さ
れ
 ぅ
る
 。
 

 
 

的
に
基
礎
 

 
 

「
自
由
」
 

 
 

0
%
 氏
で
 

 
 

に
こ
の
 日
 

 
 

の
 自
由
は
 

 
 

識
字
に
お
 

 
 

と
 言
わ
れ
 

 
 

根
拠
 づ
 

 
 

憶
 @
 
め
勒
 
ま
お
 
吋
 

  

及す   

101 (399) 

常
石
希
望
 

ヵ
ン
ト
 に
お
け
る
根
本
悪
と
そ
の
克
服
 

 
 

の
 原
理
 

 
 

し
ブ
イ
ヒ
 

 
 

も
の
で
は
 

 
 

あ
り
・
 し
 

 
 

こ
ろ
で
は
・
 

 
 

れ
に
 伴
な
 

 
 

る
 。
知
識
 

 
 

教
 的
自
己
 

 
 

こ
そ
・
 フ
 

 
 

 
 



 
 

か
る
 絶
 

 
 

規
定
し
続
 

 
 

）
こ
と
の
 

で
 き
ぬ
 悪
で
あ
る
。
 

 
 

の
か
。
 

 
 

5
 べ
き
 概
 

念
を
ヵ
ン
ト
 は
認
め
て
い
な
い
。
 

 
 

ト
が
あ
 

 
 

ち
 意
識
的
 

 
 

レ
 ・
㏄
 べ
 ）
」
 

 
 

 
 

に
 選
ぶ
 悪
 

 
 

る
こ
と
。
 

 
 

書
 に
認
め
 

 
 

の
 自
由
」
 

 
 

 
 

ぅ
る
 自
由
 

で
あ
る
。
 

 
 

根
本
悪
 

 
 

か
悪
 か
の
 

 
 

パ
 P
 づ
 （
 

 
 

真
 と
し
て
 

 
 

 
 

つ
ま
り
そ
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
人
間
 

 
 

求
め
ら
れ
 

 
 

主
体
に
帰
 

し
ぅ
る
 点
が
規
定
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

牙
 生
で
 

 
 

れ
る
悪
で
 

あ
る
と
帰
結
し
 ぅ
る
 。
 

 
 

体
 に
も
 

 
 

る
 道
徳
 法
 

 
 

P
 抽
の
（
 下
 

 
 

 
 

 
 

ま
り
本
来
 

 
 

臣
 二
の
 
オ
岸
 
㏄
 岸
 

 
 

0
 克
服
の
 

 
 

目
 の
 口
 s
n
 
ア
 

 
 

な
 真
の
人
 

開
学
で
あ
っ
た
、
と
い
う
解
釈
及
び
帰
結
へ
と
導
か
れ
る
。
 

 
 

即
ち
 悪
 

 
 

意
志
の
自
 

  
腐則 な 
欺 かぜ 
で ら な 
は 縁ら 
な切迫 

  
ソ、 た理 
間 「 性 
の 悪に 
， b 、 魔そ 
  清 ) 」 の 

  
し か 求 

のらめ 腐 。 る 
敗根 こ 
と 本 と 

  
さ @, 丈人 
れ こ 間 

(400) 

 
 

と
す
る
か
 

 
 

 
 

め
 え
な
い
㎎
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諸
岡
 
道
 北
首
 

 
 

な
る
 辛
 

福
 そ
し
て
救
い
に
与
り
得
る
か
を
論
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

不
断
に
 

 
 

は
 有
限
者
 

 
 

己
の
有
限
 

 
 

ら
で
あ
る
。
 

 
 

を
 追
 い
求
 

 
 

り
 方
で
あ
 

 
 

存
す
る
 宥
 

 
 

し
で
き
な
 

 
 

な
い
と
い
 

 
 

巾
の
 
Ⅱ
の
 
0
 口
 

 
 

才
 日
の
臣
の
の
 

ゴ
 

 
 

両
面
を
 

 
 

ま
の
日
 

@
P
 

目
汁
 

U
 
の
 Ⅰ
 
由
 

 
 

原
理
と
の
 

 
 

な
る
。
 そ
 

 
 

評
論
に
み
 

 
 

ぅ
 る
で
あ
 

ろ
 う
 。
 

ヵ
ン
ト
 
に
お
け
る
幸
福
に
つ
い
て
 

 
 

で
も
理
性
 

 
 

響
く
。
 
そ
 

 
 

様
に
有
限
 

 
 

持
た
 道
徳
 

 
 

さ
れ
る
と
 

 
 

理
性
的
存
 

 
 

有
限
者
は
 

 
 

さ
れ
た
 存
 

 
 

で
は
な
い
。
 

 
 

る
 。
で
は
 

 
 

な
る
幸
福
 

を
 得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

 
 

つ
い
て
 

 
 

毛
 。
三
毛
。
 

 
 

る
 。
前
者
 

 
 

を
目
先
す
 

 
 

カ
ン
ト
 

 
 

自
己
自
身
 

 
 

時
 、
生
じ
 

 
 

限
 者
の
本
 

 
 

与
え
ら
れ
⑪
 
 
 
 
 

 
 

適
意
の
自
 

 
 

 
 

あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

理
 、
 却
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ほ
の
自
愛
 

 
 1
0
 

 
 

し
な
け
れ
 

ニ
 l
.
 
 

ヰ
ノ
ヱ
 け
に
ム
れ
 
げ
ス
り
ニ
ヒ
 
Ⅱ
リ
ズ
ム
 

 
 

な
 ね
ば
な
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 

の
 自
愛
を
 

川
鍋
征
行
 

 
 

理
性
的
存
 

 
 

い
て
み
 

 
 

な
い
。
 
お
 

 
 

 
 

思
想
を
主
な
て
が
か
り
と
 

 
 

 
 

え
て
み
た
い
。
 

ニ
一
 チ
ェ
 

 
 

あ
ェ
た
よ
 

愛
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
希
望
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

界
 に
お
い
て
、
人
間
が
 

 
 

 
 

し
て
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
 
克
 

 
 

っ
 た
と
お
 

 
 

的
 完
成
・
 

 
 

 
 

る
わ
れ
わ
れ
自
身
の
課
題
 

 
 

の
 主
体
に
で
も
あ
る
 よ
う
 に
お
も
わ
れ
る
。
 

 
 

貴
人
 

死
ぬ
こ
と
が
救
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

 
 

覚
と
 克
服
は
違
っ
て
く
 

 
 

 
 

れ
ば
、
「
一
つ
の
ま
っ
た
 

 
 

 
 

徳
 的
解
釈
の
う
ち
に
ぴ
 
そ
 

 
 

で
あ
る
。
」
 

幸
福
は
見
は
て
ぬ
夢
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

の
 死
に
由
 

 
 

市
上
学
的
 

 
 

の
う
ち
に
 

 
 

り
 、
い
わ
 

 
 

さ
れ
て
 ぃ
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no 

  
 
 

に
関
す
る
 

 
 

 
 

神
学
 
宙
 

㎎
 

 
 

め
ら
れ
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

め
肚
、
 
Ⅰ
 

メ
ト
 
ユ
ロ
 ト
 
の
切
の
）
。
 

 
 

と
っ
て
 

 
 

真
に
存
 

 
 

の
 @
 
曲
ロ
 
ト
こ
 
の
 侍
 

 
 

れ
ば
、
 
何
 

 
 

、
不
可
能
 

 
 

意
味
で
あ
 

 
 

「
人
間
の
 

 
 

言
っ
て
 
い
 

 
 

「
神
を
呼
 

 
 

Ⅰ
も
の
」
 

 
 

ば
 、
そ
の
 

 
 

に
 次
の
如
 

き
 明
瞭
な
言
葉
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

年
 ）
の
 
ヰ
 
が
の
 

 
 

口
ロ
）
巨
の
日
 

 
 

の
佳
 
）
 
ロ
の
 

 
 

ご
曲
 口
口
の
・
 

ヱ
 井
目
 

H
H
p
.
 

（
の
・
 

Q
,
.
 
Ⅰ
 
、
か
 ）
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）
 と
す
 

 
 

人
間
の
普
 

 
 

へ
の
困
難
 

 
 

力
 へ
の
か
 

 
 

体
系
構
築
 

 
 

日
 。
曲
 
/
 の
 

安
中
隆
徳
 

 
 

義
 

 
 

0
%
 

山
芹
 

目
の
 

 
 

レ
ス
が
 端
 

 
 

性
を
示
す
 

 
 

求
め
る
」
 

 
 

ヴ
寸
 
ヰ
ニ
仁
 
（
Ⅱ
 

ノ
 

 
 

問
題
で
あ
 

る
 よ
さ
に
思
わ
れ
る
。
 

 
 

不
に
 顕
 

 
 

要
文
を
集
 

 
 

ノ
 ふ
る
ま
 

 
 

枚
 起
請
文
 

 
 

で
あ
ろ
う
 

か
 。
更
に
考
察
す
べ
く
広
く
 
御
 教
示
を
請
 3
 次
第
で
あ
る
。
 

一ヰ こ外ち論疑 急事 

ⅠⅡ ノ 

  

107 (405) 



 
 

、
論
理
で
 

 
 

思
わ
れ
る
。
 

 
 

論
証
 体
 

系
 に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
し
 
3
6
 。
 

 
 

降
を
墓
 

 
 

共
通
が
あ
 

 
 

一
 と
な
る
。
 

 
 

そ
の
の
 海
 

 
 

る
の
で
は
 

 
 

 
 

す
る
一
 つ
 

 
 

そ
れ
は
 人
 

 
 

の
 二
分
法
 

 
 

容
 し
た
 神
 

 
 

種
 認
識
）
 

 
 

る
 。
 

 
 

共
通
を
 

 
 

論
理
 タ
一
 

 
 

繋
 が
な
い
 

 
 

ホ
 に
な
っ
 

 
 

で
は
な
く
、
 

 
 

度
々
語
ら
 

れ
て
い
る
の
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
 

 
 

る
ス
 。
 
ヒ
 

 
 

と
は
別
に
 

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
宗
教
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
 

保
坂
 
幸
博
 

 
 

ァ
ス
 に
 

 
 

的
 敬
虔
 と
 

 
 

も
あ
ろ
う
。
 

 
 

の
 持
つ
 宗
 

 
 

柄
 と
し
た
 

 
 

か
り
と
し
 

 
 

こ
と
も
あ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

生
き
た
・
 

 
 

守
ぁ
 
も
て
へ
 

い
 Ⅱ
 
の
 

 
 

今
坂
り
に
 

 
 

れ
る
と
す
 

 
 

身
の
人
格
 

と
い
う
問
題
を
も
喚
起
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

い
 う
 特
質
 

 
 

定
義
を
考
 

察
し
た
。
 

(406) 108 
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反
 啓
蒙
 主
 

 
 

シ
 ス
か
ら
 

 
 

一
 ス
ム
の
 、
 

神
と
自
然
と
人
間
の
再
統
合
の
考
え
が
入
っ
て
き
て
い
た
。
 

 
 

み
と
、
 

 
 

て
 批
判
す
 

 
 

を
 啓
蒙
 主
 

義
の
不
信
仰
と
し
て
批
判
す
る
。
 

 
 

は
な
く
、
 

 
 

よ
り
、
 正
 

 
 

、
理
性
の
 

 
 

然
 的
に
誤
 

り
に
陥
る
。
 

 
 

覚
 器
官
 

 
 

そ
れ
に
も
 

 
 

憾
 も
異
 っ
 

 
 

ば
、
い
 ま
 

 
 

な
こ
と
も
 

 
 

れ
て
く
る
 

 
 

 
 

現
象
を
対
 

り
、
こ
 

 
 

」
そ
の
も
 

の
で
あ
る
絶
対
的
真
理
を
区
別
す
る
。
 

 
 

の
 魔
術
」
  
 

魔
術
」
は
 、
 0
 

 
 

と
に
よ
り
 

ヒ
ス
Ⅰ
 
ュ
 

 
 

ろ
 は
じ
め
 

 
 

て
き
た
道
柳
 

で
あ
る
。
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

流
れ
は
 生
 

 
 

が
 押
さ
れ
 

て
い
る
。
 

 
 

り
、
自
 

 
 

に
 「
自
然
 

 
 

ツ
 ハ
ウ
 ゼ
 

 
 

に
お
い
て
、
 

 
 

り
法
 、
鉱
 

 
 

方
 、
そ
の
 

根
拠
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

派
や
ヵ
 

 
 

る
 。
数
は
 

 
 

し
ご
 で
あ
 

 
 

。
自
然
の
 

 
 

、
 一
か
ら
 

 
 

過
去
と
未
 

来
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
言
わ
れ
る
。
 

 
 

よ
り
 神
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）
 o
 Ⅱ
 

 
 

目
 @
e
 
ド
 
ド
Ⅰ
 

け
 
円
り
 

"
 

 
 

ト
 
0
%
 
ト
 

 
 

オ
コ
の
ま
い
 

目
 

 
 

ソ
 チ
 （
 
人
 

 
 

「
神
の
法
 

（
 
プ
の
ロ
 
T
 日
の
す
 毛
 」
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
 

 
 

目
口
 
/
 の
 

 
 

ル
ズ
 の
 統
 

 
 

定
法
（
 プ
の
 

実
 

玉
井
 

T
.
 

ホ
ッ
ブ
ズ
に
お
け
る
国
家
と
教
会
 

け
 

 
 

 
 

し
た
ヤ
コ
 

 
 

啓
蒙
 主
 

 
 

の
 批
判
を
 

 
 

0
 流
れ
の
 

 
 

ろ
に
、
 ェ
 

 
 

の
 「
魔
術
」
 

 
 

グ
八
 つ
の
 口
 

 
 

独
自
な
あ
 

り
 方
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 

 
 

に
 適
合
さ
 

 
 

の
 
「
 平
 

 
 

力
と
 臣
民
 

ぎ
 圧
の
の
Ⅰ
の
義
務
に
よ
る
絶
対
主
義
の
確
立
で
あ
っ
た
。
 

 
 

パ
 @
 
口
内
 

 
 

Ⅱ
 
0
 リ
 ア
の
 
ヱ
 G
 

 
 

ハ
ム
、
 毛
 

 
 

な
る
奇
蹟
、
 

 
 

う
 な
権
威
 

 
 

権
者
が
先
 

 
 

い
か
に
 教
 

 
 

す
る
。
 そ
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

主
権
者
と
 

臣
民
の
間
に
「
ペ
ル
ソ
ナ
」
の
交
流
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
 

 
 

も
ち
、
 

 
 

Ⅱ
 
e
 い
い
。
 

目
 」
 

 
 

認
識
に
立
 

 
 

慣
習
に
大
 

 
 

神
の
王
国
 

 
 

 
 

 
 

 
 

者
は
信
徒
 

 
 

の
 教
え
そ
 

u
 
 
 

 
 

を
 得
る
た
 



 
 

。
こ
こ
に
国
家
 

 
 

有
し
、
そ
こ
に
 

 
 

Ⅱ
 
0
 
（
）
 

ト
の
 

 
 

議
 し
て
、
 

 
 

い
て
 統
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

議
す
べ
き
 

 
 

の
卜
目
 

Ⅹ
Ⅹ
Ⅹ
 

ガ
 ・
 ロ
 ・
の
。
の
）
」
。
 

 
 

い
て
、
 

 
 

目
 P
 （
 幅
 0
 
づ
 

 
 

教
も
世
俗
 

 
 

双
方
の
代
 

 
 

こ
と
を
 林
示
 

 
 

ル
ソ
ナ
を
 

 
 

を
も
っ
 こ
 

 
 

き
目
 
Ⅰ
 

 
 

は
 、
そ
の
 

 
 

村
志
 を
発
 

揮
し
ぅ
 る
の
で
あ
る
。
 

 
 

教
会
、
 

 
 

彼
の
批
判
 

 
 

諸
派
に
お
 

後
期
シ
ェ
リ
ン
グ
に
就
い
て
 

「
哲
学
的
経
験
論
の
叙
述
」
研
究
 
ノ
一
ト
 

岡
村
康
夫
 

 
 

）
の
の
す
 

 
 

帰
結
に
 於
 

 
 

の
 ）
 へ
駆
 

 
 

経
験
的
な
 

 
 

神
 」
と
は
 

 
 

の
十
隼
の
 

目
 
（
 

 
 

在
 そ
の
も
 

 
 

あ
る
と
 推
 

 
 

着
く
「
 存
 

在
 の
 主
 」
と
し
て
の
「
 神
 」
に
就
い
て
整
理
す
る
。
 

一
存
在
の
主
（
原
因
）
と
し
て
の
神
 

 
 

於
て
 

 
 

0
 ）
 と
し
 

 
 

概
念
を
 シ
 

 
 

3
Q
n
 
 

③
 

 
 

ブ
ズ
 の
 キ
 

 
 

、
宗
教
的
 

 
 

も
の
と
い
 

え
 よ
 う
 。
 

(410) 工 I2 
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（ に 

9. 祥 二 

  

工 I3  
  
 

そ
の
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
「
一
切
」
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

念
 よ
り
 上
 

 
 

）
と
し
て
 

 
 

体
 」
と
し
 

 
 

を
 示
す
の
 

 
 

㌢
で
は
 

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
 

 
 

は
 否
定
 

 
 

る
 否
定
詞
 

 
 

龍
佳
」
 も
 

 
 

、
 全
く
 如
 

 
 

0
%
 
由
 
二
の
す
の
 

 
 

の
 
「
 神
 」
 

 
 

も
 
C
 ㍉
 Q
 て
 

 
 

経
験
論
の
 

 
 

と
し
て
、
 

 
 

る
と
い
う
 

こ
と
で
あ
る
と
思
 う
 。
 

 
 

 
 

者
 」
で
 

 
 

く
こ
の
 視
 

 
 

」
は
充
溢
 



 
 

目
付
 
の
 Ⅱ
 ガ
 0
 円
 
侍
 

 
 

も
の
を
 見
 

 
 

 
 

と
に
 置
 

 
 

ヰ
の
 
H
 
ト
 
ド
 
）
 
0
 の
 
"
 

孟
 

堀
尾
 

 
 

に
 代
表
 

 
 

線
上
に
あ
 

 
 

ら
に
ユ
 ダ
 

 
 

ぇ
ば
毛
 

 
 

非
合
理
的
 

 
 

を
 隠
し
切
 

 
 

の
 如
何
な
 

 
 

と
 思
え
る
 

 
 

の
中
で
の
 

神
性
（
の
。
 ヌ
ゴ
 四
目
）
概
念
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
 

 
 

レ
 心
持
口
Ⅱ
 

 
 

る
 。
自
然
 

 
 

考
え
ら
れ
 

ザ
 イ
ソ
 

 
 

っ
て
存
在
 

 
 

あ
る
こ
と
   

会
 

 
 

第
 

 
 

 
 

 
 

が
そ
の
も
 

 
 
 
 

 
 

自
然
に
対
④
 

 
 

も
 
「
神
は
 

 
 

あ
る
こ
と
 

 
 

は
 成
り
得
 

 
 

を
靭
 仙
ス
 
り
 十
し
 

 
 

の
 絶
対
 統
 

 
 

る
 事
は
起
 

 
 

と
を
、
 神
 

 
 

い
う
こ
と
 

 
 

目
侍
 
e
 Ⅱ
 ガ
 0
 日
け
 

 
 

焼
 き
尺
 ・
 
す
 

 
 

の
み
有
り
 

 
 

は
 別
な
 他
 

 
 

と
も
言
 う
 

 
 

て
一
切
 

 
 

も
 、
や
は
 

 
 

 
 

 
 

Ⅱ
 目
ゴ
 
Ⅱ
 

 
 

れ
る
で
も
 

 
 

る
な
ら
ば
、
 

 
 

の
 絶
対
流
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実
存
の
根
拠
と
し
て
の
絶
対
 無
 

遠
山
調
度
 

 
 

造
 と
の
 

関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

り
ゆ
く
 

 
 

根
拠
を
要
 

 
 

か
に
な
い
 

 
 

に
 実
存
が
 

 
 

の
こ
と
は
 

一
の
場
を
失
い
、
理
性
は
無
力
と
な
り
ま
す
。
 

 
 

の
ニ
ヒ
 

 
 

与
え
よ
う
 

 
 

事
実
そ
の
 

 
 

耳
目
的
な
 

 
 

備
を
為
す
 

 
 

即
 肯
定
と
 

 
 

何
か
の
 否
 

 
 

と
 、
存
在
 

 
 

本
 構
造
と
 

 
 

ン
グ
 の
 問
 

題
 が
あ
っ
た
と
思
え
る
。
 

 
 

間
 を
脱
 自
 

 
 

そ
れ
は
 彼
 

 
 

あ
る
と
し
 

 
 

主
義
を
前
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

の
 実
存
 

 
 

存
 根
拠
論
 

 
 

体
性
と
し
 

 
 

に
 、
ま
た
 

難
点
が
生
ず
る
。
 

 
 

、
 主
と
 

 
 

否
定
的
な
 

 
 

 
 

も
た
な
い
 

 
 

り
え
な
い
 

 
 

れ
は
実
存
 

 
 

を
 実
存
 根
 

 
 

ハ
イ
デ
 

 
 

年
 で
は
や
 

は
り
 
紺
 ぎ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

、
 極
め
 

 
 

 
 

 
 

 
 

く
 、
実
存
 

 
 

拠
は
種
々
 

丁
 
5
 
 
 

 
 

存
 根
拠
と
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を
根
拠
と
す
る
と
考
え
 
ろ
 

 
 

ノ
ヘ
ノ
 

。
 

 
 

の
 深
信
に
は
 

 
 

 
 

て
い
る
も
の
で
も
あ
る
。
 
 
 

 
 

 
 

く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
㎝
 

 
 

 
 

実
存
構
造
に
即
し
た
解
明
 

 
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

言
 う
と
 

 
 

で
あ
ろ
う
 

 
 

「
善
の
研
 

 
 

に
そ
の
 立
 

 
 

的
な
宗
教
 

 
 

神
論
 」
 

 
 

こ
れ
に
 

 
 

れ
ら
は
 共
 

 
 

論
は
神
を
 

 
 

ぅ
 。
し
か
 

 
 

く
円
 す
の
・
 

 
 

の
の
独
自
 

 
 

の
 絶
対
 無
 

と
、
 直
ち
に
結
び
っ
く
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

な
く
、
 
そ
 

 
 

し
て
そ
れ
 

 
 

の
 普
遍
性
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に
よ
っ
て
 

 
 

あ
る
が
ゆ
 

 
 

力
は
神
に
 

 
 

と
し
な
い
・
 

 
 

る
こ
と
に
 

 
 

女
 と
い
う
 

岡
部
雄
三
 

二
元
の
分
裂
と
は
無
縁
で
あ
る
。
 

 
 

ね
 た
 ェ
 

 
 

な
か
に
 

 
 

 
 

今
者
、
救
済
者
と
し
て
の
 

 
 

 
 

が
 ・
し
か
し
 べ
｜
メ
が
ど
 

 
 

 
 

を
得
 だ
の
か
、
今
日
の
べ
 

 
 

え
た
 ア
ー
メ
研
究
で
も
不
明
で
あ
る
。
 

 
 

ア
 協
会
の
 
 
 

落
す
る
。
 
 
 

 
 

っ
て
行
わ
れ
る
。
第
一
の
 

 
 

 
 

ぬ
 上
の
多
の
世
界
を
欲
望
 

 
 

 
 

動
き
は
、
そ
の
ま
ま
乙
女
 

 
 

 
 

こ
う
し
て
乙
女
ソ
フ
ィ
ア
 

に
は
測
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
 

 
 

フ
ィ
ア
を
 

 
 

 
 

陥
り
・
こ
の
間
に
彼
の
 

 
 

 
 

二
の
転
落
は
・
知
恵
の
木
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
そ
の
か
ら
に
は
か
っ
て
 

 
 

 
 

、
物
質
的
で
重
い
ご
つ
ご
Ⅱ
 
 
 

 
 

ダ
ム
も
 ま
 

つ
と
し
た
も
の
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
 

ア 第 
ダ 
ム 

四 

と @ 。 口 ロ 

ソフィ 
ア 
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現   

存   
す /@ 
  
    
ノン 

  
    

  
  
  
断 
片 

は 

そ 
  
詩 
の 岡 

    

  

断 
片     
正 修 
代   

  
わ 認れ るに る 道を賢                                                   

そろ わ   惟 求道はな と 

  

(416) 118 
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っ果 認れ 信れ ぅ き を 的 居、 識 

々 る 一 

  
で 人 し 場領 る 
あ 間 て で域が デ 

上古   
恨 もた等 い話ソ   

源 の こ が ね は ス 教 シ     

なの 教なテ 人主体調 メ い       る 教 
い に ま 二 こ た キ 

5 人 ず ュ の 形 ア 京間 第ソ最 との 「巨人 に 関 

  

つ     で るいた 甲わ 神裁 識自 

119 (417) 
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準し味間 釣床 前船 最 のは 来オ 酔に 彼 神事に 魔 っ 

  

  
想或 にと さ 在 性 不二 あ 体 

  

有し格をぎ 聖 

壷   

(418) 120 



 
 

対
し
て
・
 

 
 

 
 

説
は
 ・
 現
 

 
 

程
の
、
ギ
 

 
 

と
し
て
 正
 

し
い
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

ス
の
教
 

 
 

精
神
的
系
 

 
 

窺
わ
せ
る
 

 
 

そ
の
関
与
 

 
 

看
過
す
 事
 

は
 出
来
な
い
。
 

注
 

 
 

ト
 
㏄
 

 
 

0
 
 ㌧
）
 
曲
仲
 
o
 
@
 
 

の
 Ⅱ
由
ヰ
 

せ
 Ⅱ
 0
3
 
、
 か
 0
0
 
の
 

㈲
㌧
 団
 （
 
0
 
@
 
㌧
 ゴ
 が
の
 
隼
 0
.
 

の
の
の
 

㈲
㌧
 寸
 （
 
0
 
@
 
Ⅰ
が
名
ま
㏄
 
8
 片
 0
 
 
、
の
の
 
&
 田
 

㈲
㌧
 キ
ツ
 
（
 
o
 
@
 
の
 Ⅱ
 燵
苗
セ
 
Ⅱ
 
0
 ダ
ト
 0
 申
の
 

で
ゴ
 
の
 r
s
 
c
 

ゴ
ロ
・
 

せ
 ・
㌧
・
㏄
Ⅱ
 

㌧
 ア
目
 
0
 ㏄
 
0
.
 

 
 

コ
 %
W
 
一
 
o
H
 

日
Ⅰ
・
 

下
す
 m
.
 
下
 ・
 し
鰍
 
0
 「
 り
 田
打
の
（
・
の
・
の
㏄
の
 

 
 

会
 
部
 
四
 
第
 

  

 
 

」
を
 迎
 

 
 

治
世
に
・
 

 
 

れ
る
こ
と
 

 
 

で
 ・
中
央
 

 
 

シ
フ
 に
お
 

 
 

文
官
制
も
 

設
置
さ
れ
た
。
 

 
 

の
臣
り
仁
 

㏄
）
 

 
 

会
の
従
属
 

 
 

、
教
義
論
 

 
 

義
 」
に
 対
 

 
 

批
判
も
少
 

 
 

」
と
い
っ
 

 
 

妥
当
性
は
 

 
 

定
 し
が
た
 

 
 
 
 

い
も
の
が
 頷
ぐ
 。
 

 
 

 
 

 
 

い
て
、
 

 
 

 
 

吉
沢
五
郎
 

ビ
ザ
ン
 ッ
 文
明
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
 



第四部会  
 

 
 

中
心
と
す
る
神
秘
主
義
が
 
、
 

 
 

 
 

ク
 壁
画
が
、
そ
の
象
徴
的
 

 
 

 
 

」
に
 よ
 る
国
家
的
統
制
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
パ
ウ
ロ
派
が
根
 

 
 

 
 

 
 

 
 

m
 、
「
皇
帝
・
教
皇
室
 

た
 い
 。
「
訂
正
 録
 」
で
も
 

あ
っ
た
。
 

 
 

0
 
 
一
八
）
 

 
 

 
 

の
 失
敗
を
重
ね
、
「
 文
 

 
 

ロ
ー
マ
明
の
挫
折
 期
 」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

 
 

コ
ン
ス
 

 
 

ト
イ
ン
 

 
 

 
 

界
 史
的
視
点
に
立
っ
た
 
新
 

 
 

ロ
ー
マ
 文
 
 
 

れ
 
・
 よ
、
 

ゲ
 

 
 

 
 

西
洋
文
明
と
対
比
し
・
 
つ
 
 
 

 
 

サ
ン
ス
」
の
成
否
を
検
証
 

 
 

 
 

一
般
化
さ
れ
・
説
得
性
を
 

 
 

不
サ
ン
ス
増
す
も
の
と
な
ろ
 う
 。
 

 
 

ン
ス
論
は
 、
 

 
 

目
さ
れ
る
。
 

初
期
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
 0
 （
 口
 0
 は
 
つ
い
て
 

 
 

明
 の
 挫
 

 
 

帝
 ・
教
皇
 

小
 

坂
 

康
治
 

 
 

を
 満
た
す
 

有
力
な
歴
史
的
事
例
で
あ
る
。
 

 
 

と
し
て
 

 
 

 
 

と
で
、
当
時
の
ア
ウ
グ
 

 
 

 
 

口
 
と
悪
を
含
む
神
的
摂
理
の
 

(420) 122 



 
 

 
 

加
え
て
、
悪
の
概
念
も
明
 

 
 

 
 

い
も
の
の
場
合
に
は
一
応
 

 
 

 
 

秩
序
と
の
関
係
が
説
明
で
 

 
 

る
 。
」
（
Ⅱ
き
な
い
の
で
あ
る
。
 

 
 

。
そ
の
 一
 

 
 

志
論
ヒ
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

能
 で
あ
ろ
う
が
、
第
一
に
 

す
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
 

の
音
生
心
に
 
ト
 
よ
て
り
も
の
と
 

L
 
レ
、
 

 
 

 
 

の
 関
係
を
考
え
た
の
で
 悪
 

 
 

 
 

と
 思
わ
れ
る
。
第
二
に
悪
 

 
 

 
 

志
 輪
ヒ
に
お
け
る
秩
序
の
 

 
 

 
 

は
 秩
序
は
階
層
と
い
う
 意
 
 
 

 
 

宙
 全
体
に
お
け
る
個
々
の
 
 
 

 
 

Ⅰ
・
の
・
 
ふ
 ）
各
々
が
そ
の
あ
 

 
 

 
 

。
人
間
の
意
志
は
中
間
的
 

 
 

 
 

そ
の
あ
る
べ
き
秩
序
を
意
 

 
 

 
 

ぅ
 る
の
で
あ
る
。
し
た
が
 

 
 

で
あ
る
 

 
 

白
 ・
 ト
も
 
）
 

 
 

）
と
も
 

 
 

と
い
う
 

 
 

 
 

か
ら
神
に
 ょ
 る
の
で
は
な
 

 
 

 
 

さ
れ
た
問
題
は
向
自
由
意
 

 
 

 
 

と
 思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
・
神
が
 

 
 

 
 

 
 

123 (421) 
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@ 

マ 

  ス 
  

ア 
ク 

  

ナ 

  ス 

の 

天 
使 
払 
百拝Ⅱ 

  
り すて合お天蓋は 人 る 。 貞 

          ほろ でとい使を自間 
、 男使 場 。 な何 ては有体の こ 

 
 

る
べ
き
 場
 

 
 

る
か
ら
、
 

 
 

の
中
に
あ
 

 
 

に
 用
い
ら
 

 
 

て
い
る
。
  

 

、
 神
々
に
 

 
 

 
 

の
を
認
識
 

蛇
 

 
 

0
 個
別
性
 

 
 

 
 

 
 

未
来
の
事
 

 
 

は
人
の
心
 

 
 

の
 考
え
や
 

 
 

か
ら
知
っ
 

 
 

物
 が
何
で
 

 
 

な
ど
が
・
 

そ
れ
自
ら
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
 

 
 

、
本
性
 

 
 

い
て
は
・
 

 
 

、
憤
怒
 と
 

 
 

の
 働
き
・
 

 
 

て
お
り
・
 

 
 

す
る
。
 ま
 

 
 

に
お
い
て
 

 
 

己
 よ
り
も
 

先
ず
神
を
愛
す
る
。
 

 
 

福
 の
 対
 

 
 

も
 恩
寵
を
 

 
 

な
い
。
 天
 

 
 

使
達
 に
有
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創
造
の
最
 

 
 

・
そ
の
 罪
 

 
 

口
 
矢
 

 
 

す
る
。
 最
 

 
 

が
 、
多
数
 

小
山
田
丸
 

 
 

た
め
に
、
 

 
 

わ
さ
れ
、
 

 
 

ラ
ン
テ
 

 
 

 
 

考
察
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
 

 
 

 
 

べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
図
 

 
 

 
 

イ
グ
 ノ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
 直
 

に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
 

 
 

こ
と
で
、
 

 
 

 
 

無
知
は
、
そ
れ
だ
け
で
 

 
 

 
 

が
あ
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

よ
 う
 に
し
 
 
 

で
、
は
 
 
 

 
 

口
 0 母
お
 ）
と
書
い
て
お
り
、
 

 
 

硬
論
 に
  

 

し
て
い
る
。
 

 
 

、
天
使
は
  

 

の
で
あ
る
。
 

 
 

ス
 に
お
い
  

 

と
い
行
人
 

 
 

シ
ス
コ
 

 
 

に
 ・
無
限
 

 
 

 
 

く
 ・
そ
う
い
う
こ
と
を
も
 

コ
 ト
ゥ
ス
の
中
間
的
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
 

 
 

、
厳
密
な
 

 
 

と
ん
ど
い
 

 
 

れ
が
知
の
 

 
 

る
こ
と
、
 

 
 

、
わ
れ
わ
 

Ⅰ 25 (423) 
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進
上
、
 わ
 

 
 

ヌ
ス
 の
 い
 

お
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

ち
 
（
 ソ
 

 
 

ぅ
 こ
と
が
 

 
 

と
 L
 
レ
 ナ
Ⅰ
 
靭
辿
 

 
 

か
な
か
っ
 

 
 

い
る
こ
と
 

 
 

り
を
考
え
 

 
 

い
 う
 状
態
 

 
 

な
た
の
 ょ
 

 
 

し
 、
端
綱
 

 
 

も
の
し
か
 

 
 

い
て
 L
 ）
 

 
 

の
 
一
致
 

 
 

。
そ
れ
を
 

 
 

0
 口
の
仁
の
）
 

臣
 

 
 

て
ら
れ
 

 
 

れ
る
の
だ
 

 
 

所
を
 ・
 ク
 

 
 

ス
 に
お
い
 

 
 

は
な
い
。
 

 
 

は
 相
対
的
 

 
 

り
 一
遍
の
  

 

 
 

 
 

て
 

早
乙
女
 
祀
子
 

 
 

、
 彼
の
 

 
 

づ
ゴ
 
0
 日
が
の
 

 
 

 
 

法
的
に
 

 
 

差
異
を
看
 

敬
 す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
 

自
然
 

 
 

が
 知
識
の
 

 
 

の
 一
致
」
 

 
 

ま
で
反
対
 

 
 

ふ
つ
 ぅ
 の
 

 
 

ら
れ
る
だ
 

 
 

ゆ
ず
ら
 な
 

 
 

か
、
 そ
 う
 

 
 

汝
が
 住
む
 

 
 

悟
性
の
最
 

 
 

い
る
。
 そ
 

 
 

な
い
。
」
 

 
 

 
 

(424) Ⅰ 26 



 
 

 
 

ト
 に
お
 け
 

ぎ
の
中
 

に
 見
出
し
て
い
る
。
 

 
 

み
見
 

 
 

 
 

ド
 E
 片
オ
 
の
 
Ⅱ
 

 
 

見
出
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

け
る
 神
 

 
 

念
を
捉
え
 

 
 

論
 と
の
 関
 

 
 

神
曲
ト
レ
の
 

ゴ
 ㏄
 

 
 

「
お
の
巨
を
 

 
 

る
 如
く
 、
 

  

 
 

を
 受
容
 し
 

 
 

ハ
 解
釈
に
 

 
 

真
の
自
己
 

 
 

、
「
自
己
 

 
 

昔
 弁
証
法
 

 
 

の
愛
 
（
 
神
 

 
 

媒
介
的
な
 

 
 

 
 

ト
の
律
 

 
 

拐
 
の
 自
 

 
 

 
 

よ
っ
て
 い
 

  

 
 

で
あ
る
と
 

 
 

0
 こ
の
中
 

 
 

 
 

愛
は
十
戒
 

 
 

金
 律
呂
・
 

 
 

変
 に
よ
っ
 

 
 

 
 

 
 

を
 中
心
 

 
 

規
範
を
十
 

 
 

表
 と
同
様
、
 

 
 

あ
る
。
 こ
 

 
 

非
キ
リ
ス
 

 
 

の
 く
 
H
 Ⅱ
 め
 ・
い
中
 

 
 

を
 得
て
 

 
 

法
 
（
神
の
 

 
 

よ
 う
 に
 思
 

 
 

態
度
に
帰
 

 
 

仰
に
よ
っ
 

 
 

う
こ
と
、
 

 
 

即
ち
世
俗
 

 
 

し
た
こ
と
 

を
 実
証
す
る
。
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

り
 、
律
法
 

 
 

、
キ
リ
ス
 

127 (425) 
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表
 わ
さ
れ
て
い
る
。
「
 

何
 

 
 

 
 

人
 ひ
と
・
り
の
人
間
は
 

、
彼
 

 
 

 
 

実
 と
は
対
照
的
な
 
、
 新
し
 

 
 

の
 意
味
は
 

 
 

ぅ
 こ
と
、
 

 
 

 
 

 
 

で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
数
ム
 

広
 

 
 

 
 

こ
の
歴
史
の
中
心
は
 

、
キ
 

 
 

 
 

存
在
で
あ
り
・
こ
の
中
心
 

 
 

し
て
こ
れ
 

 
 

そ
の
中
心
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
宣
教
論
 

 
 

心
 後
は
 、
 

１
１
そ
の
神
学
的
基
礎
 

づ
 げ
に
つ
い
て
 

顕
在
の
時
期
と
さ
れ
る
。
 

 
 

界
 に
わ
 

 
 

の
み
、
 

男
 

 
 

活
動
と
し
 

 
 

 
 

教
の
意
味
で
あ
る
、
 

と
 

 
 

し
い
実
在
言
い
切
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

に
も
は
 

 
 

て
く
れ
る
 

 
 

 
 

定
を
肯
定
と
い
う
二
つ
の
 

 
 

 
 

在
 を
か
け
た
否
定
と
い
う
 

 
 

外
へ
の
 
束
 

 
 

抹
 す
る
。
 

伝
達
は
可
能
と
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
い
う
受
容
で
あ
り
、
 

 
 

場
か
ら
、
  

 

の
 親
臨
 仁
 

 
 

 
 

そ
れ
は
ま
た
、
知
的
歪
曲
 

 
 

 
 

心
の
構
造
に
は
、
霊
の
共
 

(426) 128 
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格
 が
あ
る
、
 

と
し
て
い
る
。
 

ユ
ン
グ
の
内
的
体
験
と
宗
教
観
 

 
 

間
 の
 生
 

久
保
田
圭
 
伍
 

 
 

う
 探
求
 へ
 

 
 

し
て
、
 そ
 

 
 

置
 を
占
 

 
 

薬
 さ
れ
、
  

 

・
彼
の
内
 

 
 

 
 

広
 口
の
中
で
、
「
私
の
人
 

 
 

 
 

成
 と
し
て
  

 

内
的
な
こ
 

 
 

 
 

そ
な
え
て
い
る
こ
と
が
わ
 

 
 

か
る
の
で
す
。
」
（
傍
点
は
筆
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

の
 キ
リ
 

 
 

構
造
を
 、
  
 

り
 、
こ
れ
 
 
 

 
 

ず
 第
一
の
キ
リ
ス
ト
教
で
 

 
 

を
 分
析
し
 ，
 
 
 

改
革
派
に
 

 
 

い
う
こ
と
  

 

た
 。
し
か
 

 
 

 
 

統
的
 キ
リ
ス
ト
教
か
ら
 見
 

 
 

 
 

「
中
世
だ
っ
た
ら
火
あ
 ぶ
 

 
 

 
 

自
身
の
キ
リ
ス
ト
教
の
特
 

 
 

 
 

リ
ス
ト
教
観
に
決
定
的
な
 

 
 

 
 

（
十
二
歳
）
の
。
ハ
ー
ゼ
ル
 

 
 

 
 

」
こ
で
彼
は
・
生
け
る
神
は
姥
  
 

 
 

 
 

存
在
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
 

 
 

 
 

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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0
 対
談
 

 
 

知
っ
て
 い
 

 
 

い
 う
 直
接
 

 
 

グ
の
 い
 う
 

 
 

で
き
る
 神
 

 
 

 
 

普
遍
的
な
 

 
 

遠
的
無
意
 

 
 

 
 

は
そ
れ
を
 

 
 

形
成
し
た
 

 
 

て
、
ユ
ノ
 

 
 

始
め
た
、
 

 
 

の
頃
、
彼
 

 
 

し
い
内
的
 

 
 

に
 向
い
・
 

 
 

い
、
一
八
 

 
 

 
 

 
 

と
を
、
 
こ
 

 
 

っ
て
 、
彼
 

 
 

私
の
生
涯
 

 
 

質
的
な
こ
 

 
 

心
像
で
あ
 

 
 

い
 と
す
る
 

の
も
・
彼
自
身
の
内
的
体
験
に
基
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

ゼ
と
呼
 

 
 

し
た
。
 
ヌ
 

 
 

期
待
 往
 

生
 」
の
「
 即
 」
に
つ
い
て
 

 
 

剋
 の
 極
 

促
を
光
 閲
す
る
な
り
」
 

 
 

」
を
「
 信
 

 
 

」
は
「
 信
 

 
 

「
一
念
 
多
 

 
 

」
「
正
宏
 

 
 

さ
だ
ま
り
 

 
 

と
述
べ
ら
 

れ
て
い
る
。
 

 
 

間
 の
 流
 

「
 即
得
 往
生
」
と
「
希
望
（
 む
 "
 。
の
）
」
 

岩
本
 
泰
波
 

 
 

え
た
ダ
イ
 

 
 

 
 

 
 

先
述
の
分
 

 
 

 
 

遍
 的
無
意
㈱
 

 
 

と
で
あ
る
。
 

 
 

が
 、
そ
の
 

背
後
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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ち
肇
こ
 

 
 

」
こ
と
で
 

 
 

 
 

る
 。
「
患
難
が
忍
耐
を
生
 

 
 

 
 

が
 
「
希
望
を
生
み
出
す
」
 

と
 パ
ウ
ロ
は
言
っ
て
い
る
。
 

う
 」
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

 
 

る
が
 如
 

 
 

し
こ
と
 

 
 

 
 

「
将
来
、
啓
示
さ
れ
よ
 う
 

 
 

 
 

な
い
」
も
の
で
あ
る
か
ら
 

 
 

 
 

を
 」
「
忍
耐
を
も
っ
て
 
熱
 

 
 

 
 

」
は
ま
さ
し
く
、
「
十
字
 

 
 

 
 

」
を
 
"
 信
ず
る
 "
 こ
と
で
 

 
 

 
 

と
 共
に
死
ぬ
」
こ
と
が
、
 

 
 

 
 

と
を
 
"
 信
ず
る
 "
 こ
と
で
 
 
 

 
 

。
た
だ
「
 み
 子
の
姿
に
似
 
 
 

 
 

画
 」
に
自
ら
の
「
行
為
」
 

 
 

 
 

と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
 
け
 

 
 

証
 が
決
定
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

親
臨
 す
 

 
 

う
 な
生
の
  

 

「
 即
得
往
 

動
向
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

童
詩
・
無
量
光
」
と
さ
 

 
 

 
 

る
と
い
え
よ
 う
 。
 

 
 

出
さ
れ
 

勒
 

 
 

」
と
な
の
 

 
 

 
 

を
 決
定
す
 

で
あ
る
。
 

 
 

 
 

と
し
て
「
信
心
の
智
 
紐
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
。
 



 
 四
 

実
践
的
キ
リ
ス
ト
教
の
エ
ー
ト
ス
 

第
 

金
井
新
三
 

 
 

る
に
 
至
 

 
 

エ
 ス
・
 
キ
 

 
 

為
 で
あ
っ
 

 
 

ぐ
っ
て
 

、
 

 
 

 
 

 
 

ま
れ
る
 
一
 

 
 

年
か
 
・
 長
 

 
 

ま
で
あ
り
 

 
 

、
 
@
 
U
 
」
 し
 

 
 

し
 絶
望
し
 

 
 

う
 。
 歩
 く
 

 
 

な
ど
で
は
 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

面
か
ら
み
 

 
 

 
 

か
れ
を
 苦
 

㍼
 

 
 

分
の
場
所
 

 
 

、
 死
を
前
 

 
 

れ
は
、
 隣
 

 
 

他
人
の
救
 

 
 

あ
っ
た
 と
 

 
 

れ
の
出
生
 

 
 

で
は
な
か
 

 
 

か
い
つ
ま
 

 
 

子
 」
）
で
 

 
 

、
 家
の
破
 

 
 

に
 、
元
来
 

 
 

を
 寄
せ
う
 

 
 

格
を
形
成
 

 
 

れ
 の
う
ち
 

 
 

の
 強
い
共
 

 
 

彼
に
対
し
 

 
 

独
を
頂
点
 

 
 

し
て
神
学
 

 
 

か
れ
の
 居
 

場
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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存
在
の
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

一
 、
近
代
社
会
に
対
す
る
閉
鎖
的
対
決
姿
勢
 

 
 

ト
教
 的
実
 

 
 

る
 従
順
 

 
 

。
こ
れ
に
 

の
 強
調
 

 
 

イ
ェ
ス
の
 

三
 、
細
か
い
法
規
に
よ
る
教
会
活
動
の
画
一
化
 

 
 

与
，
え
、
こ
 

 
 

。
こ
れ
が
 

 
 

ら
ず
、
 

 
 

 
 

し
ろ
強
化
さ
れ
て
い
る
と
 

 
 

教
的
ヱ
｜
  

 

の
に
・
後
 

 
 

危
機
か
ら
  

 

九
一
年
六
 

 
 

（
 ェ
 テ
ィ
  

 

が
 ・
一
人
 

 
 

 
 

三
層
司
教
が
置
か
れ
る
 
形
 

 
 

 
 

の
要
丑
謂
に
墓
 
つ
き
、
一
八
 

 
 

 
 

れ
ま
で
日
本
と
同
一
地
方
 

 
 

 
 

一
 地
方
区
に
所
属
さ
せ
た
 

 
 

好
例
で
あ
こ
と
・
等
の
事
情
に
よ
る
。
 

る
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

十
八
日
 

 
 

五
月
十
二
 

 
 

足
面
 を
補
 

 
 

 
 

も
の
が
 多
 

 
 

フ
リ
ー
 

玄
 

青
山
 

 
 

六
章
に
分
⑪
 
 
 

 
 

 
 

め
て
い
る
。
紙
幅
に
制
 

 
 

 
 

、
 例
え
ば
第
一
二
車
 の
 1
 に
 

舖
 
 
 

 
 

徴
的
 性
格
は
次
の
よ
う
な
言
葉
が
読
ま
れ
る
。
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さ
れ
ず
に
施
行
さ
れ
て
 

 
 

の
 
義
務
い
た
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

と
口
 

解
と
 

を
何
 
聖
体
拝
領
の
務
め
も
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。
」
 

虐
げ
ら
れ
た
者
の
論
理
と
聖
書
の
贈
 

罪
 精
神
 

韓
国
人
被
爆
者
を
中
心
と
し
て
 

 
 

し
て
 
細
 

 
 

は
 
、
信
仰
 

木
原
 範
恭
 

 
 

会
や
職
場
 

 
 

る
 
人
々
 

 
 

で
い
る
 

信
 

 
 

 
 

立
を
考
え
る
。
同
氏
は
 

一
 

 
 

 
 

殺
し
た
安
重
根
を
例
に
と
 

イ
ヱ
ス
 

を
裁
い
た
ピ
ラ
ト
の
法
廷
 

に
 
た
と
え
る
。
 

 
 

て
 
開
催
さ
り
、
 

 
 

止
 
す
 

 
 

が
 
、
明
治
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中
で
も
・
  

 

広
島
市
在
 

 
 

 
 

 
 

で
き
る
と
 

他
の
国
名
を
あ
げ
た
者
は
 

 
 

植
民
地
的
 

 
 

 
 

二
位
反
戦
的
話
題
は
二
九
 

 
 

 
 

同
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
 

 
 

 
 

争
や
原
爆
よ
り
も
、
被
植
 

 
 

て
い
る
。
  

 

い
る
こ
と
 

 
 

 
 

被
害
よ
り
も
深
い
傷
跡
を
 

を
 反
映
し
て
い
る
。
」
 

残
し
て
い
る
こ
と
を
こ
の
資
料
は
物
語
っ
て
い
る
と
い
う
。
 

 
 

ヒ
の
論
 

 
 

た
 人
に
 

 
 

 
 

 
 

の
 救
援
」
 

 
 

 
 

求
は
強
制
連
行
、
強
制
 

 
 

 
 

る
と
説
明
し
て
い
る
。
 

 
 

応
な
し
に
 
 
 

責
任
が
 
 
 

ヒ
 と
い
う
  

 

人
達
の
目
 

ひ
 ひ
 ぎ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

 
 

る
 。
 

 
 

華
 農
事
 

 
 

知
っ
た
 

 
 

 
 

の
真
の
解
放
と
民
族
の
独
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
 

 
 

は
、
日
 

 
 

的
な
 賄
靭
 
 
 
 
 

 
 

る
 軍
国
日
  

 

る
こ
と
さ
 

木
の
圧
制
と
み
る
。
 

 
 

え
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

 
 
 
 

 
 

さ
れ
た
 

 
 

被
害
 実
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に
 、
人
間
は
信
仰
に
至
る
 

 
 

 
 

か
な
い
と
い
う
点
で
あ
り
・
 
H
6
 

 
 

 
 

意
志
の
自
由
は
そ
れ
に
 
ょ
 

 
 

 
 

二
点
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
 

（
 
収
 

 
 

 
 

れ
が
見
ら
れ
る
事
も
亦
 
否
 

 
 

 
 

し
て
、
人
を
信
仰
に
 
導
 

 
 

、
前
者
は
 

 
 

者
 ら
は
・
 

 
 

 
 

予
定
さ
れ
た
人
に
の
み
 
付
 

 
 

 
 

Ⅰ
三
円
。
口
ロ
日
出
口
の
 

4
 口
。
 目
 

 
 

 
 

ぞ
れ
名
付
け
て
い
る
が
、
 

 
 

 
 

ハ
 
縁
の
、
窺
測
し
得
ぬ
規
準
 
 
 

 
 

れ
て
い
る
と
の
確
証
は
得
 

が
ら
も
応
分
の
補
償
を
求
め
よ
う
と
も
し
な
い
。
 

 
 

己
が
救
 い
 

 
 

 
 

は
 ）
と
考
え
る
の
で
あ
 

題
は
余
り
に
も
深
刻
で
あ
る
。
」
 

 
 

Ⅴ
 と
 八
ぬ
・
 

 
 

 
 

或
る
側
面
を
特
に
強
 

跡
 的
な
救
い
に
似
た
も
の
が
 
今
 求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

よ
り
 義
と
 

 
 

か
も
知
れ
 

。
ハ
ス
カ
ル
の
「
恩
寵
文
室
 目
 」
に
 

 
 

い
と
パ
ス
 

 
 

も
の
と
し
 

於
け
る
信
仰
と
論
理
 

 
 

義
 化
に
続
 

 
 

・
最
終
的
 

道
鉢
波
 穂子
 

 
 

る
か
ら
、
 

 
 

 
 

で
 遺
棄
し
た
ま
ま
 遠
ざ
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  件数 がパ のとか 

煮 にの人をす解 司性はは 
ト 0 「 い 

    
折 か者 と か だに 体拠語 『 だ同キの 「 に 

パ服．の Ⅰ 克くュ ピ然 自ら 威カ デ   
ル と如 ク学 っル   

力 し き テ にて ト 
か て ス、 ト 甚 い 哲 

の   
@   
ス 

力 ル 教義、 ・に、 重てた大 ないるき 
ト で 根、 り る デ く 
哲あ 拠 ) 合こ 力形   。 解い っわた実で安にた 記     
め れ 、 ス げ徳 ・ 内容 六ゴヵは デル " は " 自 無 官 

彩 を 力 ル めスそ学氷 キト れ ・ 

而 ト リ アが 道     
っ 験の り     

137 (435) 
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ず
 形
而
上
 

 
 

神
の
現
実
 

 
 

 
 

性
が
、
そ
 

 
 

 
 

念
 し
か
 持
 

 
 

力
 ル
酌
 理
 

 
 

に
み
れ
ば
、
 

 
 

の
 近
代
 機
 

 
 

的
に
全
く
 

 
 

と
い
う
こ
 

 
 

 
 

の
 与
り
 知
 

い
う
こ
と
 

 
 

志
 も
ま
た
 

 
 

源
 約
コ
 義
 

 
 

、
最
早
 不
 

で
あ
る
。
 

 
 

の
手
 

 
 

入
神
・
 魂
 ・
 

 
 

反
定
立
 

 
 

神
の
存
在
 

 
 

形
に
な
っ
 

 
 

性
が
己
れ
 

 
 

賢
者
・
 賢
 

 
 

自
己
愛
 即
 

 
 

嘆
い
て
い
  
 

号
 と
読
ん
 
 
 

 
 

歴
史
的
証
 

H
 

 
 

め
た
入
超
 

 
 

 
 

 
 

が
 、
一
致
 

 
 

て
い
る
、
 

 
 

と
 読
ん
で
、
 

 
 

 
 

徳
 的
証
明
 

 
 

の
 習
慣
に
 

 
 

 
 

リ
ス
ト
 教
 

 
 

 
 

 
 

キ
リ
ス
ト
 

 
 

 
 

し
め
、
 
こ
 

 
 

 
 

る
 克
服
と
 

 
 

れ
は
舌
ロ
 ぅ
 

 
 

、
た
だ
 神
 

 
 

一
口
 

子
 げ
る
時
、
 

 
 

 
 

 
 

る
 パ
ス
カ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

心
情
Ⅴ
へ
、
 

 
 

 
 

 
 

肯
定
す
る
 

 
 

  

 
 

 
 

の
神
秘
 体
 

 
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

欠
け
れ
 ば
 

 
 

「
 紬
 ル童
 
士
 
」
 

 
 

」
を
常
に
 



 
 

々
の
古
ホ
 

 
 

る
と
思
わ
 

 
 

の
場
で
 概
 

 
 

自
覚
す
る
 

 
 

の
間
に
は
 

 
 

る
 宗
教
的
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

る
 。
 今
 仮
に
か
よ
う
な
角
度
か
ら
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
 罪
 」
 
（
の
ロ
口
ロ
㏄
・
 

 
 

明
ら
か
に
 

 
 

検
討
し
 

 
 

く
 宗
教
学
 

的
な
立
場
に
立
つ
こ
と
を
断
っ
て
お
ぎ
た
い
。
 

 
 

Ⅰ
 
）
（
 
キ
ん
 

ム
 

 
 

走
 す
る
 根
 

 
 

は
こ
の
上
に
お
 

 
 

悪
の
傾
向
は
根
 

 
 

（
 
ゴ
 「
 
下
 ・
～
。
 

加
藤
智
見
 

 
 

で
、
生
 き
 

る
の
で
あ
る
。
 

ミ
 ・
田
子
 の
 ～
に
お
け
る
。
。
韻
の
 
q
F
 
：
の
論
理
 

 
 

弄
 は
、
端
的
 

 
 

。
そ
の
 根
 

 
 

の
 せ
の
巳
の
せ
 

 
 

神
の
前
に
 

 
 

（
 
ミ
ト
 ・
 
m
 の
・
 

 
 

否
定
し
て
 

 
 

を
 肯
定
す
 

 
 

 
 

く
肉
 と
し
 

 
 

限
り
そ
れ
 

 
 

ら
 立
ち
直
 

 
 

め
 ㏄
Ⅱ
）
の
で
 

 
 

、
 離
れ
、
 

 
 

こ
と
に
あ
 

 
 

係
 に
生
ま
 

 
 

間
 に
よ
っ
 

 
 

て
 向
き
を
 

 
 

さ
 こ
と
が
 

 
 

入
 に
全
 関
 

 
 

0
 回
、
心
の
 

 
 

っ
た
 観
点
 

 
 

 
 

 
 

タ
 ー
を
 苦
 

 
 

の
に
な
る
 

0
9
3
 

 
 

の
 転
換
は
 

ュ
 



 
 

 
 

う
 毛
の
串
は
 、
 

の
 主
で
 

 
 

 
 

 
 

っ
て
は
 
信
 

 
 

い
 。
「
 信
 

 
 

善
に
な
っ
 

 
 

善
悪
、
罪
、
 

 
 

、
毛
織
 ガ
 

 
 

な
 実
態
と
 

 
 

に
よ
っ
て
 

 
 

が
 生
ま
れ
、
 

 
 

体
 と
な
り
、
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

神
に
自
ら
 

 
 

意
志
に
か
 

 
 

か
よ
う
な
 

 
 

が
 考
え
 ろ
 

 
 

い
と
思
 う
 。
  
 

っ
て
 、
 

 
 

格
を
、
そ
 

 
 

」
㌧
ユ
日
 

w
.
 

 
 

に
 見
る
こ
 

 
 

革
 そ
の
も
 

 
 

た
 。
一
般
 

 
 

果
た
し
て
、
 

ど
こ
ま
で
 遡
 れ
ば
十
分
か
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
る
。
 

 
 

し
 ・
 書
 

 
 

者
 た
る
 鯉
 

 
 

は
 聖
書
の
 

 
 

に
ま
で
 戻
 

 
 

他
 な
ら
な
 

 
 
 
 

 
 

ハ
ル
タ
 

 
 

つ
 と
も
 ツ
 

 
 

リ
ス
ト
 教
 

 
 

は
バ
プ
テ
 

 
 

ヴ
ィ
 ソ
グ
 

再 
洗 
ネし 

派 
の 

歴 
史 五 
ほ識 

出 

村 

毒杉 

(43a Ⅰ Ⅰ 40 
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l フさ、 たがグ りこ 
とな ないれ、 そもこ か   
るかぞ 等 ら   
み こ 史教か   
的の果「が 

    
と 「理に プ 
す 信と 回て 
る仰矛着イ 
ッ 0 層すア 

ヴみ 々」挿の ・ る も ッ 
ンが 着で ヴ 
グ モ を あ ィ 
リ ヂ 来る ソ 

景藝 雪女 鏡妻笘碑 亀手 喜は 三枚 グ吝 窮し、 

  
速 か ろ ト に つ ョ な活い ョ は出てなし 歴 

  

  

はポポ 、 ジジ （ 去っ最 な す と分し グ教識 原プる の 

  
れ発も 月か 然 げい すら位が 
百題 こ二ら神 
分 のの二 % 学 限 
の続 間 日起の 
主編 顕宗 さ新   

ヰア 、 - れブ イ来数 に持 あ スれ ッ て他   つ 
な た り 学諸可 
立る 上で 宗能 
場 Ⅱ げ開教性   

を こ らかのを 立圃 批洗た独と プ史 り さの 
明 のれれ刈 間   

    

あ と マスを ヴ が 歴 み も に 射 話わシシ れののさか れの 治 
め れ ソンる異   

141 (439) 
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を 『 あ   
の さ 

  
世 
界 

宗教 

の 
つで 般る 

出 
ム 
33- 

Ⅰ イ Ⅱ   

    

  
(440) 142 



 
 

も
 共
に
 罪
 

 
 

コ
ス
 の
 遍
 

 
 

ス
 の
 よ
 う
 

 
 

ス
ト
教
の
 

 
 

従
っ
て
 彼
 

 
 

見
出
し
た
。
 

 
 

現
し
た
か
 

 
 

生
き
て
い
 

 
 

も
た
せ
、
 

 
 

起
っ
た
。
 

 
 

ロ
ゴ
ス
 

 
 

 
 

も
文
化
交
 

女
主
義
者
 

 
 

ツ
ィ
ニ
 派
 

 
 

ト
 教
の
合
 

 
 

グ
 と
へ
 一
 

 
 

イ
エ
 ル
 マ
 

 
 

界
 宗
教
 

 
 

に
お
け
る
 

 
 

定
 し
て
、
 

キ
リ
ス
ト
の
特
殊
啓
示
を
強
調
し
た
。
 

 
 

 
 

 
 

先
ず
あ
る
宗
教
 

 
 

が
 文
明
 

 
 

状
況
に
も
 

 
 

を
 問
題
と
 

 
 

"
 神
 "
 は
 

 
 

で
あ
る
。
 
143 (441) 

碧
 

井
桁
 

ニ
ン
グ
分
析
心
理
学
に
お
け
る
 "
 神
 "
 

 
 

し
て
極
的
 

 
 

他
方
の
宗
 

 
 

対
話
も
葛
 

 
 

態
度
を
も
 

 
 

、
普
 -
 
遍
 的
、
 

 
 

な
ら
な
い
。
 

 
 

ホ
 は
相
対
 

 
 

さ
れ
た
 諸
 

 
 

的
に
意
義
 

 
 

ま
へ
の
 統
 

 
 

現
象
を
否
 

 
 

ら
せ
る
こ
 

 
 

聖
に
 何
げ
 

て
 世
界
宗
教
が
止
揚
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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そ な も   

捉                                     導 のと 定 過るを 主て合   

    
体 ななの と精をと と   
復況 な心 体の共でし 神理 を打 個し大 持った 牛方 な       

(442) 144 



 
 

）
ヰ
ム
）
 

サ
 

 
 

の
 暗
夜
」
 

 
 

一
つ
の
 

 
 

の
 一
致
 

 
 

語
 の
も
と
 

 
 

る
 。
前
者
 

 
 

。
二
つ
の
夜
は
 

 
 

局
 四
つ
の
夜
が
 

 
 

鶴
岡
 
賀
雄
 

十
字
架
の
聖
ヨ
ハ
ネ
の
一
局
面
 

神
秘
神
学
の
こ
と
ば
 

 
 

の
神
の
像
 

 
 

体
現
し
え
 

 
 

約
し
て
い
 

つ
 ヰ
ハ
 

-
 
し
 
。
 

 
 

関
係
 

 
 

て
ゆ
く
の
 

 
 

る
こ
と
が
 

 
 

る
そ
の
 ょ
 

う
 な
宇
宙
の
中
に
 
ュ
ソ
グ
 は
生
き
た
の
で
あ
る
。
 

  
  

  
  

145 (443) 



レ
 。
）
そ
こ
 

こ
そ
、
下
マ
神
と
の
真
の
出
会
い
は
為
さ
れ
る
。
 

ネ
し
 

 
 

 
 

葉
は
絶
え
る
。
 

 
 

的
な
心
の
働
き
 

 
 

化
し
て
 明
 

 
 

、
こ
の
 受
 

 
 

応
じ
て
、
 

 
 

ハ
不
の
叙
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

し
て
書
か
 

 
 

「
闇
の
光
 

 
 

薪
 」
な
ど
、
 

 
 

く
る
。
 

 
 

依
イ
ハ
 

Ⅰ
 
壁
 一
白
 

 
 

暗
夜
」
が
 

 
 

を
 克
服
し
 

 
 

の
ま
ま
に
 

 
 

る
 、
「
 霊
 

 
 

彼
の
言
葉
 

 
 

析
の
言
葉
 

 
 

夜
 」
よ
り
 

 
 

い
 た
か
ら
 

で
は
な
い
か
。
 

 
 

」
と
い
 

ぅ
 言
葉
は
も
は
や
単
な
る
 讐
愉
 で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
 

浴
 
ネ
 

市
川
 

 
 

ど
の
よ
 

 
 

二
 に
そ
の
 

実
質
的
側
面
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 
 

る
 解
釈
の
 

 
 

リ
エ
ン
ト
 

 
 

的
 概
念
形
 

 
 

古
代
オ
リ
 

 
 

秩
序
を
形
 

 
 

に
は
名
字
 

 
 

お
り
、
 こ
 

 
 

ヌ
 ・
 エ
ソ
 

 
 

間
の
運
命
 

 
 

指
摘
は
正
 

 
 

捉
え
て
い
 

 
 

の
 主
神
 マ
 

 
 

世
界
の
秩
 

 
 

所
 を
設
 け
 

 
 

を
 置
き
、
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
 

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
創
造
神
話
の
論
理
 

(444) 14S 



 
 

め
ら
れ
、
 

 
 

れ
る
。
 実
 

 
 

日
常
の
出
 

 
 

命
は
占
星
 

 
 

が
 社
会
的
 

 
 

投
影
」
で
 

 
 

知
 の
も
の
 

 
 

っ
た
世
 

 
 

身
近
に
起
 

こ
る
日
常
の
出
来
事
に
関
す
る
判
断
を
導
く
。
 

 
 

識
の
方
向
 

 
 
 
 

か
ら
都
市
 

 
 

「
王
権
 

 
 

さ
れ
、
 王
 

 
 

市
 が
確
固
 

 
 

び
 ア
ッ
 カ
 

 
 

労
働
の
肩
 

 
 

設
備
の
た
 

 
 

労
働
の
以
 

 
 

 
 

 
 

中
心
と
す
る
 神
 

 
 

び
目
 」
 の
 

 
 

試
み
は
、
 
邸
 
 
 

 
 

が
 、
そ
の
 

 
 

機
能
に
つ
 

仰
 
 
 

 
 

一
度
、
 そ
 

博
 

土
屋
 

福
音
書
伝
承
の
形
成
と
象
徴
的
行
為
 

 
 

メ
 l
 ル
ゐ
ホ
 

 
 

神
ェ
 
ソ
キ
 

 
 

深
淵
）
で
 

 
 

水
を
意
味
 

 
 

神
殿
戸
・
 

 
 

界
 と
深
淵
 

 
 

る
 0
 こ
 う
 

 
 

コ
ス
モ
 ロ
 

ジ
ー
の
中
心
に
置
か
れ
る
に
至
る
。
 

 
 

0
 人
々
 

 
 

心
 を
は
ら
 

 
 

た
 。
そ
し
 

 
 

き
た
り
を
 

 
 

こ
と
を
 意
 

抹
 す
る
。
 



 
 

も
あ
り
 
の
お
す
こ
と
に
よ
 

ぅ
る
 

 
 

 
 

業
績
は
 、
 

 
 

た
る
ま
で
 

 
 

知
の
如
く
 、
 

 
 

伝
承
に
 分
 

 
 

撫
 す
る
。
 

 
 

ま
と
め
に
 

 
 

散
漫
な
 分
 

 
 

、
編
集
 史
 

 
 

っ
て
と
ら
 

 
 

す
も
の
と
 

 
 

も
ち
、
 彼
 

 
 

生
じ
た
。
 

 
 

伝
承
を
 

 
 

が
 つ
 研
究
 

 
 

の
が
現
状
 

 
 

%
 を
さ
ぐ
 

 
 

。
は
、
あ
る
 

 
 

、
そ
れ
ら
 

 
 

る
た
め
に
、
 

 
 

原
型
が
 、
 

 
 

萌
 さ
れ
な
  
 

と
ら
え
よ
 

 
 

こ
と
で
あ
 

 
 

張
 で
あ
る
。
 

 
 

の
神
学
的
 

 
 

 
 

 
 

教
義
の
確
 

 
 

と
 結
び
っ
 

 
 

 
 

 
 

が
ら
も
、
 

 
 

は
い
た
っ
 

 
 

類
型
に
 ょ
 

 
 

教
 現
象
を
 

 
 

ま
に
し
て
 

 
 

こ
に
積
極
 

的
な
契
機
を
見
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 
 

的
考
 

 
 

試
み
、
 奇
 

 
 

・
 ミ
 「
（
 
か
 ・
 

 
 

能
的
 考
察
 

 
 

、
宗
教
 規
 

 
 

い
 問
題
意
 

識
 を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
 
う
 。
 

 
 

伝
承
が
 

 
 

し
て
理
解
 

(446) 148 
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植
田
重
雄
 

ク
リ
ス
ト
フ
 ナ
 ル
ス
崇
拝
と
伝
説
の
諸
形
態
 

 
 

与
さ
れ
る
 

 
 

宗
教
規
 

 
 

讐
の
展
開
 

 
 

れ
る
。
 教
 

 
 

理
解
と
の
 

 
 

 
 

 
 

フ
ォ
ル
 ス
 

 
 

、
や
が
て
 

 
 

ル
ス
 は
 カ
 

 
 

ぅ
と
 志
し
、
 

 
 

に
 奉
仕
し
 、
 

 
 

夜
、
幼
い
 

 
 

ほ
ど
重
く
 

 
 

リ
ス
ト
で
 

 
 

の
 マ
イ
ス
 

 
 

ト
フ
ォ
ル
 

 
 

教
の
意
味
 

 
 

を
 妨
げ
る
 

 
 

表
 わ
し
、
 

 
 

れ
て
い
る
。
 

 
 

外
 の
 壁
 

 
 

親
し
ま
れ
、
 

 
 

ク
リ
ス
ト
 

 
 

6
 者
は
、
 

 
 

他
家
畜
、
 

 
 

崇
拝
さ
れ
 

 
 

雄
 傑
 を
与
 

蝸
 

 
 
 
 

 
 

は
 大
き
い
。
 

 
 

素
 に
つ
㎎
 

 
 

・
フ
ォ
ス
 

ュ
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見
し
て
 

 
 

信
じ
ら
れ
 

 
 

ナ
ー
ル
 

 
 

巨
大
な
 

 
 

の
 幹
を
持
 

 
 

怪
な
 姿
を
 

 
 

荒
野
や
森
 

 
 

と
 ま
な
い
。
 

 
 

霊
 で
あ
り
、
 

 
 

姿
を
と
っ
 

 
 

取
 吸
収
す
 

 
 

そ
 い
ス
ィ
 

 
 

彼
等
の
個
 

 
 

今
後
さ
ら
 

に
 考
察
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
と
お
も
 う
 。
 

(448) 150 


